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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ねぇねぇ、やえのパンツもみたいならみていーよっ？」

　信じられない話を聞いてほしい。

　俺は現在、小学生女児にパンツを見てもいいという許可をもらった。しかも、そう言ってるのは一人だけじゃない。

「おっと、ぼくもパンツには自信があるよ？　見たくないかい？」

「……利り孝こう様が見たいとおっしゃるなら、どうぞわたくしのも見てくださいませ」

「ふっ……下僕よ、本当はわらわのパンツが見たいのだろう？　わかっておるぞ」

　──四人。

　四人の小学生女児が、俺に向かってスカートをめくりあげようとしていたのだ。

　意味が分からなかった。

「や、えっと、その……あれだ。まずは落ち着こう。だからそれ以上スカートをめくらないでくれる!?」












　状況を整理しよう。俺は現在、実習先である徳とく田だ院いん学園小等部の六年一組の教室で、四人の少女にパンツを見てもいいと言われていた。

　……うん、あれだ。整理してもよく分からなかった。

　そんな俺に四人の少女は待ってくれない。

「りこーってば、はずかしがってるの？　かわいー！」

「下僕はういういしいのだな。顔を真っ赤にしおって、そんなに照れておるのか？」

「じゃあ、交換条件だよ。もし、ぼくたちにパンツを見せられたくなかったら……」

「……誰を選ぶか、お決めくださいませ」

　彼女たちはやっぱり、俺にぐいぐいと迫ってきた。




「「「「およめさんにしてくれないならパンツみせちゃうぞっ？」」」」




　そう。実はこの四人、俺の許嫁いいなずけ候補である。候補なので実際に許嫁になったわけではないため、だからこそ誰を許嫁──つまり『お嫁さん』にするか決定しろと言っているのだ。

　これは脅迫だ。女性に慣れていない俺を困惑させるための、誘惑でもある。

「お……俺には、他にも四人の許嫁候補がいるのにっ」

　それからもう一つ、信じられない話を追加させてほしい。

　俺にはもともと四人の許嫁候補がいたのだが──なんと、更に四人増えた！

　合計八人もの許嫁候補から結婚する相手を選ぶことになったのである……とはいえ、ただ選べばいいというわけではない。

　八人は見た目が『小学生』なので、普通に考えて結婚できるわけがなかった。

　しかしながら、この中には『合法ロリ』という見た目が幼いのに俺と同い年の子が存在する。

　もしも小学生を許嫁に選んだら、教師を目指す俺にとって色々と不都合が生じてしまう。なので、夢を叶かなえるなら合法ロリの子を許嫁に選ぶ必要があった。

　最初の四人──鳴なる海みルナ、水み無な瀬せみるく、入いり江え梨り恵え、[image: ]つじ[image: ]くず葉はの中に合法ロリがいると言われていた。

　そして、今回新たに加わった四人──夜や久く野の八や重え、田た中なか花はな子こ（自称カミラ・カタレプシー）、あやのありす、黒くろ川かわ咲さきの四人の中にも、当然のように合法ロリが紛れていると言われてしまった。

　ポジティブに考えるなら、選ぶべき合法ロリが倍の二人になったので当てやすくなったことになる。ネガティブに考えるなら、選んではいけない本物ロリが倍の六人になって不正解を選びやすくなっていることになる。

　正直に言おう。

　この許嫁いいなずけ候補の増加は、より大きな混乱を俺にもたらしてくれた。

「誰が……誰が、合法ロリなんだっ」

　絞り出すようなうめき声に、四人はスカートをひらひらとさせながら答える。

「やえにきまってるじゃん？　だって、こんなにセクシーなんだもん！」

「わらわに決まっておるであろう。何せ千年を生きる、夜の支配者なのだからな！」

「やれやれ、この天才発明家であるぼくが合法ロリってどうして分からないんだい？」

「……わたくしは、言葉にするまでもなく。利り孝こう様なら、ご理解いただけますよね？」

　うん、やっぱり四人とも自分が合法ロリだと言い張って、俺にヒントをくれなかった。

「どう見てもみんな小学生だから！」

　さぁ、再び始まる、合法ロリ探しの試練。

　つい一週間ほど前にどうにか試練の延長を獲得した俺なのだが、とある事情で更なる選択を強いられることになっていた。

『八人の見た目小学生な許嫁候補から、合法ロリを探すこと』

　より難しくなった試練に俺はまたしても頭を抱えることになる。

　まだまだ『幼女探し』の時間は終わっていない──。
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　時間は少し遡る。俺がまだ新しい許嫁候補にパンツで脅される前のことだ。

　本日は日曜日。ゴールデンウィーク最後の日である。休日ということでいつもより少し長めの睡眠をとっていた俺は、ふと指先に湿った温かさを感じて目を覚ました。

　ぼんやりと目を開けて、そして見えたのは──

「んにゃ……」

　俺の指をくわえて幸せそうに眠っている鳴なる海みルナちゃんの姿だった。

「っ!?　る、ルナちゃん、起きて！　というかまた俺のベッド入ってきたのっ？」

　くわえられている手とは反対の手で彼女の肩を揺さぶる。

　ルナちゃんとは同じ屋敷で暮らし始めて一週間ほど経たったのだが、この子はたびたび俺のベッドに潜り込んできていた。でも、指をくわえられたのは初めてである。

「ルナちゃんっ」

　なかなか起きないので辛抱強く呼びかけ続けると、ようやく彼女は目を開けてくれた。

「ふわぁ……せんせぇ、おはよーございます」

「うん、おはよう……じゃなくてっ。指！」

「ん……ゆび」

　ルナちゃんは何を言われているのかよく分かっていないような顔で、小さな指をちょこんと突き出してきた。うん、違う！

「口の中ではむはむしてる俺の指、そろそろ取ってもいい？」

「…………なんと」

　詳しく指摘すると、ルナちゃんはちょっとびっくりしたような顔で口を開けた。おかげで指を抜くことができたので、ようやく落ち着くことができる。

「びっくり……ルナね、たまにちゅっちゅするくせがあります。ごめんなさい」

　彼女は無意識だったみたいだ。何かをくわえてしまう、というのは幼い子にあるあるの特徴と聞いたことがある……この子は自称十六歳なんだけど、こういう幼い一面が強いので何とも言えなかった。

「いや、怒ってはないよ。でも。俺もびっくりするからほどほどにね？　あと、布団にもぐりこむのも、ほどほどに」

「んー……ルナね、せんせぇのおふとん、好きだよ？」

「それは、嬉うれしいんだけどっ」

　一応こうやってその都度注意してるのだが、ルナちゃんに改善の様子が見られないから困ったものだった。

　朝起きてすぐに妖精みたいな銀髪の美少女が隣に寝てたら心臓に悪いので、俺としては控えてほしいところです。

「もう九時前だから、そろそろ朝ごはんかな。ルナちゃんも準備してきたら？」

「ん。おきがえしてきます」

　未いまだ眠そうではあるものの、ルナちゃんはぬいぐるみを抱きかかえて俺の部屋を出て行く。本当に独特というか、ユニークな女の子だと思った。

「ふぅ……俺も着替えようかな」

　ベッドから出て、着替えを取り出そうとクローゼットを開け放つ。

「どーん！　おはよー、お兄ちゃんっ」

「おわぁ!?」

　そして飛び出てきたのは、黒髪ツインテールの水み無な瀬せみるくちゃんだった。彼女は俺の首元に手をまわしてしがみついてくる。

「どうかなっ？　びっくりしたでしょ！」

　一緒に暮らして確信したのだが、みるくちゃんはかなりのいたずら好きだった。時折、こうして俺を驚かせてくる。

「び、びっくりした……」

「えへへ～。るなるなと同じくらいびっくりできた？」

「そ、それは、えっと……見てたの？」

「ばっちり！　お兄ちゃんの慌てるところ、見てた！」

　あと、この子は俺をからかう時、本当に活いき活いきとする。とても楽しそうだった。

「はむっ」

「っ!?　な、なんで今、耳たぶかじったっ？」

「るなるなの真ま似ね！　にゃはっ、そろそろ朝ごはんだから、わたしも準備してくる～！」

　そう言って彼女もまた部屋を出て行く……おかしいな、俺の部屋が治外法権というか、子供たちの遊び場になっているような気がしてならなかった。

　梨り恵えちゃんも[image: ]くず葉はちゃんも当然のように入ってくるし、どうしたものか……でも、鍵をかけるのは彼女たちを拒絶しているみたいで嫌なので、ちょっと難しい問題である。

「……後で考えよう」

　とりあえず朝ごはんということなので、身だしなみを整え終えたらすぐに部屋を出てリビングへ向かった。

「おはよー」

　顔を出すと、朝食の準備は既に整っていた。しかしまだメンバーは揃そろっていないようである。

「りっくん、おはよう」

　唯一席に着いていたのは、日焼けした肌が眩まぶしい女の子──入いり江え梨恵ちゃんである。彼女は俺を見て柔らかい笑顔を浮かべていた。

「他のみんなはまだみたい。先に食べておきましょう？」

「うん、分かった」

　みるくちゃんとルナちゃんは俺の部屋で遊んでいたので遅れるだろう。[image: ]葉ちゃんは……あれだ。あの子は深夜アニメとか好きなので、休日の朝は遅くまで寝ているのだ。

　仕方ないのでごはんが冷める前に、梨恵ちゃんと朝食を食べ始めておくことに。

「「いただきます」」

　パン、スープ、ハム、ベーコン、オムレツ、サラダ、などなど……今日は洋風なメニューのようだ。この屋敷のメイドさんが作ったものである。

「ふふっ……りっくんと朝食が一緒に食べれるなんて、夢みたいで嬉うれしいわ」

　梨恵ちゃんはとても機嫌が良さそうだ。隣り合って座っているのだが、俺の椅子に自分の椅子をくっつけて、距離をぐっと近づけてくる。

　最も早はや彼女は俺の椅子に座っている状態だった。

「近すぎない？」

「そうでもないわ。だって、今からりっくんにごはんを食べさせてあげるもの……むしろ遠いくらいだと思うの」

　そう言いながら彼女はベーコンをお箸でとって、俺の口元に運んできた。

「ほら、あーんして」

「…………恥ずかしいんだけど」

「もうっ。わがまま言ったらダメよ。あーんされてくれたら私の機嫌がとっても良くなるのだから、少しは我慢して」

　うーん、なぜか怒られてしまった。とにかく梨り恵えちゃんはあーんしたいということなので、俺は苦笑しながらも大人しく言うことを聞いておいた。

「素直なりっくんは素敵ね。あーん……美お味いしい？」

「うん、美味しい」

「そう。それは何よりだわ」

　少し恥ずかしかったのだが、梨恵ちゃんがとても嬉うれしそうにしてくれたので別に不満はなかった。この子が喜んでくれるのならそれでいいと思う。

　それから、身だしなみを整えてきたみるくちゃんとルナちゃんも一緒に朝ごはんを食べた。[image: ]くず葉はちゃんは結局寝たままで顔を出してこなかった。

「……そういえば今日、じいさんに呼び出されてるから少し学園の方に行ってくるよ」

　朝食の席で、俺は本日の予定をみんなに伝えておく。

　今日は休日なのだが、徳とく田だ院いん大だい五ご郎ろう──じいさんが俺に用事があるようなのだ。本当はこの子たちと一緒に過ごしたかったけど、こればっかりはしょうがない。

　まぁ、日曜日とはいえみんなも用事があったらしいので、タイミングはちょうど良かった。

「わたしも今日、イベントに参加するから出かけるよっ」

「私はこの後すぐに球場で練習試合ね」

「ルナは、もっとねむります……せんせぇのおふとんで」

　そういうことなので、今日はバラバラに過ごすことになった。朝食が終わったらみんな別れて、自分の準備をすることに。

「……お風呂入ろっかな」

　ふと、出かける前に軽くシャワーでも浴びようかなと思い立ってお風呂に入った。

　その最中のことである。

「ふぃ～……いっぱい寝たのう。汗かいたし、お風呂でも入るのじゃ──って、利り孝こう!?　ど、どうしてお風呂にいるのじゃ！」

　不意に、いかにも寝起きっぽい[image: ]葉ちゃんが浴場に入ってきた。

「いやいや、それはこっちの台詞せりふだから！　なんで俺がお風呂入ってるのに[image: ]葉ちゃんが入ってくるのっ？」

「わ、わしは、寝汗を流したくて……カギもかかってなかったし、誰もいないと思っていたのじゃっ。つまりわしは悪くない！　利り孝こうが悪いのじゃから、罰としてわしの髪の毛を洗うのじゃっ」

　そして[image: ]くず葉はちゃんは出て行かないことを決めたようで、堂々と俺の方に歩み寄ってきた。一応、タオルで隠れているとはいえ、なんだかいたたまれない気分である。

「ああ、そっか。そういえばカギかけてなかったかも……忘れてた」

　まぁ、これは俺が悪いだろう。普段はトイレ以外でカギをかける習慣がなかったので、単純に忘れていたのである。

「……あと、ついでに利孝と二人きりになると緊張する癖の改善を手伝ってほしいのじゃ。もう少し、利孝と二人きりになっても大丈夫になりたいからのう」

　俺が悪い上に、[image: ]葉ちゃんからこんなにかわいいことをお願いされたら、断ることはもちろんできない。

「分かった。髪の毛、洗ってあげる……はい、こっち来ていいよ」

　シャワーの前に立ってもらって、彼女の艶つややかな黒髪を洗ってあげる。相変わらず手触りの良い髪の毛だった。

　[image: ]葉ちゃんは気持ち良さそうに目を細めながら、こんなことを口にする。

「ふぅ、少しずつじゃが利孝と二人きりになるのにも慣れてきたかのう……このまま、いつかは緊張せずにたくさんおしゃべりしたいものじゃな」

「そうだね……俺も、緊張しないでくれると嬉うれしいかな」

　他の子と一緒なら[image: ]葉ちゃんは緊張しないみたいだが、二人きりになると途端に赤面しちゃうくらいに『うぶ』なのだ。

　そのあたりを[image: ]葉ちゃんは気にしているらしい。

「くくっ。いつか、利孝の方をドキドキさせるくらいになってみせるのじゃ」

　とかなんとか言う[image: ]葉ちゃんだけど、正直なところ今の時点でドキドキしているので、お風呂に乱入するのはちょっと遠慮してもらいたいなと思うのだった。







　こうやって、四人の許嫁いいなずけ候補と穏やかな毎日を過ごしていた。

　一週間ほど前に、俺は『徳とく田だ院いんの家督を継ぐために合法ロリを探せ』という試練を達成──ではないか。試練の延長を獲得した。

　鳴なる海みルナちゃん。水み無な瀬せみるくちゃん。入いり江え梨り恵えちゃん。[image: ]つじ[image: ]葉ちゃん。見た目小学生の四人に紛れている『合法ロリ』を探せと言われていたのだが、[image: ]葉ちゃんの抱き枕である『カミラちゃん』を嫁に指名にして、試練の答えをはぐらかしたのである。

　そのおかげで現在、四人とは一緒に暮らせるようになった。

　試練の期限も彼女たちが小学校を卒業するまでに延びたので、慌てることもないゆっくりとした日々を送っている。

　彼女たち自身も、制限時間がなくなったおかげかあまり過激なアプローチはしてこなくなった。スキンシップは相変わらず激しいものの、以前のように俺をドキドキさせることは少なくなっている。

　この一週間はとても楽しかった。

　だから、いつまでもこうやって楽しい時間が過ごせればいいと、俺は思っていた。

　だけど……その思いは、やっぱり『徳とく田だ院いん家』によって裏切られることになる。

　徳田院の人間に、俺はいつだって振り回されることになるのだ──。







　約束していた十一時より少し前に、俺は学園長室に到着した。

「よく来たな、利り孝こう。待ちわびていたぞ。この儂わしを待たせるとはいい度胸をしている」

「約束していた時間の十分も前ですけどね」

　来て早々にじいさんは俺をからかってくる。相変わらず意地の悪い性格をしていた……きっと、俺が戸惑う姿を見ようとしていたのだろう。

「それで、伝えたいこととは何ですか？」

　相手にすると疲れるので、早速ではあるが俺を呼び出した要件を聞くことに。

「ふぅ……雑談にも応じないとは、我が息子ながらつれないものだ。まぁ、貴様くらい可愛かわいげがあれば、儂も楽しめるというものだが」

　しかし、じいさんにしてはなかなか歯切れが悪いというか、いつものはっきりした物言いが今日はあまり感じられなかった。

　何か言いにくいことがあるような、そんな感じである。

「……何かあったんですか？」

　怪け訝げんに思って顔をしかめると、じいさんは笑みを消して首を振った。

「儂に聞くより、本人に聞いた方が早いだろう。ほれ、約束していた時間になった──来るぞ」

　と、ここでドアの方を促されたので視線を向ければ、ちょうどタイミングよくドアが開け放たれた。

　そして現れたのは、スーツを身にまとう中年男性。

「やぁやぁ、時間ぴったりにすまないね！　ほら、僕ってばこう見えて多忙の身でね、時間を無駄にできないんだよ。ははっ」

　年齢四十二歳。中肉中背であまり特徴はないが爽やかな容貌のこの人は──俺の顔見知りであり、じいさんにとっては縁の深い人である。

「父さん、ご無沙汰だね」

「宗そう一いち……貴様の顔など見たくなかったのだがな」

　そう。今しがたここにやって来た人物の名は『徳とく田だ院いん宗一』という。徳田院家の当主であるじいさん──『徳田院大だい五ご郎ろう』の、実の息子だ。

　俺は養子なのでじいさんと血が繋つながっていない。だが宗一さんは正真正銘、じいさんと血が繋がっている親子である。

「六ろく浦うら君も、しばらくぶりだねぇ」

「お久しぶりです、宗一さん」

　軽く頭を下げて挨拶しておく。この人とは一応面識があった。

　俺は現在、じいさんの養子（正確には養育里親であるじいさんの里子）という立場である。多くはないが、徳田院の人間ともそれなりに顔合わせしていた。

　宗一さんとは数カ月おきくらいに会っている気がする。

「じいさん、俺に用事があるのは宗一さんの方ですか？」

「その通りだ……宗一、さっさと話をしてやれ。儂わしも貴様と同様、暇ではない」

「はいはい、分かってるよ。相変わらず父さんは手厳しいねぇ……ごめんね、六浦君。急に呼び出したりしちゃって」

　俺の肩を軽く叩たたきながら、宗一さんは爽やかに笑いかけてきた。

「いえ……大丈夫です。どんな話があるんですか？」

「あんまり身構えないでくれよ。別に大した話じゃないさ」

　軽やかな口調だ。初対面の人間だろうと一瞬で心を開いてしまうくらいに、軽快で親しみのある雰囲気を醸し出している。

　だが、その雰囲気に惑わされてはいけない。宗一さんは口元で笑っていても、目の奥がまったく笑っていないのだ。

　この人は爽やかな印象があるが、実際はまったくその通りではない。何せ、利己的なじいさんの実子なのだから……もちろん、俺が好きになれるような人間じゃなかった。

「『徳田院の後継者試練』について、君に話したいことがあるんだよ」

　試練。その言葉を耳にした瞬間、背筋がぞわりとした。嫌な予感を覚えたのである。

「……試練は延長されましたが？　宗一さんに何か関係あるのでしょうか」

「おっと、仲間外れにしないでくれよ。僕は一応、現当主である大五郎の息子だよ？　それに、徳田院学園を経営する一人でもあるんだ。関係ないことはないだろう？」

　残念ながら、宗一さんの言葉は正しい。

　この人は徳田院学園を経営するメンバーの一人だ。多額の資金を出資しているようで、徳田院の関係者と言える立場にいる。

「六ろく浦うら君、君は父さんが選出した許嫁いいなずけ候補から結婚するべき相手を選べなかったそうだね。聞くところによると『抱き枕』を嫁にしたとかなんとか」

「そのことについては、じいさんに認めてもらってますので」

「いやいや、別に文句が言いたいわけじゃないんだよ。父さんが決めたことなら僕に異論はない。だけど、ねぇ……ほら、君も理解してるだろうけど、枕とは結婚できないんだよ。これでは、徳とく田だ院いんの後継者になれない」

　白々しい物言いはじいさんにそっくりだが、こちらを諭しているようで誘導するような言葉は詐欺師のそれに近い。

「何が言いたいんですか」

　迂う遠えんな言い回しはもういい。とにかく本題は何だと聞けば、宗そう一いちさんは目がまったく笑っていない笑みを浮かべたままに、こんなことを言うのだった。

「つまりだね、君が誰も許嫁を選べなかったのは──許嫁候補の中に君の好ましい相手がいなかったからだとも解釈できるわけだ」

「そんなこと──っ！」

「『そんなことない』とは言わせないよ？　そうでなければ、抱き枕を嫁に選んだなんて言い分を父さんが認めるわけがない。そうだろう、父さん？」

　俺の否定を、宗一さんが一蹴しようとじいさんへ話を向ける。そう言われてしまっては、さしものじいさんもフォローできなかったようで。

「利り孝こう……すまないな」

　珍しくじいさんが俺に謝ってきた。それはつまり、宗一さんの言葉を認めたということでもある。

「可愛かわいげがない息子で腹立たしいが、言い分は正しいと言わざるを得ない。貴様が抱き枕を嫁に選んだのは、儂わしが提示した許嫁候補の中に貴様の好みがいなかったから──という考え方もできるだろう」

　こうも断言されては、俺に反論の余地はなかった。もともと苦しい言い訳だったのだ……仕方ないと言えば、仕方ない。

「そこでだ！　父さんが選んだ許嫁候補の中に君の好みがいないらしいので、僕としてはとても心苦しく思ってたんだよ。だから──君が好きになりそうな許嫁候補を、僕も用意したのさ」

　そして宗一さんは、俺を呼び出した本題を口にするのだった。




「新たに四人、許嫁候補が増える。先の四人と同じく見た目が小学生の女の子さ。その子たちの中にも合法ロリが存在するから、しっかりと見つけ出して当主になってくれよ？」




　──許嫁いいなずけ候補が、増える。その言葉に俺は目を見開いてしまった。

「ちょっと待ってください！　俺には既に四人も許嫁候補がいるんですよ!?　それなのに四人も増やすなんて……それは彼女たちへの裏切りにもなります！」

　あの子たちを裏切るようなことをなんてしたくない。しっかりと向き合っていきたいと思って試練の延長を獲得したのに……これでは、意味がない。

　しかし、俺が反論しようとも宗そう一いちさんは肩をすくめるだけだった。

「裏切り？　そんなことないと思うけどねぇ……僕からしてみれば、そもそもこの時点で君に選ばせることができなかった第一期組の許嫁候補にこそ問題があるよ。まぁ、あの程度の子供たちなんだから、君に選ばれなくてもしょうがないだろうけど」

　俺の言葉を取り合うつもりもないみたいだ。宗一さんは自分勝手な言葉を次々と並べていく。

「とはいえ、第一期組の四人にもそこそこの価値はあるだろうね。どの子も少しはお金にはなりそうだけど……あ、水み無な瀬せみるく君だけはちょっと利用価値はないか。プロゲーマーなんて先の見えない職業はさっさと見切るべきだと思うね」

「……あの子たちを、バカにするな」

　思わず言葉に力が入る。みんなをバカにされるのは、俺が罵倒されるよりも腹立たしいことだった。

　しかし宗一さんはやっぱり態度を崩さない。へらへらとするばかり。

「おっと、別にバカにしてるつもりはないよ？　ただ、父さんが選んだ子供たちより、僕が選んだ子供たちの方がとても価値が高いってことを言いたいだけさ。君に相応ふさわしい女性だと胸を張って言えるね。だから気兼ねなく選ぶといいよ」

「だからって……やっぱり、みんなを裏切りたくありません」

「あの子たちには儂わしから説明しておこう」

　じいさんからも説明を入れると言っている。だけどそれで問題が解決するわけじゃない……無駄かもしれないが、少しでも宗一さんに抵抗しようと思った。

「お願いします。許嫁候補が増えることを受け入れることは難しいです。可能なら考え直していただけませんか？」

「おやおや？　嫌なのかい？　うーん、悪くない話だと思うだけどねぇ……この僕が直々に選定した女の子だよ？　養子縁組をしてまでしっかりと磨き上げた、ダイヤモンド級の原石さ。第二期組の許嫁候補を期待してくれてもいいのに」

　養子縁組をした女の子。宗一さんはそう言った。

　その関係は恐らく、じいさんと今の許嫁候補と同じようなものだろう。つまり……その第二期組の許嫁候補は、宗一さんの意思で許嫁にされたということみたいだ。

「……俺の許嫁にするために、育てた子を手放していいんですか？」

「もちろん。いつか利用するために手元で保管してたんだから、使うときに使わないと意味がないじゃないか」

　ほら、やっぱりこの人もじいさんと同じように俺が好きになれない人間だ。

　子供を所有物のように認識して扱っている節がある。爽やかな口調に反してやっていることはとても人道的だとは言いにくかった。

「俺は、そういう考え方が嫌いです。親の都合で子を巻き込むなんて、許しがたいです」

「そう言える君は立派だと思うよ。父さんが君を後継者に選んだ理由も分かる。でもね、六ろく浦うら君……それはただの綺き麗れい事ごとさ」

　飄ひよう々ひようと笑いながら宗そう一いちさんは俺の言葉をかわす。何を言ったところでこの人にはまったくと言っていいほど響かないみたいだ。

「子供を育てるのにはお金がかかる。それに見合ったリターンを求めるのは、むしろ人間として普通だろう？」

　ダメだ。この人には『情』が感じられない。親子としての情があるのなら、子供をこうやって利用することなんてできないだろう。俺の言葉も右から左に受け流されていた。

　今度はまた、別の視点から反論を試みる。

「だったら……そんなに手塩にかけて育てた子を、俺なんかのために使ってもいいんですか？　お金がかかったのなら、もっと大切にするべきでは？」

「ははっ！　君は面白いことを言うねぇ……次期徳とく田だ院いんの当主になるかもしれない君の妻になれたのなら、親である僕にだってたくさんのリターンがあるさ。これ以上の利用方法なんてないだろうに」

　それでもやっぱり、宗一さんを説得することはできそうになかった。むしろこの人は熱を帯びたように、何やら語り始めている。

「もちろん、君が合法ロリの子を選ばなかったら当主になれないから残念だけど、それはそれで別にいいよ。当主になってくれた方がいいんだけど、その時はその時だからね。まぁ、一番の理想は君が第二期組の子から合法ロリを見つけて当主になってくれることだよ。そうなった時──僕は更に大きく躍進できるだろうからね！」

　徳田院宗一という人間も、やっぱり親である徳田院大だい五ご郎ろうと同じように『利己的』な人間である。全ては『自分』のために、他者を平気で利用するのだ。

「僕はね、もっと自由に『徳田院』の権威を利用したいんだ！　現状、父さんに色々と制限されてしまっていてね、僕の経営している会社も少し伸び悩んでしまっているんだよ。でも、君が当主になって僕が親となったら、もっと自由に徳田院の名を使うことができる。そうなったら、いよいよ『ＳＯＩＣＨＩ』は世界でトップの企業になれるさ」

『ＳＯＩＣＨＩ』

　宗一さんが経営する企業である。もともとはアパレル関係のメーカーだったが、今ではいろいろな事業に手を広げている日本でも有数の大企業だ。

　莫ばく大だいな資金を稼ぎ、それを徳とく田だ院いんに出資している宗そう一いちさんは徳田院でも発言力が強い。なので今回、じいさんも反対できずに新たな許嫁いいなずけ候補を出すことが決定したのだろう。

「おいおい、六ろく浦うら君……気軽にしてくれてもいいんだよ？　今回は別に期限を設けてるわけじゃない。なんとなくフィーリングが合う子がいたら、その時に遠慮なく嫁にしてくれればいいんだからさ」

「……合法ロリを選べなければ、俺は教師になれなくなるのですが？　そうなったら当然当主にもなれないし、あなたが思うような利用価値がなくなると思いますが」

「それは、さっきも言っただろう？　その時はその時で、僕にデメリットはないんだ。徳田院を破門になった君の面倒も、なんなら見てあげていいよ？」

　ダメだ。どんな言葉を選ぼうと、宗一さんの意思を崩すことはできなかった。

「利り孝こう。宗一の言葉を聞き入れろ」

「じいさん！」

　更に分が悪いことに、じいさんが宗一さんに加勢していた。

「貴様の性格的に受け入れがたいというのは理解できる。だがな、徳田院の当主になるのなら、この程度の難題は乗り越えて見せろ」

　勘違いしてはならない。じいさんは決して俺の味方などではないのだから、ここで助けを求めたところで意味などないのだろう。

「そもそも、徳田院の当主になったら宗一のような人間とやりとりをすることが多くなるのだ。この程度、切り抜けて見せろ」

　これもまた、じいさんにとって都合が良い出来事だったようだ。次期当主候補である俺に更なる困難を与えて、成長を期待しているみたいである。

「っ……嫌と言っても、俺に選択権はないのでしょう？」

「ああ、その通りさ。理解してくれて嬉うれしいよ」

　宗一さんは爽やかに笑っていた。白々しい笑顔はじいさんとそっくりだった。

「じゃあ、僕はこれで……また近いうちに会おう、六浦君」

　返事もしていないというのに宗一さんは学園長室から出て行く。あの人にとってはもう、許嫁候補が増えることは決定済みだったみたいだ。

　その後ろ姿がなくなったところで、じいさんがぽつりと口を開いた。

「……あれが、徳田院の者でありながら教師になれなかった者だ。能力はありながら人を育てることにはまったく向いていない、困った息子である」

　宗一さんの親としてじいさんは何か思うところがあるようである。

「儂わしも褒められた性格ではないのだがな……少なくとも、あれよりはまだいい。まったく……子育てとは難しいものだ」

　宗そう一いちさんはつまり『徳とく田だ院いんの成れの果て』ということらしい。

「利り孝こう。今回のことで、貴様に更なる成長がもたらされることを期待している」

「でも、俺はやっぱり……子供たちが利用されることが、許せません」

「それなら、なおさら当主になれ。儂わしから奪い取って、宗一のような人間を排除しろ。貴様にならそれができるはずだ。しっかりと励め」

　ここまで言ってじいさんは会話を打ち切った。

「この後は六年一組の教室に向かえ。新たなる許嫁いいなずけ候補を待たせてある」

　どうやら顔合わせの準備までしていたようだ。やっぱり俺には選択権などなく、最初から許嫁候補が増えることは決定事項だったのだろう。

「…………はい、分かりました」

　今はまだ俺に力がない。だからどんなに抗あらがおうと決定を覆すことはできなかった。

　いつか必ず、徳田院を是正してやる。そう思いつつも、やっぱり俺の許嫁にされた第二期組の子たちを思うと、胸が痛くなった。

　親の都合で許嫁になるなんて、きっと嫌だろう。第一期組の子たちは偶然にも俺のことを好意的に思ってくれていたので良かったが、そんな偶然が続くわけないのだ。

　まずは第二期組の子たちと顔を合わせよう。それから解決策を考えていけばいい。

「失礼します」

　そうして俺は学園長室を出て行く。

　それでもまだ、複雑な思いが胸の中で渦巻いていた──のだが、この思いは予期せぬ形で裏切られることになる。







　六年一組。担任は一いち之の瀬せ苺いちご先生で、第一期組の子たちはこのクラスに在籍している。

　俺が実習しているのもこの教室だ。実習して一カ月くらい経過したので、もう慣れた場所になっている。

　そこに第二期組の許嫁候補がいるということなので、早速向かってみた。

「…………」

　普段は子供たちで賑にぎわっているけど、休日の学校というのは驚くほど静かだ。なんだか不思議な感じがする。

　廊下を歩きながら、考えていたのは第二期組の許嫁候補について。

　いったいどんな子がいるのだろうか。恐らくは初対面だと思うのだけど、それならどうして六年一組が待ち合わせ場所になっているのだろうか？　そこが少しだけ気になった。

　あと、心臓がドキドキしている……初めての顔合わせなので緊張していた。そのせいで教室に到着してもなかなか扉を開けることができずに、ためらっていた。

　しかし、いつまでもこうしてはいられないだろう。

　……よし！　意を決して、俺は勢いよく扉を開けた。

　そして見えたのは──

「あー！　やっときたっ。りこーってば、おっそーい！」

「そうは言っても待ったのは十五分くらいだけどね。まぁ、待ちくたびれたというよりかは、待ちわびたと表現しておこうよ」

「……こんにちは、利り孝こう様」

「ふっ、このわらわを待たせるとは身の程を知らぬ下僕だな」

　──なんと、顔見知りの四人だった。

「え!?　い、いやいや……えぇっ？」

　びっくりした。まさかここで彼女たちに会うとは思っていなかったので、軽くパニックになってもいた。

　だって俺は今、新たなる許嫁いいなずけ候補になる初対面の子と会うつもりで身構えていたのだ。だというのに、現れたのは顔見知りだったのである……とても驚いていた。

「八や重えちゃん、ありすちゃん、咲さきちゃん、それと……花はな子こちゃんだよねっ？　え、なんでここにいるの!?」

　現在、教室にいる四人はなんと六年一組のクラスメイトたちだったのだ。

「にひひ～っ。りこーはそんなにやえとあえてうれしーわけっ？」

　一人目は夜や久く野の八重ちゃん。明るめの髪の毛とスラッとした体がとても魅力的な女の子である。彼女は俺の方に駆け寄って飛びついてきた。

「り、利孝くん、ぼくもくっついていい？　いや、別に変な意味合いはないんだけど。たまに人肌恋しい時ってあるよね？　つまりそういうことなんだよっ」

　二人目はあやのありすちゃん。制服の上から白衣を羽織るという不思議なファッションの彼女は、八重ちゃんに続くように俺にもたれかかってきた。

「……利孝様、わたくしも触ってよろしいですか？」

　三人目は黒くろ川かわ咲ちゃん。メイドさんのようなプリムを髪飾りとして装着している彼女は、何を考えているのかよく分からない顔で八重ちゃんとは反対側から触ってきた。無表情だし言葉も淡々としていて、なんだかミステリアスな女の子である。

「ふっ。下僕……そなたはわらわに触れたがっておるな？　分かっておる。ほれ、遠慮なく触ると良い……どこでも構わないぞ？」

　そして四人目は、田た中なか花子ちゃん。金髪のツインテール、深紅の瞳、そして老ろう獪かいな言葉遣い……なんというか、あれだ。この子、[image: ]くず葉はちゃんが持っていた抱き枕の『カミラ』ちゃんにそっくりだった。

　おかしいなぁ……教室で以前会った時は黒髪眼鏡の普通な感じだったのに。しかも言葉遣いだって丁寧で、俺のことを『六ろく浦うらさん』と年上みたいに呼びかけてくれる貴重な存在だった。

　ほんの数日で花はな子こちゃんに何があったのかも気になるところだったが、今はそのことを聞ける余裕はない。

　俺は今、とても混乱している。

「あ、あれ？　俺、ここに新しい許嫁いいなずけ候補がいるって聞いて来たんだけど……どうして四人がここにいるの？」

「それは、言うまでもないだろう？　ぼくたちが、その新しい『許嫁候補』だからさ」

　俺の疑問に、ありすちゃんがさらりと答える。あっけらかんと打ち明けられた事実は、俺に更なる衝撃を与えていた。

「つまり、みんなは……宗そう一いちさんの養子だったってこと!?」

「はい……そうなります。わたくしたちは、宗一様の娘でございます」

「だから、やえたちはりこーのあたらしい『いいなずけ』ってこと！」

　咲さきちゃんと八や重えちゃんが補足の説明を加える。第二期組の許嫁候補はてっきり初対面だと思っていたのだが、それは違うようだった。

「下僕！　さっさとわらわにも触らんか！　ほれ、頭ががら空きじゃぞ？　こんなに無防備なのにいつまで待たせるのだっ」

「え、あ、はい。うん……これでいい？　花子ちゃん」

　なんか怒られたのでとりあえず花子ちゃんの頭を撫なでておく。そうすると彼女は一瞬だけ嬉うれしそうに頬ほおを緩めたが、すぐにすました表情を作って鼻息を鳴らした。

「ふっ、良かろう。だがな、下僕よ……わらわは花子などという地味な名前など知らん。わらわのことはカミラ・カタレプシーと呼べ」

　この前までは『ちゃん付けって、なんだか照れちゃいますっ』などと可愛かわいいことを言ってた彼女に、たった数日で一体何があったというのか。これではまるで本当にカミラちゃんになったみたいである。

「りこー！　やえもなでていーよっ？」

「そういうことなら、ぼくも……いいかな？」

「わたくしは別にどちらでも構いません。いつでも利り孝こう様のお好きなように」

　三人も便乗して頭を出してくるのだが、その前に少し確認させてほしいことがあった。

「いやいや、ちょっと待って……みんな、俺の許嫁候補にされちゃってるんだよね？　宗一さんに強制されてるんだよね？　そのことについて、まずは話し合おう」

　そう言ってみると、四人は不服そうに唇を尖とがらせた。

「えーっ！　やえ、そんなはなしにきょーみないし～。りこーとイチャイチャしたい！」

「ぼくも、言葉にする必要はないと思ってるんだけど」

「…………？　何か話し合わないといけないような問題があるのでしょうか」

「ほう、頭では満足できないのだな……それなら、わらわの胸でも触るか？」

　──なんとなくだが、俺と彼女たちの間には認識の齟そ齬ごがあるような気がした。そしてこの感覚には既視感のようなものがあった。

　そういえば、第一期組の子たち出会った時もこんな感じだった気がする。あの時も許嫁いいなずけにされたことが嫌だろうと思い込んでいたのだが……実際はそうでもなかった。

　あの時と同じ感覚ということは、もしかして……？

「み、みんなは、俺の許嫁になったこと、嫌がってないの？」

「うん！」「もちろん」「はい」「うむ」

　俺の言葉に四人は勢いよく頷うなずいた。それはつまり──第二期組の子たちも、第一期組の子たちと同様だということだった。

「そう、なんだ……もしかして、みんなも過去の俺と面識あるのかな？」

　そう問いかけるとみんなはまたしても頷いた。

　やっぱり第一期組と同じように、第二期組のこの子たちも俺が記憶をなくしている時に出会っているようだ。

　中学二年生の時、俺は事故のせいで記憶をなくしている。六年生から中学二年生の終わりくらいまでの、約三年間の記憶がない。

　その間に俺は第一期組──ルナちゃん、みるくちゃん、梨り恵えちゃん、[image: ]くず葉はちゃんと出会った。そして第二期組──八や重えちゃん、ありすちゃん、咲さきちゃん、花はな子こちゃんとも同じ時期に出会っていたということらしい。

　つまりポジティブに考えるなら、彼女たち四人は宗そう一いちさんに強制されてはいるものの、それを嫌がっていないということだ。

　このことにまず、安あん堵どする。良かった……彼女たちが辛つらそうにしていないことが、唯一の救いだった。

　とはいえ、この状況は俺自身にとってはまったく良くないわけで。

「ねぇねぇ、りこー？　やえね、じつは『ごーほーろり』っていうのだから、およめさんにしてっ！」

「いやいや、ぼくが合法ロリさ。だから利り孝こうくんはぼくを選ぶべきだと思う。あと、ぼくも、その……利孝くんのお嫁さんになりたいなぁ、なんてねっ」

「違いますね。わたくしこそが、合法ロリですので……選んでくださったら、いっぱいご奉仕いたします。どのようなことをされるのか、興味はありませんか？」

「下僕。そなたはわらわと契りを結ぶべきじゃ……何も問題はない。何せ、わらわは千年を生きるカミラ・カタレプシーじゃからな！　合法ロリであることは明白だ」

　そして始まった四人のプロポーズ。こちらをまっすぐに見つめるキラキラした瞳に、俺は頬ほおを引きつらせていた。

「や、その、えっと……俺、他にも許嫁いいなずけ候補がいるんだよっ」

　ルナちゃん、みるくちゃん、梨り恵えちゃん、[image: ]くず葉はちゃん……既に四人も許嫁がいる現状、増えた四人から選べと言われてもすぐに答えられるわけがなかった。

「とりあえず、あれだ。ちょっとくっつきすぎだから、まずは離れてからゆっくり話し合いをするべきだと思う」

　俺はまったく女性に慣れていないので、四人にべたべたとくっつかれると落ち着くことができない。

　そんな俺のお願いに、八や重えちゃんが笑いながら俺をつついてきた。

「あ！　りこー……もしかして、やえたちにこーふんしてるっ!?　やえね、こーゆーのなんてゆーかしってる！　りこーは『ろりこん』ってやつでしょっ？」

「ち、ちちち違うから!!　八重ちゃん、そのワードは流石さすがの俺でもちょっと許容できないんだけど!?」

　信じられないような発言が八重ちゃんから飛び出した。教師を目指す者として、それは断じて違うと否定しておく。

　だが、あまりにも俺が慌てたせいで、逆にそれが怪しかったみたいだ。四人は俺の言葉をまったく聞き入れてくれなかった。

「りこーはろりこん！　ありすっち、りこーはろりこんなんだって！」

「なるほど。だから利り孝こうくんはそんなにドキドキしてたんだね……ふむふむ、そういうことなら、もっとドキドキさせてみるのも面白そうかなっ。どう思う？　黒くろ川かわさん」

「……悪くない案かと思います。利孝様は優柔不断のようですし、ここは攻めて選択を迫るというのもありではないでしょうか」

「ほう。では、仕方ないな。わらわの妖艶さで魅了してやるか……おい、下僕。こっちを見るがいい」

　あわあわと俺が戸惑っている間に、四人は何やら作戦会議を行っていた。声はパッチリ聞こえていたので、もちろんロリコンじゃないことを強く訴えようと試みる。

　だが、その前に──花はな子こちゃんがとんでもない行動に出た。

「ほれ、わらわのパンツ……見たいだろ？」

　はらりと、スカートがたくし上げられる。ニーソの更に上──太ももの肌色まで見えるほどに彼女はスカートをめくり上げていた。

「なんでそうなる!?」

　慌てて視線を逸そらしたのでパンツまでは見えていない。

「べ、べべべべ別にパンツが見たいなんて思ってないよ！」

　だけど、急展開の事態に冷静さを取り戻すことが出来ていなかった。俺の焦りようが四人にとってはとても楽しかったらしく、なんだかいたずら心を刺激されたみたいである。

「にひひっ。りこー、パンツみたいんだっ」

「そういうことなら、一肌脱ごうかな」

「はぁ……でしたら、わたくしも」

　逸そらした視線の先にいた他の子供たちも、一斉にスカートに手をかける。




　そして話は冒頭に戻るのだ。




「ねぇねぇ、やえのパンツもみたいならみていーよっ？」

「おっと、ぼくもパンツには自信があるよ？　見たくないかい？」

「……利り孝こう様が見たいとおっしゃるなら、どうぞわたくしのも見てくださいませ」

「ふっ……下僕よ、本当はわらわのパンツが見たいのだろう？　わかっておるぞ」

　四人にスカートをめくり上げられて、俺はいよいよ混乱してしまった。

　その反応がまた彼女たちのいたずら心に火をつけてしまい、最終的には『およめさんにしてくれないならパンツみせちゃうぞっ？』と脅されることになった。

　だけど俺は、本物ロリを許嫁いいなずけに選ぶことはできない。許嫁にするなら、見た目が幼くても同い年の女の子──つまり合法ロリでなくてはならないのだ。

「どう見てもみんな小学生だから！」

　第一期組の子たちと同様に、第二期組の子たちもみんな見た目が小学生なので、そう簡単に決断することはできなかった。

　しかも、みんなは自分こそが合法ロリだと自称している。四人の内三人に嘘うそをつかれては、もう手の付けようがないくらいにどうしようもなかった。

　第一期組の試練が終わって訪れた休息はもう終わりだ。

　ルナちゃん、みるくちゃん、梨り恵えちゃん、[image: ]くず葉はちゃんの四人は制限時間がなくなったおかげか、最近はあまり過激にアピールをしてこなかったので、俺は穏やかな毎日を過ごせていた。

　しかし、今度は第二期組の許嫁候補によって俺は振り回されることになりそうだ。

「じ、時間をください……みんなかわいいから、誰をお嫁さんにするか決められないんですっ。だからそれ以上パンツ見せようとしないで！」

　半ば懇願するように俺はこんなことを言っていた。我ながら情けないのだが、やっぱり小学生のパンツを見せつけられると複雑な気持ちになるので、やめてほしかった。

「えー？　りこーもほんとはよろこんでるくせに～」

「かわいいって言葉は嬉うれしいね……だからパンツくらい見てもいいんだよ？」

「……戸惑う姿も、悪くないです。ぞくぞくします」

「人間風情が、わらわがパンツを見せてやると言ってるのだぞ？　ありがたく見ろ！」

　それでも彼女たちはやめてくれなかった。

「ひ、ひぎぃ！」

　それから俺は、自分でもよく分からない声をあげながら彼女たち四人を説得した。最終的には彼女たちも大人しくスカートを下ろしてくれた。

　パンツを見せられたか見せられなかったかの詳細は伏せておくが、まぁとにかく初しよっ端ぱなから度肝を抜かれたとだけ言っておこう。

　ともあれ、第一期組の許嫁いいなずけ候補と併せて、第二期組の中からも合法ロリを探すことになった。これで合計八人の許嫁候補に二人の合法ロリが存在することになった。

　教師になるという俺の夢のために……そして、子供を平気で利用する徳とく田だ院いん家を是正するために、俺は合法ロリを見つけ出さなければならない。

　第二期組の子たちとも、よりしっかりと接する必要があることを感じた。

　でも、そのことに対して──第一期組の子たちに、なんとなく申し訳ないなという感情を抱いた。

　じいさんから話はしておくそうだが、帰ったら俺もしっかり事情を説明して、謝らないといけないだろう。







「ただいまー」

「ん……せんせぇ、おかえり」

「おかえりなさーい」

「りっくん、お水飲む？」

「休日なのに学校とは大変じゃのう」

　屋敷に帰ると、リビングで四人が出迎えてくれた。もう夕方なのでみんな用事も終わったらしい。ちょうど良いので、俺は早速謝ることにした。

「みんな、ごめん！　その、じいさんから話は聞いてるだろうけど……実は、許嫁候補が増えちゃって」

　なんだか後ろめたさがある。そのせいでしどろもどろになっていた。彼女たちもきっと怒っているはず──そう、思っていたのだが。

「え？　うん、話は聞いてるけど……お兄ちゃん、なんで謝ってるの？」

　みるくちゃんが不思議そうに首を傾かしげていた。他の三人も同じようにきょとんとしている。

「や、えっと……今回増えた四人とも、過去に面識があったらしくて。なんか節操なしみたいじゃない？　そのことが申し訳ないというか……とにかくごめん」












　記憶をなくしている時期に俺はみんなと出会っている。ルナちゃん、みるくちゃん、[image: ]くず葉はちゃん、梨り恵えちゃんはその時に好意を持ってくれたと言っていた。

　てっきり彼女たちだけと親密だったのだと俺は思っていたのだが、実はそうじゃなかったらしい。他にも、八や重えちゃん、ありすちゃん、咲さきちゃん、花はな子こちゃんとも関わりがあったというのだ。

　これではまるで節操なしみたいだと思ったのだ。自分ではもう少し硬派な人間だと思っていただけに、軽くショックを受けていたのである。

　そういうわけで謝ったのだが、俺の言葉に四人は苦笑していた。

「りっくん。あのね、あなたが節操なしなのは、えっと……知ってたわ」

　梨恵ちゃんが言いにくそうにそんなことを言う。他の三人も同調するようにコクコクと頷うなずいていた。

「せんせぇは、みんなにやさしい」

「お兄ちゃんってそういうところあるよねー」

「あれじゃな……幼女たらしというやつじゃな」

　どうやらみんな最初から俺の事は『たらし』と認識していたみたいだ。だからそんなに驚くこともなく平然としていたみたいである。

「……なるほど」

　いや、なるほどじゃない。自分の知らない一面に、俺自身がものすごく驚いていた。そっか、俺ってそんなに硬派な人間じゃなかったんだ……。

　なんかショックだ。

「まぁ、気にする必要はないのじゃ。お主は誰からも好かれるくらいに、魅力的じゃということだからのう。利り孝こうくらいかっこよかったら、しょうがないのじゃ」

　[image: ]くず葉はちゃんが慰めるように優しい言葉をかけてくれる。俺のことをかっこいいなんて言ってくれるのは[image: ]葉ちゃんくらいなのだが、今は肯定の言葉が心に染みた。

「ありがとう……[image: ]葉ちゃんも、かわいくていい子だね」

「はにゃ!?　あ、阿あ呆ほうが……そういうところが節操なしなんじゃよ！　たわけ、そんなに軽々しくかわいいとか言うなっ。ドキドキするじゃろうが！」

　…………なるほど。こういうのがダメだったらしい。よくよく考えてみたら口説いてるみたいだし、次からはもっと言い回しに気を付けた方がいいかもしれない。

「にゃははっ。わたしはお兄ちゃんのそういうところも好きだよ？」

「えぇ、私もあまり気にしてないわ。それよりも、落ち込まれる方が辛つらいのだけれど」

「せんせぇ、よしよし……だいじょーぶ」

　俺が幼女たらしだったことを気にしているのは、どうやら俺だけのようだ。

　ここで落ち込んでは四人を悲しい気持ちにさせてしまうので、くよくよするのはやめておこう。

「ありがとう。許嫁いいなずけ候補が増えたけど、だからってみんなのことが不満だったわけではないから。そのあたりも、理解してくれると嬉うれしいかな」

　気持ちを切り替えて、伝えるべきことを言葉に出しておく。そうすれば、四人も頷うなずき返してくれた。

「もちろん、分かってるわ。りっくんは私たちのことが大好きだものね」

「ルナも、せんせぇのことだいすきですっ」

「じじいとかそのあたりのせいじゃろう？　仕方ないことだと思うのじゃ」

「わたしたちに気を遣ってくれるのは嬉しいけど……でもね、お兄ちゃん。逆に、新しい許嫁候補のみんなも、しっかり見ないとダメだよ？」

　俺の気持ちは四人に伝わっているみたいだ。それはとても嬉しいことである。

「うん、そうだね。第二期組のみんなとも、きちんと接するよ」

　そして、第二期組の子を蔑ないがしろにしないと約束すると、みんなは嬉しそうに笑ってくれた。

「私たちも、あの子たちを応援しようって決めたの。りっくんを大好きな気持ちは、痛いほど理解してるから」

「うん……できる限り、応援する。だから、学校ではちょっとだけお兄ちゃんとおしゃべりできなくなるけど、代わりにお家うちではしゃべってほしいなっ」

「利り孝こう。記憶はないかもしれないのじゃが、みんな過去に縁があったのじゃ。出会いの順番は関係ない。平等に、公正に、見るのじゃぞ？」

「ん！　せんせぇ、がんばってください。ルナも、がんばります」

　まっすぐな好意の言葉に胸が温かくなる。この子たちのこういうところは、本当に素敵だと思った。

「ありがとう。みんな、これからもよろしくね」

　最後に感謝の気持ちを伝えて、その後は元の日常に戻った。

　一緒に夕ご飯を食べて、お風呂に乱入されて、部屋に侵入されて、ベッドに潜り込まれる。この穏やかな暮らしを、俺はしっかりと噛かみしめておいた。

　明日からまた、騒々しい毎日がやって来る。後悔のないようにみんなと向き合おうと、そんなことを決意して一日が終わった──。





[image: ]







　五月初旬。ゴールデンウィークも終わったこの時期は、新しい環境にも慣れて少し気持ちが緩むタイミングでもある。

「……よしっ」

　俺も改めて気持ちを引き締めた。

　今日は月曜日。許嫁いいなずけ候補が増えることになって初めての登校日である。

　一応、第二期組の子たちも六年一組の児童なので面識があるとはいえ、なんとなく緊張していた。朝の目覚めも早く、せっかくなのでいつもより早く登校した俺は、一いち之の瀬せ苺いちご先生の教員室に顔を出した。

「一之瀬先生、おはようございます」

「おお、六ろく浦うら！　おはよう、今日は早いんだなっ」

　いつも通りのジャージ姿で、相変わらず幼い顔つきの先生は俺を見て笑う。笑顔もまた小学生にしか見えないのだが、こう見えて立派な二十八歳の大人だ。

　俺が知っている中で最も外見が幼い大人──いわゆる『合法ロリ』だ。

　俺が許嫁いいなずけ候補の中から探しているのも同じ『合法ロリ』なので、同じ部類の人間である先生からは色々と学ばせてもらっていた。

「先生こそ早いですね。いつもお疲れ様です」

「ふふんっ、朝は教員室で飲むコーヒーが美お味いしいのだ……朝日を浴びながらコーヒーを嗜たしなむ先生って、本当に大人っぽくて素敵だと思う！　六ろく浦うらも飲んでいいぞっ」

　ほら、こうやって大人ぶるところが合法ロリの特徴である。そしてコーヒーと言いながらもミルクと砂糖をたっぷり入れるという幼さを垣かい間ま見みせるのも合法ロリの特性だ。

「ありがとうございます。いただきます」

　差し出されたのでコーヒーを受け取って、一口すすってみる。うん、甘い。先生はなかなかの幼児舌だった。

　先生を観察すると色々なことが勉強になる。本当にありがたかった。

「先生、少し話をしてもいいですか？」

　一いち之の瀬せ先生は実習先の教員ということで色々とお世話になっているが、試練についても協力をしてもらっていた。

　なので、今回許嫁候補が増えたことも、この場で説明しておこうと思ったのである。

「ふ、増えちゃったのか……六浦もたいへんだなぁ」

　事情を聞いて先生は俺の背中を優しくさすってくれた。

「夜や久く野の八や重え、あやのありす、黒くろ川かわ咲さき、田た中なか花はな子こ……うーん、先生から見ても特に不自然な一面はない気がするぞっ。合法ロリっぽい子は、先生には分からないな」

「やっぱりそうですよね……俺にもよく分かんないです」

　宗そう一いちさんに見初められて養子になっただけあって、彼女たちもやっぱり優秀なのだろう。俺から見ても、一之瀬先生から見ても、合法ロリかどうかは判断がつかなかった。

「ごめんな、六浦。あんまり役に立てなくて……でも、先生はいつでも六浦の力になってやるからなっ！　今回も第二期組の子たちと接触が多くなるように配慮するぞっ。頑張れ！」

　ともあれ、前回に続いて今回も先生は協力してくれると言ってくれた。

「はい、先生には負担をかけて申し訳ないですけど……よろしくお願いします」

　そんな先生に、俺は甘える。この人は試練のことを知っている唯一の頼れる存在だ。一之瀬先生が相談に乗ってくれるおかげで俺はとても救われている。

　一人で抱え込まずに先生が受け止めてくれるからこそ、俺はプレッシャーに負けないでいられるのだ。

　一之瀬先生は俺の目指す『立派な教師』である。いつかこの人みたいになれるように、試練を頑張っていくことを改めて決意するのだった。







「……やっぱり緊張するなぁ」

　頑張る決意はした。でもやっぱり緊張をしていた俺は、動きがどこかぎこちなかった。朝の時間も頃合いになったので一いち之の瀬せ先生の教員室から六年一組の教室に向かっているのだが、足がなんだか重い。

　第二期組の子たちとは顔見知りだったにもかかわらず、いきなり許嫁いいなずけ候補になったものだから、変に意識しているみたいだ。

　接し方は普段通りでいいのだろうか──などと迷っていたところで、後ろから誰かに飛びつかれた。

「りこー！　おっはー!!」

　甘くて華やかな匂いと高い体温が制服越しに伝わってくる。

「おわっ……や、八や重えちゃんか。おはよう」

　振り向いてみると、そこには俺の体に抱きついている夜や久く野の八重ちゃんがいた。

「ねぇねぇ、なんでぼんやりしてんの？　あ、もしかしてげつよーびだからゆーうつになってるんでしょ！　だったらやえがげんきわけてあげるっ」

　そう言って八重ちゃんは俺の体を強く抱きしめる。朝から、しかも教室の前で堂々とやるあたり、この子はとても大胆だ。

「げ、元気出た！　ありがとう八重ちゃん、だからもう大丈夫！」

　どうして小学校六年生ってこうも気軽にくっついてくるのだろう。思春期真っ盛りの高校生としては接触されると戸惑ってしまった。

　まぁ、本物の六年生かどうか分からないので、もしかしたらこれが演技の可能性もあるのだが……こういう一面を見せられるから、余計に合法ロリか判別できないのだ。

「にひひっ。やえ、しってる！　やえみたいにセクシーなこがくっついたら、おとこのこってげんきになるんでしょ!?」

　純粋な目でそんなこと言われて俺は戸惑ってしまった。八重ちゃんは『ロリコン』という単語を知っていたり、結構耳みみ年どし増まなタイプみたいである。たぶん、自分が言っている言葉の意味もあんまり理解できていない気がした……。

「そ、そろそろ教室に入ろっか……みんなの邪魔になるし」

「オッケー☆」

　ともあれ、彼女がびっくりさせたおかげか妙な緊張がなくなっていた。八重ちゃんも普段と変わりなく普段通りだし、変に意識している俺の方が間違っているのだろう。

　いつも通りを心がけて、第二期組の四人ともしっかり接していかないと。

「おはよー」

　教室に入って六年一組の児童たちに挨拶の言葉をかける。みんなは思い思いに挨拶を返してくれた。その中には第二期組の許嫁いいなずけ候補──ありすちゃん、咲さきちゃん、花はな子こちゃんもいた。

「利り孝こうくん、今日は早いね」

「……おはようございます」

「くっ、朝とはわらわにとって睡眠の時……だが、下僕が来たからには相手してやらないわけにもいくまい」

　三人は俺が来るまでお喋しやべりしていたみたいで、一カ所に固まっていた。八や重えちゃんも含めて四人は以前から仲良しだった記憶がある。その理由は四人が宗そう一いちさんの養子だからだったのだろうか。

「……あの子たちはまだか」

　ちなみに、教室には第一期組の許嫁候補はまだ登校していなかった。この子たちは俺の屋敷で生活しているのだが、登校はとてものんびりしている。

　ルナちゃんと[image: ]くず葉はちゃんの二人が朝を苦手としているので、俺も一緒に登校する時は彼女たちに合わせてゆっくり登校していた。

　今日は一いち之の瀬せ先生への報告も兼ねて早めに登校したので、まだ彼女たちが登校する時間にはなっていない。

「夜や久く野のさん、どうして利孝くんに抱きついてるんだい？」

　ありすちゃんが俺と八重ちゃんをジッと見てそんなことを聞いてきた。そうなのだ、まだ八重ちゃんはくっついたままである……恥ずかしいんだけど、八重ちゃんが離してくれないのだ。

「りこーがげつよーびだからゆーうつなんだって！　だからぎゅーってだきしめてやえのげんきわけてあげてるところ！」

「それは一理あるね。確かに人肌に触れると不安感が小さくなるっていう研究もある。人肌くらいの温度が人間にとっては最も安心感を覚えるらしいね。そういうわけなので……ぼ、ぼくもくっつく。手を握っていいかな？」

　ああ、始まった……六年一組では時折、こうやって連鎖が起きる。誰かが俺にくっつくと、なぜか分からないがみんなも俺に触ろうとしてくるのだ。

　徳とく田だ院いん学園の小等部は女子学校なので、男性の俺に興味があるのかもしれない。でもだからってスキンシップには慣れていないので、なるべく遠慮したいところである。

「いやいや、月曜日はむしろ元気いっぱいだし？　別に大丈夫だよ……って、咲ちゃん？　なんで無言で靴下脱いでるの？」

「わたくし、足の体温が高いので直接触れてもらおうかと」

「…………気持ちだけ受け取っておくよ」












「遠慮なさらず？」

「むしろ遠慮してくれると嬉うれしいかなって」

　ダメだ、咲さきちゃんは無表情なので何を考えてるか分からない。スキンシップはドキドキするので心臓に悪いんだって……。

「ふっ……咲よ、下僕は足を触りたいのではないと言いたいのだ。我が下僕は小学六年生の足でどうこうなるような人間ではない」

　と、ここで思わぬ方向から助けが入った。昨日から金髪赤眼になった田た中なか花はな子こちゃんが、咲ちゃんに俺が伝えられなかった意思を分かりやすく説明してくれたのである。

「そうだよ。花子ちゃんの言う通りだ」

「花子ではない。我が名はカミラ・カタレプシー！　偉大なる夜の支配者ぞ！」

「はぁ……では、どこを触れば利り孝こう様は喜ぶのですか？」

　未いまだにきょとんとする咲ちゃんに、花子ちゃんはかっこつけたポーズをとってこう断言した。

「下僕が触りたいのはな──胸だ。特にわらわの胸を下僕は触りたがっておる……人間がわらわに興奮するのは必然だからな！　仕方ない奴やつめ」

「違う！　そんなわけないから！」

　助けてくれたと思ったらまさかの騙だまし討ちだった。斜め上の発言だが咲ちゃんはどこか納得したようにコクコクと頷うなずいている。

「なるほど。勉強になります……利り孝こう様、触りますか？」

「じゃあ、やえのもさわっていーよ？　りこーならゆるしてあげるー！」

「利孝くんが元気になるのなら、ぼくも一肌脱ごうか？」

　そして他の三人も便乗してくるから、俺としては困惑させられてばかりだった。ともすれば第一期組の子たちよりも、アプローチの方向性が激しい気がする。

「ほ、本当に大丈夫。気持ちだけでも元気になった」

　とかなんとか言い逃れつつも、俺は一人の女の子について少し観察する必要性を感じていた。試練のことも理由にはあるが、それよりもその子の激変っぷりの理由を知りたいと思ったのだ。

　その子の名は、田た中なか花はな子こちゃん。彼女は昨日からどういうわけか自分をカミラ・カタレプシーと称し、まるで[image: ]くず葉はちゃんの持っていた抱き枕のキャラクターのように振る舞うようになった。

　先週までは普通の大人しくていい子だったのだ。少なくとも俺が小学生の胸を触りたがる人間だとは思わない子だったはずである。

　いったい彼女に何があったのか。合法ロリかどうかの判別も兼ねて、今日は花子ちゃんの様子を観察することにした。







　徳とく田だ院いん学園の小等部はあまり校風が厳しくない。制服さえ着ていれば髪の毛を染めていようと大して指導されることはなく、各々それぞれの判断に任せるというスタイルだ。

　なので、花子ちゃんに関しても一いち之の瀬せ先生からは特に注意などはなかった。ただ、出席確認の時に「不良になったのか!?」とびっくりしていたけど、花子ちゃんが違うと言った後は「なら大丈夫だな」と言うだけだった。

　クラスメイトの子たちも花子ちゃんの変身にはかなり好意的で、金色の髪の毛を触ったりしてきゃーきゃー言っていた。カミラちゃんみたいになった花子ちゃんは六年一組の教室で受け入れられつつある。

　だが、花子ちゃんと仲が良い彼女は、容赦なくこう言った。

「花子。お主、なんでいきなり発病してるのじゃ？　痛々しいのじゃが」

　この言葉を発言したのは[image: ]つじ[image: ]葉ちゃん。田中花子ちゃんとは以前から遠慮のない関係だったみたいで、二人でよく話していた覚えがある。

「い、痛々しくなどない！　わらわは覚醒したのだっ。そなたのような愚かな生物には理解できないだろうな」

「その言い回しはカミラたんのつもりじゃな？　たわけ……まったくなっておらん」

　ちなみに今は授業中である。教科は国語で、簡単な読書感想文を書くことになっているのだが、一いち之の瀬せ先生が議論を自由にしているのでこうしてわいわい騒いでいたのだ。

　一之瀬先生は、児童たちに楽しく課題に取り組んでほしいらしく、たびたびこうやっておしゃべりしていいと許可を出す。そのおかげか教室の雰囲気はいつも良かった。

　そんな賑にぎやかな教室で、[image: ]くず葉はちゃんと花はな子こちゃんは一つの机を共有しながら言葉を交わしている。

「カミラたんは常にパンチラして男を誘惑する魔性の吸血鬼じゃ！　なりきるならお主もそれくらいしてみせろ！」

「あ、ちょ、やめっ……[image: ]葉！　パンツまでは流石さすがに恥ずかしいから無理だよっ」

　昨日は俺にパンツを見せようとしていた記憶があるのだが、花子ちゃんは[image: ]葉ちゃんの前では少し素を見せていた。

　そうなのだ。花子ちゃんはパンツを平気で見せるような女の子ではなかったのである。

「元とはいえ、カミラたんはわらわの嫁じゃった……生半可なごっこ遊びは許さん。見た目は中々似ておるから、精神面をもっとエッチにするのじゃ。カミラたんは自分に男が発情するのは当然と思っておる。いわゆる『ちじょ』じゃからのう」

「……や、やっぱりそうだよね？　私も頑張ってそれっぽくしようとしてるんだけど、なんか恥ずかしいっていうか」












「阿あ呆ほうが！　恥ずかしさなど捨てるのじゃっ。カミラたんになりきるのなら、服など邪魔と言い切るくらいの気概は見せても良かろうものを」

　[image: ]くず葉はちゃんは以前、学校にカミラちゃんの抱き枕を持ってくるくらい入れ込んでいた。まぁ、その抱き枕はもう彼女の手元にはなく、俺の部屋にあるのだが。

　ともあれ、[image: ]葉ちゃんはカミラちゃんになりきっている花はな子こちゃんに色々と言いたいことがあるらしい。仲が良いこともあって遠慮なく色々言っていた。

「まず、座り方！　カミラたんは右足を上に組むのに、お主はどうして普通に座っておる？　あと、スカートの丈！　五センチは短くするのじゃっ」

「これ以上短くしたらパンツ見えちゃうの！」

「見せろ！　それができなくてカミラたんを名乗るとは、片腹痛いのじゃ」

　好き勝手言ってるなぁ……さすが[image: ]葉ちゃんだ。学校に常に抱き枕を持って来ていただけあってキャラクターへの愛がすごい。

「それ、やっぱりカミラちゃんのつもりだったんだ」

　せっかくなので俺も会話に交ざることにした。話題も俺が気になっていた内容なので、ちょうど良いタイミングだと思ったのである。

「ろ、六ろく浦うらさん!?　別にカミラちゃんの真ま似ねとかではありませんから！　私は、その……あれですっ。実は第二の人格がありまして！」

　俺が二人の話を聞いていたことを察したのか、花子ちゃんは慌てていた。カミラちゃんのなりきりも忘れるくらい動揺しているみたいだ。なんだか俺に知られてはならないことがあるみたいである。

「そうだったよね、[image: ]葉！　私、たまにこんな感じで発病しちゃう子だったよね!?」

　少し涙目になって[image: ]葉ちゃんに助けを求めていたが、一方の[image: ]葉ちゃんはニヤニヤ笑いながら首を横に振った。

「はて、どうじゃったかのう？　儂わしの知る花子は金髪に染めるような度胸はないし、カラーコンタクトを入れる勇気もなかったし、ましてやスカートをここまで短くするようなタイプではなかったと思うのじゃが」

「ばかー！　[image: ]葉のばかっ！」

　容赦ない[image: ]葉ちゃんを花子ちゃんはポカポカ叩たたく。このやり取りを見ただけでも二人が仲良しなのは理解できるだろう。二人ともまったく遠慮がなかった。

「まぁまぁ……俺は別に、恥ずかしがるようなことじゃないと思うよ？　前も良かったけど、今の姿も似合ってるし」

　仲裁のために言葉をかける。そうすると、花子ちゃんはゆでだこみたいに顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

「そ、それは……反則です」

「くくっ……聞いてるわしまで恥ずかしくなるのう。相変わらず『幼女たらし』じゃな」

　つられるように[image: ]くず葉はちゃんも顔を赤くしていた。うん、今のは俺も、言った後でなんか口説いてるみたいだなって思った。次から気を付けます。

「花はな子こ、良かったのう。お主の思惑通り、利り孝こうが気に入っておるのじゃ」

「わっ、ダメ！　[image: ]葉、それ以上は……だめぇ」

「たわけ。お主が直接言葉にできないから、わしが代わりに言ってやるのじゃ。こういうのは黙っていても伝わらないのじゃぞ」

　それから[image: ]葉ちゃんはどこか優しげな表情で、こんなことを教えてくれた。

「利孝、お主は前に『カミラたんは俺の嫁！』と言ったじゃろう？」

「……い、一応」

　以前、学園長室でじいさんに同じようなことを宣言したことがある。それは方便というか、言い逃れるための言い訳みたいなものだったのだが、言ったことは事実だ。

「じゃから花子は『カミラたん』になりきっておるのじゃよ。利孝が嫁と言い放ったカミラたんと同じ容姿になって、意識してもらおうとしているのじゃ。つまり、利孝の好みのタイプになろうとしていたのじゃ」

　──言われて、俺は目を丸くした。

　そういえば彼女が激変したのは、昨日からだ。つまり、俺の許嫁いいなずけ候補になった時から、彼女はカミラちゃんのなりきりをするようになった。

　その理由は……俺の好みのタイプになろうとしていたから。

「花子は卑屈じゃからな。名前が普通なことも気にしてるし、自分の顔にも自信がないのじゃろう？　どうせこんな自分は好きになってくれるはずないとか思っておるのじゃろう？　阿あ呆ほうが、利孝はそんなの気にしないというのに」

　[image: ]葉ちゃんは花子ちゃんの親友だ。だから遠慮はないし、そして誰よりも花子ちゃんのことを理解している。彼女の心情も、そしてそれを素直に言い出せないということも織り込み済みで、あえて発言しているのだと感じた。

「そういうわけじゃから、利孝……花子は別に中二病を発症したわけではないのじゃ。勘違いはやめるのじゃぞ？　全部、お主のためじゃからな」

　もしかしたらこれは、[image: ]葉ちゃんなりの『応援』なのかもしれない。花子ちゃんの努力を無駄にしないために、俺に言い聞かせているのだろうか。

　本当にこの子は、とてもいい子である。

「そっか……そうだったんだ」

　ふと花子ちゃんの表情を見ると、彼女はほっぺたに手を当ててあわあわしていた。

「あ、あうぅ」

　先程の発言を否定しないので、[image: ]葉ちゃんの推測はだいたい当たっていたのだろう。

「まったく、仕方ないやつじゃ」

「くずはぁ……もーっ、六ろく浦うらさんに恥ずかしいこと言わないでよぉ」

　やれやれと首を振る[image: ]くず葉はちゃんと、顔を真っ赤にする花はな子こちゃん。そんな二人の純粋さを見ると、胸が温かくなった。

「ありがとう。その気持ち、とっても嬉うれしい」

　素直な思いを言葉にする。試練のことなど関係なく、花子ちゃんの好意を嬉しく思った。

「俺のためだったんだ……うん、似合ってていいと思う。でも、前の花子ちゃんも、やっぱり魅力的だったと思うよ」

　とはいえ、前の黒髪で三つ編みな花子ちゃんが嫌いだったわけではない。そのあたりも知ってほしくて、しっかりと言葉にしておいた。

「[image: ]葉ちゃんも、やっぱり君は優しくていい子だね」

　加えて、[image: ]葉ちゃんの意図も理解できていると伝えておく。

　そうすると、二人は愕がく然ぜんとしたようにポカンとした表情で俺を見つめた。

「……さ、さすがじゃな。二人同時に口説くとは、なかなかできることではないのじゃ」

「ど、ドキドキしすぎて死にそう……六浦さんはとてもちゃらいです」

「ちょっと待って！　そういうつもりで言ったわけじゃないからね!?」

　口説いてるつもりでも、ちゃらついてるわけでもなかったのに……やっぱり今後は発言に気を付けたいなと思いました。

「タイムです！　ちょっと心が乱れたので、六浦さんはあっち行ってください！　瞑めい想そうしてカミラちゃんになりきるので」

「分かるぞ、花子……利り孝こうが近くにいたらドキドキするからのう」

「そ、そう？　分かった、邪魔してごめんね？」

　なんだかお邪魔みたいだったので、言われた通りに少し離れることにした。

　会話してみて、色々と分かったことがる。

　花子ちゃんが激変した理由もそうだが、彼女は[image: ]葉ちゃんに似てとても純粋だとも感じた。そこが子供っぽいと言えば、子供っぽい。

　仮に花子ちゃんが合法ロリなのだとしたら、自分を『カミラちゃん』と偽る必要性はないと思う。というか、本物ロリに偽装している状態でカミラちゃんになりきるのは、少し過剰な気がした。

　現状、花子ちゃんは合法ロリらしくないというのが率直な感想である。ただ、第一期組の子たちと同様に、ここで安易に判断するつもりはなかった。

　彼女は宗そう一いちさんに見初められて養子になった子である。きっと普通の女の子じゃない。慎重に見極めなければならないだろう。

　とはいえ、合法ロリの可能性としては低いと判断できた。なので他の許嫁いいなずけ候補たちの様子も観察しておくことに。

「せっかく一いち之の瀬せ先生にも協力してもらっていることだしなぁ」

　今回、国語の授業で『読書感想文』が課題として出されているわけだが、感想文を書くにあたって一之瀬先生はとある本を指定した。

　タイトルは『小しよう恋れん歌か』という。作者の名前は『さくらいつき』。

　実はこの本、昨年度に直木賞を受賞した史上初めての『ライトノベル』である。読みやすくて分かりやすい文章は幅広い世代に受け入れられているようで、とても人気のある作品だ。小学生の課題として提示するのも理解できる選択である。

　だが、一之瀬先生がこれをわざわざ読書感想文の課題として選んだのは、俺の試練に対する協力ということもあった。

　小恋歌は『見た目が小学生の女の子と男子高校生の恋愛物語』である。そう、つまりは合法ロリが主人公の小説だった。

　合法ロリである主人公の心情描写が巧みなことで評価されており、自分の幼い見た目にコンプレックスを抱きながらも、好きな人である男子高校生に振り向いてもらおうと懸命にアピールする作品だ。

　ちなみに、この本のイラストを担当しているのは『クズ』というイラストレーターさん……即すなわち、[image: ]つじ[image: ]くず葉はちゃんである。パンチラに命を懸けていることで知られるクズ先生だが、その絵柄は一般の人にも受けが良い。

　俺もこの本は好きで愛読していた。物語が単純に面白いというのもそうだが、何よりメインヒロインが『合法ロリ』なので、試練の勉強も兼ねている。

　まるでこの本の作者が本物の合法ロリではないかと思うくらいに、メインヒロインの言動や思想が『合法ロリ』っぽいのだ。

　加えて、主人公の生真面目な性格はどこか俺と似ているような気がして、とても共感性が高い。まるで自分のことのように感じてしまうことがあるのだ。まぁ、ここまで俺はかっこいいわけではないけど。

　このような作品について、六年一組の児童たちは感想文を書いている。先週末、金曜日に宿題として『本を読んでくること』と言われていたので、みんなしっかりと読んできているだろう。

　もちろん、許嫁いいなずけ候補の彼女たちだってそうだ。

　自称十六歳の合法ロリだと言い張る俺の許嫁候補たちは、合法ロリが主人公の作品を読んでいったいどのような反応をするのか。

　もしかしたら何かしら目立ったリアクションがあるかもしれないと、一之瀬先生からアドバイスをいただいたのである。

「みんなの様子を見てみるかな」

　そういうわけで、早速許嫁いいなずけ候補の様子を観察してみることに。

「みるくちゃん、八や重えちゃん、感想文は進んでる？」

　まずは教室でも一際賑にぎやかな二人に話しかけてみる。

「お兄ちゃん！　課題はもう終わったよっ」

「やえもおわったー！　みるくっち、イェーイ☆」

「イェーイ☆　お兄ちゃんも、イェーイ！」

　テンションの高い二人がハイタッチを交わす。賑やかなのはもう課題が終わったからだったみたいである。

「うん、イェーイ。お疲れ様。この本はどんな感じだった？」

　感想を聞いてみると、二人は満面の笑顔でこう言った。

「まるでわたしが主人公みたいだなって思いました！　見た目幼いけど十六歳な主人公ちゃんに共感しちゃった♪」

「やえもそんなかんじー！」

　……なるほど、俺に悟らせるつもりはまったくないようだ。みるくちゃんはあざとい笑顔で俺の発言を鮮やかにかわしている。さすがだ。

　一方の八重ちゃんは、みるくちゃんに便乗しているだけで何も考えないように見える。でもみるくちゃんが隣にいる以上、これ以上の言及は無意味だと思った。俺より何枚も上手のみるくちゃんにカバーされてはどうしようもない。

「そっか。進んでるなら何よりだよ。他のみんなの様子も見てくるね」

「はーい、お兄ちゃんがんばれっ」

「ファイトだよ、りこー！」

　この二人については有意義な情報を得られなかったが、すぐに切り替えて今度は別の許嫁候補に声をかける。

「ルナちゃん、咲さきちゃん、課題は進んでる？」

　こちらは少し独特な雰囲気を醸し出す二人だった。みるくちゃんと八重ちゃんのペアとは違って静かな二人は、難しい顔をして原稿用紙とにらめっこしている。

「せんせぇ。ルナにはむずかしーです」

「……わたくしも、自分の言葉を文章にするのは苦手です」

　どうやら二人は苦戦しているみたいだ。

「ただ思ったことを書けばいいよ。たとえば『ここの場面が好き』とか、『ドキドキした』とか、そういうので大丈夫」

　一応、課題としては原稿用紙一枚程度なので、分量としてはそれほど多いというわけじゃない。ただ読んだ感想を羅列していればすぐにでも終わるだろう。

「んっ。じゃあ……ルナ、あたまなでなでされるところがすき。それを、かく」

「なるほど……でしたら、わたくしはお料理をしているシーンが好きなので、そちらを書きます」

　アドバイスを聞いて、二人は表情を和らげた。悩んでいたみたいなので助けになれたのは嬉うれしいのだが、ピックアップしたシーンが独特でちょっと判断に困る。

　二人とも表情の変化があまり大きくないので、何を考えているのか分かりにくい一面があった。これは、あんまり参考になりそうにないなぁ。

「さっちゃん？　あとでルナのかんそーぶん、よんで？」

「はい。もちろん……ルナ様も、わたくしのを後でチェックお願いします」

　独特なテンポで会話を交わす二人。がんばれと心の中で応援しつつ、この場を離れることにする。

　ルナちゃんと咲さきちゃんについても、あまり有用な情報はなかった。

　そして今度は、感想文の課題に何な故ぜかコンパスや定規を使用している梨り恵えちゃんとありすちゃんのところに向かった。

　この二人については聞く前から結果は分かっている。

「こらっ。梨恵ちゃん、原稿用紙で○×ゲームするのはダメだよ。それと、ありすちゃん、文章を書くところになんで数式書いてるの？」

　早速注意すると、二人は半笑いを浮かべて肩をすくめた。

「りっくん、この私にまともな文章が書けると思ってるのかしら」

「利り孝こうくん、ダメだ……ぼくの感想は数式で表せない」

　最初から諦めている梨恵ちゃん。図式なども利用しながら感想文を数式で表そうと試みるありすちゃん。この二人はダメダメだった。

「苦手なのは仕方ないけど、せめてがんばってみよう？」

　実際、ルナちゃんは文章を読むのが得意じゃないが、感想文をこなそうと一生懸命だった。しかし梨恵ちゃんは最初から匙さじを投げてるし、ありすちゃんは迷走している。

　そう、この二人は国語が大の苦手だ。感想文の課題そのものがこなせていない状況なので、合法ロリかどうかリアクションを見て判別するのは不可能だった。

「りっくん、ありがとう……こんな私を見捨てずに、更生しようとしてくれるなんて、とっても嬉しいわ」

「そうだね。入いり江えさんを見捨てないなんて、利孝くんは聖人か何かかな？」

「あら、安心して？　りっくんはあなたも見捨てたりしないもの……今は国語の時間よ？　算数じゃないのに、ありすさんは頭が悪いのかしら」

「あはっ。この天才科学者であるぼくの頭が悪いわけないじゃないか。入江さんは面白い冗談言うね」

「けんかしない」

　二人の頭に手を置いて仲裁する。体育会系の梨り恵えちゃんと明らかな理系であるありすちゃんは水と油みたいな関係で、こうやって言い合いをするような関係だ。

　まぁ、お互いにそんなところを嫌い合ってはいないらしく、よく一緒にいるので仲が悪いわけじゃないだろうけど、不思議な感じである。

「感想文だから、思ったことを素直に書けば大丈夫だよ。梨恵ちゃん、ありすちゃん、この本を読んでどんなことを思った？」

「主人公の顔が素敵だったわ。りっくんに似てるもの」

「そうだね。そこは同意かな」

「とりあえず二人ともイラストしか見てないのは分かった……後で一緒に読んであげるから、今はとにかくそういう感想でもいいから書こう」

　まぁ、読めなかったのは仕方ない。この週末も梨恵ちゃんは野球があったし、ありすちゃんも忙しかったのだろう。

　そういうわけなので、一緒にがんばろうと促してみる。

「りっくんが一緒なら喜んでやるわ」

「や、やった……ぜひとも、お願いしようかなっ」

　二人とも素直な子なので元気良く頷うなずいてくれた。こういうところもあるので、この子たちの面倒を見るのは好きである。

「じゃあ、一緒に頑張ろう」

　と、こんな感じで六人の許嫁いいなずけ候補を観察してみたのだが、やっぱり核心に迫れるような情報を得ることはできなかった。

　少し期待していたけどこればっかりはしょうがない。残りは[image: ]くず葉はちゃんと花はな子こちゃんなのだが、[image: ]葉ちゃんについては作品のイラストレーターさんなので大したリアクションは見せないだろう。

　なので、花子ちゃんの感想を聞いてみるために、再び俺は二人のところに戻った。

「そろそろ落ち着いた？　感想文の進み具合とか聞きたいんだけど」

　驚かせないようにゆっくり話しかける。さっきは少し動揺していたみたいだが、二人とも今はすっかりいつもの様子に戻っていた。

「うむ、落ち着いたのじゃ。感想文の方も問題なく終わっておる」

「ふっ……わらわにとって、この程度の文章は造作もないこと。心配は無用ぞ」

　花子ちゃんもカミラちゃんモードになっている。俺も少しずつ慣れてきたので、あまり違和感を覚えることはなくなりつつあった。

「それで、どうだった？　この本、とっても面白いよね。[image: ]葉ちゃんの絵もかわいいし、俺が読んできた中でも一番すごい作品だと思う」

　感想文も終わっているとのことなので、少し語り合いたいと思った。[image: ]葉ちゃんはイラストレーターだし、裏話みたいなのを聞かせてくれるかなと若干期待している。

　試練のことを抜きにしても、個人的にこの本は大好きだ。前の三人とはあまり深い話ができなかったことだし……きっと花はな子こちゃんは真面目なのでしっかり読んでいるはず。加えて、彼女は国語が得意だと一いち之の瀬せ先生から聞いていた。

　できれば色々と意見を交わしたかったのだが……俺の言葉に、花子ちゃんの様子が激変した。

「ぬ、ぬぁぁ……」

　へなへなと体勢を崩した彼女は、そのまま隣の[image: ]くず葉はちゃんにもたれかかる。いきなりどうしたのだろう？

「ど、どうかした？」

「下僕……そなた、この書物を読んだことがあるのか？」

「うん、続刊も全部買って何回か読み返したこともあるけど」

「ぐぉお……わらわ、死んだ。もう六ろく浦うらさんの顔見れないよぉ」

　せっかくカミラちゃんになったのに、また花子ちゃんに戻っていた。顔を手で覆って首をブンブン振っている。え、なんで？

「俺、何か変なこと言っちゃった？」

　隣で苦笑する[image: ]葉ちゃんに問いかけてみる。[image: ]葉ちゃんは花子ちゃんを励ますように彼女の肩をバシバシ叩たたいていた。

「別に利り孝こうは悪くないのじゃ。まったく……相変わらず度胸がないのう。はっきりと言えば良いじゃろうが。この小説に書かれているのは『利孝と自分の妄想物語』だって、堂々とすれば良いものを」

「ふんぎゃぁあああ！　や、やめてっ……[image: ]葉、これ以上はやめてぇ」

　あれ？　どういうことなのだろう？

「妄想物語って……何の話？」

「そのまんまの意味じゃ。この『小しよう恋れん歌か』という本はな、もともとは作者である『さくらいつき』がノートに自己満足で書いていた妄想小説じゃ。つまり、花子の黒歴史とも言えるのう」

　さらりと[image: ]葉ちゃんが言ったセリフに、俺はかなり驚いていた。

「はぁ!?　花子ちゃんの書いてた小説ってことは……『さくらいつき』の正体は、田た中なか花子ちゃんってことになるの!?」

　確かにさくらいつきは年齢や容姿などの詳細が不詳の覆面作家だったけど……まさか花子ちゃんがさくらいつきだとは思わなかった。

「うむ。じゃから花子は、主人公のモデルである利孝に読まれたと知って悶もん絶ぜつしておるのじゃ」

「いや、そんなに恥ずかしがることないよ！　純粋にすごいと思う……」

　俺がモデルということに若干の恥ずかしさはあるが、だからといってこの小説が面白いことには変わりない。ましてや直木賞受賞という実績まで残しているのだから、恥ずかしがるより誇るべきだと思った。

「……ろ、六ろく浦うらさんは、ドン引きしてませんか？　その、最初は出版するつもりなんてなかったんです。でも、知らない間に義ち父ちが勝手に書籍化してて……気付いた時にはもう、後戻りできなくなってたんです」

　彼女の義父とは宗そう一いちさんのことである。なるほど……あの人は花はな子こちゃんの才能を見抜いていたのだろう。だから彼女を養子にしたみたいだ。

「ドン引きなんて、するわけない。むしろ、そんなこと気にせずに堂々としてほしいかな。さくらいつき先生の小説、大好きです。クズ先生と一緒にこれからもがんばってください。楽しみに待ってます」

　作者のファンとして、思わず応援の言葉を口にする。感極まって彼女の手を握ってしまったが、花子ちゃんは嫌がる様子は見せなかった。

　ただ、恥ずかしそうにではあるが……少し嬉うれしそうに、唇をもにょもにょさせていた。

「えへへっ……そう言われると、なんだか照れます。こうやって趣味で小説を書くようになったのは、実は六浦さんが褒めてくれたからなんです。記憶がなくなっている時だけど、やっぱり六浦さんは私の物語を褒めてくれるんだ……[image: ]くず葉はの言った通りだね」

「うむ。利り孝こうはかっこいいのじゃ。お主の黒歴史が好意であることくらい理解しておるし、それを嫌がるわけがない。もっと胸を張って良いのじゃぞ？」

　……どうやら、[image: ]葉ちゃんの時と同じように、この子が小説を書き始めたのも俺が関わっていたらしい。過去に花子ちゃんの小説を褒めたことがあるらしく、それがきっかけで今は直木賞の受賞作家にまでなったようだ。

「ふっ……そういうことだから、感想文なんぞ楽勝だったのだ！　下僕よ、わらわをもっと讃たたえよ。さすれば、そなたにはわらわの胸を触る権利をやろう。な、なんなら、嫁に選んでくれたら血の契約を交わしても良いぞ？」

　褒めたことで調子に乗ったのか、花子ちゃんはカミラちゃんになりきって恥ずかしいセリフを堂々と言い放つ。もちろんそれは丁重に断っておいた。

「じゃあ、色々と制作秘話とか聞いてもいい？」

　それからは彼女から色々な話を聞かせてもらった。パンチラのシーンは[image: ]葉ちゃんが要望したものだったとか、主人公のイラストは俺をモデルに書かれた──など、そんな話を授業が終わるまで楽しませてもらった。

「ありがとう。たくさん話が聞けて嬉しかった」

　授業が終わったので彼女たちとの話はここで終わりとなったが、俺はまだ熱が冷めていなかった。さくらいつき先生とクズ先生のファンとしては、至福のひと時だった。

　だから、重要なことに気付くのがとても遅れてしまったのである。

「…………あ」

　ふと、思う。『小しよう恋れん歌か』という小説は、合法ロリである主人公の心情描写が巧みなことで評価された作品である。

　まるで、作者が──合法ロリかのような文章が羅列されているのだ。

「つまり……花はな子こちゃんが、合法ロリ？」

　その可能性は否定できない。いや、あの小説だけを見るなら、合法ロリだと自称されても納得できるような内容だ。

　しかしながら、彼女の中身はとても純粋で子供っぽい。あの様子を見ているので、花子ちゃんが合法ロリだと断ずることが俺にはできなかった。

「うーん……分かんないなぁ」

　……ほら、やっぱり試練はそう簡単じゃなかった。こういう二面性を見せられては、本物ロリか合法ロリか判別するのは不可能である。

　そういうわけで、花子ちゃんの判断も『保留』にした。

　今回は制限時間がかけられているわけではないので、焦る必要はないだろう。じっくりと第二期組の許嫁いいなずけ候補とも交流を深めていこうと思った──。





[image: ]







　学校では新たに許嫁候補となった第二期組の中から合法ロリを探そうとしたが、初日は芳かんばしい成果が得られなかった。

　田た中なか花子ちゃん──自称カミラちゃんが合法ロリかどうかの判断は保留となっている。明日からはまた、第二期組の中から別の子を観察してみようと考えていた。

　とはいえ、第一期組の許嫁候補の中から合法ロリを探すことが中止になったわけではない。もちろん彼女たちの中からの合法ロリ探しは継続していた。

　前のように制限時間がないため慌ててはいないのだが、彼女たちのことをより深く理解するために、なるべく多くの時間を一緒にいられるようにしている。

　しかし、今週に入ってからは学校で第二期組の子たちと接する機会が増えたため、第一期組の子たちと会話する時間が少しだけ減っていた。

　そのせいか、家の中でみんなはいつも以上に俺に接触してきた。

「お兄ちゃん、暇だよね？　わたしが遊んであげる！　一緒にゲームしよっ」

「んっ。ルナは、せんせぇのおふとんでゆっくりします」

「わしは利り孝こうと一緒にいてもドキドキしすぎないための訓練に来たのじゃ」

「私は運動して疲れてるから、りっくんで癒いやされに来たわ」

　月曜日の夜。ゆっくりとくつろいでいると、部屋に四人がやって来た。みんな俺の部屋に居座る気満々である。

「どうぞ、ゆっくりしていって」

　俺の部屋は既に彼女たちの遊び場状態だ。みんなが部屋に訪れるのはいつものことなので、もちろん拒絶することはない。

　ただ、先日までみんな一斉に来るということはほとんどなかった。たぶん、学校で四人と接する機会が少なかったせいだろう。少し寂さみしがっているのかもしれない。

　俺自身も若干の寂しさは感じていたので、彼女たちの到来はむしろ歓迎していた。

「やったー！　じゃあ、テレビ借りるねっ。イカトゥーンしよ！」

「ん……せんせぇのまくら、ルナはだいすきです」

「利孝、膝に座っても良いか？　接触する練習じゃ」

「私はりっくんの体を好きに触るけれど、あまり気にしないでいいわ」

　部屋に招き入れると、みんな楽しそうに笑って俺にくっついてくる。

「オッケー、一緒に遊ぼっか」

　そういうわけで、寝るまでの時間を彼女たちと一緒に過ごした。

　みるくちゃんとは一緒にシューティングゲームをして遊んだ。ルナちゃんは俺の布団でうさぎのぬいぐるみと一緒にぬくぬくしていた。[image: ]くず葉はちゃんは俺の膝に座って、もじもじしながらゲームを観戦していた。梨り恵えちゃんは後ろから俺の洋服に手を突っ込んで自由に触っていた。

　だいたい二時間くらいだろうか。それくらいするともう夜も遅くなってきたので、みんなうとうとして微睡まどろみ始めた。

「そのまま布団で寝てもいいよ。俺は別の部屋で寝るから」

　四人では少し狭いかもしれないが、そうすすめてみる。しかし四人とも俺を離そうとしなかった。

「やっ……ルナ、せんせぇといっしょがいい」

「わたしも……お兄ちゃんの近くがいい」

「……もう少し、ダメかのう？」

「りっくん、ダメよ。わたしたち、寂しいのよ？」

　眠そうだが、まだまだ物足りなかったみたいだ。そんな感じで行ってほしくなさそうな目で見られては、出て行くことなんてできないわけで。

「あはは……じゃあ、今日だけね？」












　結局俺は、彼女たちと一緒に寝ることになった。

「みんな、しっかり眠るんだよ？　おやすみなさい」

「「「「おやすみなさい」」」」

　四人は俺にくっつくように抱きついて、そのまま目を閉じる。少しすると安らかな寝息が聞こえるようになってきた。

　そういえば、前は保健室でこんな風ふうにみんなと一緒に寝た。あの時からずっと誰が合法ロリか探しているのだが、今もまだその判別はできていない。

「…………」

　俺はまだ目が冴さえているので、音量を小さくしたテレビを眺めながらぼんやりと彼女たちについて思考を巡らせていた。

　日常生活を見る限り、この子たちは本当の小学生にしか見えなかった。さっきも、俺と夢中で遊ぶ姿は同級生とは思えなかったのである。

　かわいい寝顔だって子供そのものだ。こんな愛らしい外見なのに、そのくせみんな天才というか、子供離れしている部分があるんだよなぁ……人は見かけによらないとはよく言ったものである。

　そしてそれは、第二期組の許嫁いいなずけ候補もそうだ。花はな子こちゃんは小説家だったし……他の三人も、何かしらの才能を秘めているだろう。これは予測ではない、確信だ。

　なぜなら、彼女たちは宗そう一いちさんの『養子』だからである。あの実利主義の宗一さんが、コストがかかると分かっている上で養子にしているのだから、絶対に只ただ者ものじゃないのだ。

　しかもそのうちの一人については、俺でも知っている有名人である。

「お……ありすちゃんだ」

　ふと、テレビのニュースに見知った顔が移った。理知的な顔つきの少女の名前は、あやのありすという。

　現代のアインシュタインと世間から騒がれる、天才発明家。小学校に通いながらも発明家としての二足のわらじを履く、謎の多い少女でもある。将来はノーベル賞も確実と言われているほどの子だった。ニュースでも度々特集が組まれているので、今日は偶然それを見ることができたみたいだ。

　宗そう一いちさんが養子にしているだけあってやっぱり彼女は天才なのだ。他の二人──八や重えちゃんと咲さきちゃんについてはまだしっかりと把握できていないが、ありすちゃんは少しだけ情報がある状態である。

　だから、明日はありすちゃんを観察してみよう。

「……みんなの思いに応えられるように、頑張るよ」

　幸せそうに眠るみんなにそう言って、俺も眠ることにした。

　テレビを消して、目を閉じる。明日も頑張れと、自分自身に言い聞かせながら──。







　火曜日。理科の時間に、六年一組は理科室で実験を行うことになっていた。

「今日はみんなに『燃焼』の実験を行ってもらうぞっ。手順通りにして、ろうそくの火が燃える様子を観察するのだ。その結果をレポート用紙に記入するように」

「「「「「はーい！」」」」」

　一いち之の瀬せ先生の声に、児童たちは元気な声で返事をする。

「火を使うから、絶対に危ない真ま似ねはしないように……分からないこととか、何かトラブルがあったら、先生か六ろく浦うらにすぐ教えるんだぞ？　じゃあ、実験開始！」

　その言葉を合図に実験が始まる。二人一組に分かれた六年一組の児童たちはわくわくした様子で準備に取りかかった。

『ろうそくの燃焼』

　この実験の手順は簡単だ、粘土の上にろうそくを立てて、その上から更にふたと底がない集気びんをかぶせる。そしてびんの中にあるろうそくの炎が燃える様子を確認するという実験だ。

　その際、ふたを閉めて密封したり、あるいは底の粘土の一部を切り取って空気が入るようにすることで、炎の状態が変わるのだ。

　密封したら炎はすぐに消える。逆に空気を通すようにすれば炎はずっと燃え続ける。びん内の酸素や二酸化炭素の状態を確認するのにもってこいだ。

「すごーい！　いっぱいもえてるーっ！」

「あ、粘土の底を切ってもふたしてたら炎が消えたっ。おもしろーい！」

　やっぱり炎を扱うという実験は小学生に受けがいいみたいだ。ペアを組んでいる八や重えちゃんとみるくちゃんが楽しそうにはしゃいでいる。

「ああ、炎が消えるのじゃ……わしの人生のように」

「ふっ。人生とは儚はかなきものぞ……」

　[image: ]くず葉はちゃん花はな子こちゃんはなぜか知らないが炎を見て遠い目をしていた。たぶん雰囲気で会話しているだけで深い意味はないだろうからそっとしておこう。

「さっちゃん。ルナね、きのーはせんせぇのおふとんでねました」

「……羨ましいです。どんな匂いがしましたか？」

「んー……せんせぇは、おちつくにおい？」

　ルナちゃんと咲さきちゃんは相変わらずのマイペースっぷりだ。準備もゆっくりで未いまだに炎すら灯ともしていない。まぁ、急がなくてもいいので問題はないだろう。

　あと、俺が聞いててなんだか恥ずかしそうな話もしているので、この場はそっと離れた。

　そして俺は、彼女たちのところへと向かう。

「ねぇ、入いり江えさん？　なんでろうそくを二本にしているんだい？」

「ふふっ、おバカね。ありすさんは知らないの？　１＋１＝２よ」

「……哀れだね。だからって燃える時間が長くなるわけないじゃないか」

「まさか算数もできないなんて……ありすさん、私が算数を教えてあげましょうか？」

「この天才発明家であるぼくにそんなことが言えるのは世界でも君だけだろうね」

「いやだわ。照れちゃうから褒めるのはやめて」

「ほめてないよ。まったく……炎の燃焼には酸素が必要って前に習っただろう？　これじゃあ、びん内の酸素が二倍も消費されて逆に燃える時間は短くなるさ」

「……？　ごめんなさい、日本語でしゃべってくれるかしら」

　こちらのペアは相変わらず水と油で、二人は議論を白熱させている。

「梨り恵えちゃん、ありすちゃん、実験はどんな感じ？」

　声をかけると、二人は同時に俺の方を見て首を横に振った。

「りっくん。ありすさんに算数を教えてあげて？　彼女、足し算が分からないらしいの」

「利り孝こうくん……入江さんに論理が通じないんだけど、どうしたらいい？」

　まぁ、正否で判断するならありすちゃんが圧倒的に正しい。でも梨恵ちゃんは直感的に生きているので、いくら論理が正しくても彼女を説得するのは難しいだろう。

　梨恵ちゃんは結構、人の話を聞かないところがある。家でも俺が隙を見せているとおしりとか触ってくるし……セクハラって言っても『さわりたかったの』とかなんとか。

　直情的に生きているタイプの人間なのだ。

「まぁ、色々な手法で試みるのが実験の目的だからね。たくさんの考察があっていいと思うよ。結果は、実験してみれば分かるから」

　言い争っているとはいえ、議論は悪いことじゃない。むしろ良いことだ。結果を見たら梨り恵えちゃんにとっても勉強になるだろう。

「むぅ……利り孝こうくんがそう言うなら、しょうがない。入いり江えさんにぼくが正しかったことを証明してあげよう」

「りっくんがそう言うのなら仕方ないわ。とりあえず実験してみましょうか」

　俺の言葉を、二人は拍子抜けするくらいあっさり受け入れる。それから二人は協力して実験の準備を進めていた。

　お互いに色々と言い合ってはいるけど、普通に仲良しである。こういうところを見るとなんだか気持ちが温かくなる。

「俺もここで見てるね」

　今日はありすちゃんを観察すると決めていたので、そのまま二人の隣に居座る。

　すると、二人は嬉うれしそうに体を揺らした。

「……今日は運がいいわね。りっくんの隣にいられるなんて」

「そ、そうだね……うん、良かった」

　どうしてこの子たちは好意を素直に表現するのだろう？　聞いているこっちが照れてしまうので、むずがゆかった。

「ありすさん、粘土で遊んだらダメよ？　これは台として使うわ。あと、びんの底とふたがないから、お水は入らないわよ？」

「君ってあれだよね。ぼくのこと天才発明家と認識してないだろう？　なんでいちいち説明してくるんだい？」

　ともあれ、準備は完了となる、燃焼の実験をしてみると、結果はもちろんありすちゃんの言う通りとなった。

「あら、ごめんなさい。私が間違ってたみたいね」

　梨恵ちゃんはきちんと謝れる子である。うん、いい子だ。

「そうだろう？　やれやれ、理解してくれたなら何よりだよ。いいかい、入江さん。世の中は論理で動いているんだ。法則や因果を考慮しつつ、結果を予測する──そうやって事象を観測することが大切なんだよ」

「なるほど。分からないわ」

　いまいち二人は噛かみ合っていない。ありすちゃんは小難しい言い回しが好きみたいで、そのせいか梨恵ちゃんに言葉が通じていなかった。

「面白いわ……炎って燃え方が色々あるのね」

　ろうそくの炎を梨恵ちゃんは熱心に観察していた。いい兆候だと思う。

　この子は勉強が苦手みたいだけど、それは単純に勉強というものに興味が持てないだけだと思う。この調子で色々なことに興味を持ってくれたらいいなと思った。

「……まぁ、天才発明家のぼくからしてみれば、これくらいの実験はやるまでもないことだけどね」

　実験に夢中になる梨り恵えちゃんの隣で、ありすちゃんは暇そうだった。梨恵ちゃんがあまり反応してくれないので少し面白くなさそうである。結構かまってちゃんなところがあるのかもしれない。

　今なら話しかけても付き合ってくれそうだった。

「ありすちゃんにとっては簡単すぎる実験だったか」

「へ!?　あ、うん……まぁ、そうだねっ。この天才発明家であるぼくにとっては簡単だよ！　だから、あれだ。利り孝こうくん、暇なので少しおしゃべりしてほしいかも……」

「もちろんいいよ」

　予想通り、彼女は俺とおしゃべりしてくれるらしい。試練のこともあったので、合法ロリかどうかの判別も兼ねて、彼女の様子を観察してみることにした。

「じゃあ、『ろうそくの燃焼』について、ありすちゃんの知識を披露してもらおうかな」

「うん！　任せてくれっ」

　問いかけると、彼女は得意げな顔で語り始める。

「ろうそくの燃焼とは、ざっくり説明すると『激しい酸化反応』だね」

　その通りである。ちなみにゆっくりな酸化反応の代表的なものに『鉄の錆さび』がある。分類的にはあれと同じものだ。

「ろうそくのロウは、炎を点火すると熱で溶けて気体になる。ロウはパラフィンと呼ばれる炭化水素化合物だから、加熱されると炭素と水素に分解されて空気中の酸素と化合する。結果、『二酸化炭素』と『水蒸気』が生じる。ろうそくの燃焼はこの酸化反応によって引き起こされているのさ」

　と、ここまでは俺でも知っている内容である。しかし、ここから彼女は俺の知らない知識を披露し始めた。

「しかし、ろうそくの火は燃料であるロウが尽きると消えてしまう。これは仕方ないことだけれど、やっぱり理想は永遠に火が燃え続けているろうそくだよね。これを作るには熱力学第二法則に真っ向から挑まなければいけない」

　……えっと、何を言ってるか分からなくなってきた。脱線しているようにも感じるのだが、ありすちゃんが気持ちよさそうに語っているので止めることはできなかった。

「永遠に燃え続けるろうそくとは、つまりは第二種永久機関ということだからね。ぼくはそれを発明したい……そうすれば、世界は大きく変革する。資源という概念そのものが失われ、人間という生物はまた一歩上のステージに移行することになるだろう」

　たぶん、何か壮大な話をしているようだ。

「永久機関を作り出す手法は簡単だ。マクスウェルの悪魔を実現させればいい。そんなのずっと昔に提唱されていたのに、二十一世紀になっても研究は進んでいなかった。それは人類の歩みを止めたということと同義さ……未いまだに資源に依存した生活を送り、時にはそれが原因で戦争まで起こるなんて生物として愚か極まりない。そんなのぼくは許せないよ。この天才発明家であるぼくが、世界をより良いものへと変えてみせる」

　口調が熱を帯びている。夢を語る彼女の顔からは小学生特有のあどけなさが消えていた。そこにいたのは、ノーベル賞の受賞も確実と謳うたわれる一人の天才発明家だった。

「実は、永久機関の研究はここ最近で大きく進んでるんだ。いや、ぼくが進ませたと言っても過言じゃないだろう……逆説的な発想が研究を飛躍させてくれたよ。無限のエネルギーとは、すなわち『時間の逆行』と同義だ。物質Ａと物質Ｂの間でエネルギーを循環させることはケルヴィンの法則で否定されてるけど、それを覆せば物質Ａと物質Ｂの時間は過去に戻り続けているとも言えるだろう？　時間を逆行させるには光速を超えればいい。アインシュタインの相対性理論が教えてくれたことだ。これを応用して、エネルギーの移行を光速以上に速くすれば、永久機関の完成というわけさ。今はまだ技術が確立されていないけど、論理は既に整っている。あとは光速を超すエネルギー手段を確立させればいいだけだ……ふひひっ。マクスウェルの悪魔はそろそろ姿を現すだろう。ぼくという天才発明家の手によって！」

　永久機関。時間の逆行。ケルヴィンの法則。相対性理論。マクスウェルの悪魔。その知識は、やっぱり普通の小学生どころではなかった。

　高校生の俺よりはもちろん、その知識量は大人でも及ばない。あるいは同業種の科学者よりも、彼女は遥はるかに上だと思う。天才発明家と自称することはある……こんな子が小学生と言われても、信じがたい程度にありすちゃんは異常だった。

「利り孝こうくん、やっぱり世の中で大切なのは『論理』なんだよ。論理を考慮すれば分からないことなんてない……永久機関も時間遡行も難しそうに感じるけど、それらは論理的に考えると別に難しいことじゃないんだよ」

「……そう、なのかな？」

　こうもはっきりと断言されると、彼女の言葉が真実なのだと思えてくる。論理的に考えて不可能なことはない──か。

「ああ、そうなんだ。論理的に考えてくれれば分かるだろう？　それで、だ……ごめんね。話が長くなって申し訳ないけれど、実は君に伝えたいことがあったのさ。今までの話はそれの前振りで、今から伝えるのがぼくによっての本題だよ」

　白衣を揺らしながら、あやのありすちゃんはこんな言葉を口にする。




「論理的に考えて、この天才発明家であるぼくが、小学生なわけないだろう？」




　まるで俺の心を読んだかのような発言だった。

「それ、は……」

「利り孝こうくんだって薄々感じてるはずさ。論理的に考えて、ぼくは合法ロリなんだよ」

　なるほど……これがありすちゃんの言いたかったことらしい。わざわざ小難しい話をしていたのは、自分自身が『小学生』ではないということをアピールするためのものだったようだ。

　確かに今までの話を聞いていると、彼女が小学生だという可能性は低い気がする。今の発言で、彼女が合法ロリではないだろうかと疑いがより強くなった。

「更にダメ押しといこうかな。さっきぼくは『時間の逆行』について語ったけれど……実はその手法を確立する過程で、試験的にではあるんだけど時間遡行に成功しているんだ。本当は高校生のぼくだけれど、タイムマシンのようなもので今は過去に戻った状態だよ。だからぼくは、論理的に考えて合法ロリになるだろう？」

　突拍子もない言葉である。常識的に考えたらありえないだろう。だが、彼女ほどの天才発明家なら、タイムマシンの発明に成功したと言われても信じそうになってしまう。

　それくらいありすちゃんは異常なのである。

「だから君はぼくを許嫁いいなずけに選ぶべきだ。君の夢を叶かなえるためにも、それが一番だと思わないかい？　大丈夫、不安になることはないよ……ぼくが合法ロリであることは、論理が証明してくれてるんだから」

「…………っ」

　何も言い返すことはできなかった。彼女の言葉に矛盾はない……論理というもので考えるなら、あやのありすという少女は明らかに小学生とは思えないのだから。

「まぁ、ぼくが合法ロリじゃないという論理を語れるのなら、選ぶ必要はないと思うよ。でも、それはできないだろう？」

　その通りだった。見た目だけが小学生で、その中身は違うように感じる。

　もしかして彼女は本当に合法ロリなのだろうか。

　心の奥底ではどこか引っかかりを覚えているのだが、論理的に考えるとありすちゃんこそが合法ロリである可能性が最も高いのかもしれない……だから、許嫁に選ぶべき子はありすちゃん？

「ふふっ。面白い話をしてるわね？　面白すぎておなかが痛いわ」

　と、ここで不意に梨り恵えちゃんの声が上がった。

　ろうそくの火を眺めながら、彼女は静かに口を開く。ありすちゃんのペースに呑のまれている状態で聞こえた梨恵ちゃんの言葉は、やけに大きく響いた。

「むっ。入いり江えさん、どういう意味だい？　反論があるなら聞こうじゃないか」

「いえ、ありすさんは嘘うそつきさんだから、おかしかったの。全てが『ろんり』で語れるなんて、愉快な話ね」

　梨り恵えちゃんはありすちゃんが嘘つきだと、あまりにも自信満々に断言した。

　対して、ありすちゃんは不満そうに唇を尖とがらせる。

「ぼくがどんな嘘をついてると言うのかな？　全て本当のことだけど？」

「あら、じゃあ……あなたを『ろんぱ』してあげるわ。ありすさんが嘘つきである『ろんり』を語ってあげようかしら」

　そして彼女は、たった一言でありすちゃんを論破する。




「あなたのりっくんに対する思いは、論理で語れるの？」




　瞬間──ありすちゃんが、爆発した。

「それは……っ!?　えっと、その、なんというか……す、好きだなって、思ったから」

　最後の方はほとんど聞き取れないくらいに小さな声。ありすちゃんの揺れる言葉に、梨恵ちゃんは小さく笑っていた。

「なんて『ろんりてき』な言葉なのかしら。『てんさいはつめいか』のありすさんらしい言葉だわ」

「っ[image: ][image: ]!!」

　……すごい。ありすちゃんは顔を真っ赤にして何か言い返そうとしていたが、何も言うことがなくて口をパクパクさせるだけだった。彼女は完璧に論破されている。

　成績的には六年生の平均にすら遠く及ばない梨恵ちゃんが、世界でも屈指の頭脳を持つありすちゃんを、言い負かしていた！

「ほら、言ってみなさい？　大丈夫、最後まで聞いてあげるわ。私が間違いだと思ったら素直に謝るし、あなたの言葉を尊重する。だから、ありすさんの『ろんり』を聞かせて？」

　なおも追撃の手を緩めない梨恵ちゃん。一方のありすちゃんはむきになったように、言葉をしぼり出す。

「い、いいだろう！　ぼくは天才発明家……利り孝こうくんを好きである理由くらい、論理で語れるに決まってるじゃないか！」

　恐らく、彼女にとってかなり恥ずかしいセリフだと思うのだが、むきになった彼女に恥じらっている様子はない。

　だから、今からありすちゃんが語る言葉は、彼女の本心だと思う。

「利孝くんが記憶をなくしている頃、出会った時に……運命を感じた！　あ、この人のお嫁さんになるために生まれたんだなって認識したのさっ」

「……ええ。その気持ち、分かるわ。感情的に理解できる話ね。でも、ありすさんが大好きな『ろんり』で考えると、今の発言は意味不明じゃないかしら」

「ぅ[image: ][image: ]!!」

　手をブンブン振って悔しさを表現するありすちゃん。その姿はもう、人類の未来を語る天才発明家ではない。

　今の彼女は、自分の感情を上う手まく言葉にできなくてダダをこねる子供だった。

　そんなありすちゃんをあやすように、梨り恵えちゃんは頭をよしよしと撫なでる。

「りっくんを困らせるようなことを言ったらダメよ？　ありすさん、人間は『ろんり』で動く生き物じゃないわ。人間は『感情』で動く生き物なの。いくら『ろんり』が正しくても、感情がそれを否定したら人間は動かないわ」

　客観的な理論で武装したありすちゃんが、主観的な感情論によって論破されていた。感情的で直情的な梨恵ちゃんにしかできない芸当である。

「だから、ずるしないで……りっくんに好きって言ってもらえるように、あなたの思いを伝えなさい？　大丈夫よ、りっくんはあなたが何者であっても、受け入れてくれるから」

　大人びた微笑ほほえみを浮かべる今の彼女は、ありすちゃんと比べたら明らかに合法ロリみたいだった。

「利り孝こうくん！　利孝くんはどう思う!?　君の意見を聞かせてくれっ」

　梨恵ちゃんに勝てないと悟ったのか、ありすちゃんは俺に助けを求めてくる。潤んだ瞳ですがってくる彼女は、子供っぽくてかわいかった。

「……まぁ、よくよく考えると、ありすちゃんだけじゃなくて他のみんなも子供離れしてるんだよね。だから、冷静に考えてみると、ありすちゃんだけが合法ロリとは言い切れないかも」

　さっきは彼女の勢いに呑のまれたけど、梨恵ちゃんの介入で落ち着くことができた。その上で考えると、ありすちゃんの言葉は論理で考えても疑問が残るだろう。

「そんにゃぁ……ぼくが合法ロリだって認めてくれないのかい？　この、天才発明家であるぼくが、普通の子供だって言うのかい!?」

　ほっぺたを膨らませるありすちゃんは、申し訳ないけど合法ロリには見えない。なので、彼女についても俺は判断を下す。

「うーん……普通の子供とも思えないけど、やっぱり合法ロリかどうかも分からないかも。だから、保留にしとく」

　そう。ありすちゃんもまた、合法ロリかどうかの判断は『保留』にしたのだった。

「くそーっ！　入いり江えさんのいじわるっ……！」

「ありすさんはおバカさんね。大丈夫よ、私もあなたを応援してるから。自分の気持ちを伝えられるように、手伝ってあげるわ」

「余計なお世話だよ！　利り孝こうくんが大好きってことくらい平気で言える！」

「なら、言ってみなさい？　ほら、ちょうどりっくんも隣にいることだし」

「いいだろう！　利孝くん……す、しゅきでしゅ！」

「言葉を言い間違えるなんてかわいいわね。よしよし」

　……なんとも不思議な二人の関係を眺めながら、俺は苦笑する。

　相変わらず、この子たちは底が知れない。でも、好きだって気持ちは痛いほどに伝わってきた。いつか彼女たちのことをしっかり理解して、気持ちを受け止められるように今後も頑張らないといけないだろう。

　ともあれ、花はな子こちゃんに続いてありすちゃんも合法ロリかどうか分からなかった。次は、残りの二人である、八や重えちゃんと咲さきちゃんについて観察を進めよう──。
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　徳とく田だ院いん学園の小等部では、給食が終わった後に『掃除時間』というものが設けられている。教室やトイレなど、自分たちが利用する学校の設備を当番制で掃除する時間だ。

　有名私立学校などでは掃除を専門の業者に任せるところも多いようだが、俺としてはこれもまた一つの勉強だと思っている。

　一いち之の瀬せ先生もそのように考えているようで、掃除はしっかりとやるよう児童たちにも指導していた。先生自身も掃除に参加するくらいで、つられるように俺も児童と一緒に掃除をすることが日常になっていた。

　男性ということもあって力もあるし、重い物を運ぶのは得意だ。なので、教室の机移動なんかは率先して俺がこなしている。

　水曜日。今日もまた、いつものように俺は教室の掃除を手伝っていた。一之瀬先生は別の掃除箇所を見回りに行っている。教室は俺に任されていたので、しっかりと見ておく必要があるだろう。

「ふっ……我が魔具は今日も調子がいいようだな。共にやつらを殲せん滅めつしようぞ」

「あ、田た中なかさん、ぼくも参戦しようじゃないか。科学の発達した時代なのに掃除機も使わないのはとても不思議だけれど、ほうきというのもアナログ的で悪くないよね」

「ほうきではなくて魔具！　そしてわらわはカミラ・カタレプシー！」

　今日は第二期組の許嫁いいなずけ候補が教室の掃除当番である。彼女たちは協力しながら掃除を進めていた。

　掃除は面倒なことの一つだと思う。でも、六年一組の児童は基本的にいい子なので、さぼったりしているところを俺は見たことがなかった。

　今もほうき当番である花はな子こちゃんとありすちゃんが仲良くおしゃべりしながら、床をほうきで掃いている。スカートであるにもかかわらず、平気でかがんだり飛び跳ねたりしていた。

　俺は机を運びながら、彼女たちの様子を横目で観察する。

「さきっち！　ぞーきんってなんでぞーきんってゆーの？」

「諸説あります……一説には、もともとは清掃用の布ということで『浄じよう巾きん』と呼んでいたらしく、時代を重ねていく中で『雑巾』に変化したらしいです」

「そっかー。ぞーきんってひびき、なんかかわいーよね♪」

　床拭き当番の八や重えちゃんと咲さきちゃんが、バケツで雑巾を絞りながら他た愛あいのない会話をしていた。八重ちゃんってなんかＩＱ下がりそうな話し方するなぁ。

「ふぅ、こんなところかな。適度な運動は脳を活性化させてくれるし悪くないね」

「これでほこりの殲滅は完了した！　我が眷けん属ぞくに後処理は任せよう」

「オッケー☆　さきっち、あっちまできょーそーしよっ」

「……お怪け我がには気をつけましょうね」

　床を掃き終わったところで、八重ちゃんと咲ちゃんが勢いよく雑巾がけを始める。

　前かがみで、自分たちがスカートだということもまったく気にしないままに……。

「っ！」

　危ない危ない。慌てて目をそらしたので、俺は何も見ていない。

　今日は少し注意力が散漫だった……試練のこともあったので観察に集中してしまい、いつも気を付けていることを忘れてしまっていたようだ。

　そう。徳とく田だ院いん学園の小等部は女子学校である。女の子しかいないせいか、基本的に児童たちが無防備なのだ。

　中でも八重ちゃんはスカートが短めなので油断するとすぐに見えそうになる。しかも本人のガードがゆるゆるなので、気を付けているというのに危険な場面が何度もあった。

　こういうことってどう注意すればいいんだろう？　後で一いち之の瀬せ先生に相談してみよう。

「あぎゅっ」

　と、ここで不意に軽い衝撃を感じた。ふくらはぎ付近に何かがぶつかったみたいで、見下ろしてみるとそこには夜や久く野の八や重えちゃんがいた。

「いたーい！　りこーってば、ぼんやりしたらダメなんだし～」

「あ、ごめん！　大丈夫？」

　ぼんやりしていた上に目をそらしていたので、接近に気付けなかった。慌てて謝ると、八重ちゃんはほっぺたを膨らませながらこんなことを言う。

「きずものにされちゃった……もうりこーいがいのおよめさんになれなーい」

「えぇ……ぶ、ぶつかっただけなのに」

　女の子はデリケートすぎる。

「やれやれ……夜久野さん、自分からぶつかりに行ってたように見えたけどね」

「あやのもそう見えたか？　わらわもそう見えた……策士よのう」

「たぶん、あれはみるく様の入れ知恵かと。昨日、そんな話をされていました」

　後ろでこそこそと喋しやべっている三人。内容もばっちり聞こえていたので、なんとなく状況が読めた。

　あれだな、これは当たり屋だ……みるくちゃんの悪知恵を八重ちゃんが実行したみたいである。

「にひひっ～。どー？　りこー、やえをおよめさんにするきになったでしょっ！」

　ぶつかって傷物にされたというわりに八重ちゃんは明るかった。俺の足にコアラのごとく抱きついてあどけない笑顔を浮かべている。

「八重ちゃん……騙だまされないよ？　ほら、遊んでないで掃除しないと。休み時間減っちゃうから」

　苦笑しながら頭を撫なでると、彼女は舌を出して自分の頭をコツンと叩たたいた。

「てへっ☆　ばれちゃったならしょーがない！　おそーじするーっ」

　悪気なんて微み塵じんもないのだろう。注意するところっと表情を変えて、八重ちゃんは掃除に戻る。そんな彼女の後ろ姿はどこからどう見ても子供だった。他の三人に比べても八重ちゃんは幼い。

　とはいえ、宗そう一いちさんの養子なのだから、どこか子供離れしている部分はあるだろう。いったい八重ちゃんにはどんな一面が隠れているのか、単純に興味もあった。

　合法ロリ探しも残るは八重ちゃんと咲さきちゃんの二人。まずは八重ちゃんの方から調べてみようと思っている。

　なので、前かがみになった雑巾がけする八重ちゃんも、じっくり見てしまった。

「あ！　りこーがやえのパンツみてるーっ！　やっぱりろりこんでしょっ」

「見えてない！　見えてないから……というか、見られている自覚あるなら気を付けて！」

「え～？　でも、やえはべつにみられてもオッケーだよ☆」

　頭もガードもゆるゆるな夜や久く野の八や重えちゃん。あまり大人びた一面は見えないのだが……この子の意外性を目の当たりするのは、放課後のことだった──。







「利り孝こう。貴様に一つ任せたいことがある」

　授業が終わってすぐに俺はじいさんから呼び出しを受けた。学園長室を訪れるとじいさんはとある依頼を持ちかけてくる。

「実は、来年度の新入生獲得のために、徳とく田だ院いん学園小等部のＨＰに児童の写真を掲載することになった。撮影を貴様に任せたい」

「え？　俺がですか？　撮影ってプロに任せるべきでは？」

「そこまで凝ったものは不要だ。子供たちと各施設の写真さえ撮ってくれればそれで良い」

　なるほど。そういうことなら素人でも大丈夫そうである。

「モデルは貴様にも馴な染じみが深い二人だ。詳細も把握しているようだから、貴様は彼女たちの指示通りに撮影しろ。あと、しっかり魅力を引き出してやれ」

「……分かりました」

　モデルの子は顔見知りみたいだ。いったい誰なのだろう？

「六年一組の教室に向かえ。モデルを依頼した二人が待っているはずだ」

　そういうわけで、学園長室を出て教室に戻る。

　そして、そこにいたのは──いたずらっぽい小悪魔と無邪気な天使だった。

「お兄ちゃん♪　撮影、よろしくおねがいしまーすっ」

「りこー、やえのことかわいくとってね☆」

　六年一組の中でもひときわ華やかな、水み無な瀬せみるくちゃんと夜久野八重ちゃん。どうやらこの二人がモデルとして依頼されたみたいだ。

「みるくちゃんと八重ちゃんがモデルだったんだ」

「うん、おじいちゃんからお願いされた！　でも、わたしはやえやえのおまけみたいなものかなぁ？」

　ツインテールを揺らしながら、はきはきとした声でみるくちゃんが答える。おまけとはどういうことなんだろう？

「やえやえは本職の『ファッションモデル』だから、わたしは付き添いだよ！」

「……八重ちゃん、モデルさんなのか」

　言われてみると、確かになんとなくそんな感じがした。少し派手な明るい髪色も、すらっと長い手足も、スマートな体つきも、モデルっぽいと言えばモデルっぽい。

「にゃははっ！　やえやえ、いっしょにがんばろーっ！」

「にひひ～っ。やえ、きょーはがんばる！」

　テンションが高めの二人はハイタッチを交わして気合を入れていた。この二人ならとても見ごたえのある写真が撮影できそうである。

　八や重えちゃんは本職なのでもちろんだが、みるくちゃんもプロゲーマーとして様々なイベントや大会に出ていると聞いている。彼女も撮られることにはなれているだろうから、撮影の心配は要らないと思った。

「俺はこんなことするの初めてだから、色々教えてくれると嬉うれしいかな」

「オッケー☆　やえにまかせてっ」

　相変わらずふわっとした言葉だった。俺、素人だけど大丈夫かなぁ……まぁ、撮影とは言っても、あまり本格的なものではないので別にいっか。

　とりあえず足を引っ張らないように努力しよう。

「じゃあ、きょーしつのさつえーから！」

　早速、撮影は始まった。まずは教室での風景から撮るようだ。

「みるくっち、いっしょにイェーイ！」

「イェーイ！」

　二人は黒板の前でピースをして目線をくれた。うん、かわいい。小学生らしさが前面に押し出されていて、見ているだけで楽しい気分になりそうな笑顔だった。

「撮るよー」

　カメラを構えてシャッターを押してみる。写真は問題なく撮れていたが、ここで八重ちゃんからダメ出しが入った。

「りこー、もっとやえたちをほめないとだめだしっ！　カメラマンでしょ！」

「えぇ……ほ、褒めないといけないのか」

「お兄ちゃん、モデルの気分を盛り上げるのはカメラマンの仕事じゃないかなっ？」

　……ただ写真を撮るだけの簡単なお仕事かと思っていたら、そうでもなかったみたいだ。

　女性に慣れていないので面と向かって褒めるのは気後れする。意識してなければ問題ないのだが、意図的に発言するのは難しそうだ。

　でも、カメラマンを引き受けてしまったのである。しっかりと彼女たちの要求にも応えないといけないだろう。

「か、かわいいよ！　いい感じ！」

　カメラを向けながら声を上げる。そうすると、見るからに二人のほっぺたが緩んでいた。なんというか、あれだ……いたずらを仕掛けている時の子供のような笑顔である。

「にひひっ。りこー、やえたちのどんなところがかわいー？」

「お兄ちゃん、どこがかわいいのか言ってくれなきゃわかんなーい！」

　どうやら手加減をしてくれるつもりはないみたいだった。

　八重ちゃんはただ単純にかわいいところが知りたいという思考かもしれないが、みるくちゃんは恐らく俺が戸惑っていることを分かっている上でなおも追及しているのだろう。

　どうも彼女は俺が困っている姿を見るのが好きみたいなのだ。

「……言わないとダメ？　恥ずかしいんだけど」

「だめー！　やえのこともっといっぱいほめて☆」

「お仕事なんだから手を抜くのはいけないと思いまーす！」

　そう言われてはどうしようもなかった。仕方ない……腹をくくって、彼女たちを褒めまくろう。それが俺の仕事である。

「笑ってる顔、かわいいね！　制服も似合ってる！」

　シャッターを切りながら褒め続ける。二人は嬉うれしそうに色んなポーズを撮りながら、俺の言葉に返答してきた。

「やえもね、このせーふくきにいってる！」

「かわいいよねー。ほら、スカートもひらひらしてるよっ」

「わかるー！　やえもスカートすき！」

　……わざとなのだろうか。そう思ってしまうくらいに二人はスカートの裾をつかんでひらひらさせていた。これ、写真に撮って良いのかどうか判断に困るんだけど。

「お兄ちゃん、どうしたの？　もっと褒めるところあるよねっ」

「りこー、やえのせくしーなところもほめて！」

　そんな俺の戸惑いを二人は微み塵じんも気にしていなかった。なおも褒めるよう促してくるので、俺は目をそらさずに彼女たちを凝視する。

　あれだ。パンツが写ったら、その時はその時だ。後で処理すればいい……今は撮影に集中しよう！

「ねぇねぇ、やえのこともっとみて？」

「くっ……あ、足！　すらっとしてて、いいと思う！」

「にゃはっ。お兄ちゃんのエッチ！」

　がんばって褒めたのにみるくちゃんがここぞと言わんばかりに声を上げた。ど、どうしろって言うんだ……まったく、相変わらず俺をからかうのが大好きな子である。

「違う！　これは撮影……そう、俺はエッチなんかじゃない。これは仕事だから！」

　そうやって自分を正当化しないと目をそらしそうである。それくらい、八や重えちゃんとみるくちゃんは華やかで無防備だった。

「きょーしつはこれくらいで、つぎはたいくかん！」

　場所を変えて撮影は続く。

「……体操着か」

　スカートよりは露出が少ないのでまだマシかな……そう思いたいけど、なんだか嫌な予感を覚えた。

「みるくっち、マットうんどーしよ！」

「わかった！　お兄ちゃん、わたしたちが運動するところ、ちゃんと撮ってね！」

　二人が倉庫から持ってきたのは大きなマット。この上に寝転んで、前転とか側転やらコロコロ転がり始めた。

　……そのせいで上着がめくれあがっている。おへそがちょこんと出ているにもかかわらず、そのまま二人は楽しそうに運動していた。

「りこー！　カメラマンしてないし～」

「……かわいい！　チラチラ見えるおへそとか！」

「お兄ちゃんのスケベ！」

　スケベって言わないで……不可抗力だし、なんならもっと気を付けてほしい。もう、お願いだから逆立ちはやめてくれないかなぁ。

「つぎはほけんしつ！」

　場所を変えて、俺たちは保健室へと向かう。またしても着替えた二人は、何な故ぜかナース服だった。

「りこーのしんさつしてあげるー！」

「おねつ測りますね～」

　……これ、趣旨と異なってきているのでは？　じいさんから依頼されたのは、公式サイト上に掲載するための写真撮影だったはず。写真映えさせるためという理由で二人をモデルにしているわけだが、お医者さんごっこしている姿を撮って意味はあるのだろうか。

　いや……今の俺はカメラマン。モデルに文句を言うべきではない。むしろ褒めてあげて、彼女たちの魅力を引き出すのが俺の仕事だ。

　そういうわけで、俺はされるがままだった。八や重えちゃんには聴診器でぺたぺたされて、みるくちゃんは熱を測るためにおでこをくっつけてくる。体温計を使わないあたりがなんとも彼女らしい。

「しんだんけっか！　りこーは……『ろりこん』というじゅーびょーにかかってます！」

「やっぱり？　熱もあるし、お兄ちゃんは興奮してますね！」

「いーよ！　さいこーにかわいーよ！」

　八重ちゃんの影響か俺の口調までＩＱが下がっている気がする……が、もうなんでもいいや。ロリコンじゃないけど、とにかく撮影を進めよう。

「つぎはプール！　やえのセクシーなところ、いっぱいとって？」

「お兄ちゃん、残念でしたー。今日は旧スクじゃなくて普通の競泳水着でーす！」

「きょーえーみずぎもかわいーよ！」

　プールでは学校指定のスクール水着を着た二人を撮影した。今時の水着はワンピースタイプではないセパレートタイプのもので、しかもラッシュガードという上着のようなものまで着用するみたいだ。

　この前みるくちゃんが着ていた旧型のスクール水着と比べたら肌色面積がかなり減っている。それでも、二人にはよく似合っていた。

「つぎはおんせん！」

　温泉で小学生を撮影。字面だけで逮捕案件だと思う……しかしこれは仕事だ。やましい気持ちを持つなんて、それは仕事への冒ぼう涜とくである。恥ずかしがるから恥ずかしいのだ。堂々としていよう。

「あったかーい！　りこーもいっしょにはいればいーのに！　あ、もしかしてやえのセクシーなところにてれてるんでしょっ？」

「やえやえ、違うよ。お兄ちゃんはね、毎日小学生とお風呂に入ってるから、裸なんて見慣れているんだよ。あれはよゆーの表情なの」

　いや……みんなが乱入してくるだけで、別に一緒に入ろうとはしてないんだけどなぁ。あと、照れているというより戸惑っていると表現する方が適切な気がする。

　ともあれ、これで温泉の撮影も終わった。

　教室、保健室、体育館、プール、温泉……あと、移動中に廊下や運動場も撮影した。だいたいの施設は撮影できた気がする。

「もう終わりかな……なんか疲れた」

　温泉で撮影した後、着替えている二人を待ちながら俺は息をついた。一通り撮影が終了したことだし、そろそろ夕方である。さすがに撮影も終わりだろう。

「おつかれさま！　お兄ちゃん、今日はありがと」

　外に設置されているベンチに座っていると、着替え終わったみるくちゃんが後ろからもたれかかってきた。

　同時に、ふわっとしたシャンプーの匂いが漂ってくる……いい匂いだけど、女性らしい香りにドキドキしてしまった。子供にしか見えないけど、彼女も女の子なんだなと意識してしまう。

「はい、今日のお礼に飲み物をどうぞ！」

「ああ、ありがとう」

　そういえば、前に俺も飲み物を奢おごったことがあった。同じようなことをしてくるみるくちゃんに、なんだか頬ほおが緩む。

　俺への気遣いが嬉うれしくて、何も考えずに最初から開いていたペットボトルに口をつけた。

「ちなみに、それわたしの飲みかけでーす」

「げほっ!?　ごほっ……！」

　むせた。相変わらず小悪魔みたいな女の子である。

「にゃはっ。お兄ちゃんの反応は面白いなぁ……うそだよーん、本当は開けただけなので、安心していいよ？」

「……そのわりには量が少なかった気がするんだけど」

「えー。どうだろうなー。お兄ちゃんがいっぱい飲んだだけじゃないかなー？」

　……真相は闇の中ということにしておこう。あまり動揺を見せるのは男として少し情けないので、もう気にしないことにした。

「あれ？　八や重えちゃんは？」

　少し落ち着いたところで、ふと八重ちゃんの姿が見えないことに気付いた。みるくちゃんと一緒に着替えていたはずなんだけど。

「やえやえはね、おいろなおし？　よく分かんないけど、準備で遅れるんだって！」

　まぁ、女の子なので俺には分からない事情があるのだろう。別に急いでいるわけでもないし、ゆっくり待つことにした。

「みるくちゃんは座らないの？」

「大丈夫。このままがいいのっ」

　俺の背中に覆いかぶさるような態勢のまま、彼女は離れようとしない。密着しているせいか、彼女の鼓動まで感じるほどだ。

　今のみるくちゃんは、俺と同じように少しドキドキしている気がする。

「みんなと一緒にお兄ちゃんと遊ぶのも楽しいけど……二人きりも、やっぱり大好き。わたしをちゃんと見てくれるから」

「そう？　いつも見てるつもりだけど」

「足りないもんっ。いっぱい構ってほしいの！　……だから、やえやえが来るまで、おしゃべりしていい？」

「もちろん。そんなこと聞かないでも、いつだって付き合うよ」

　そう言ってあげると、みるくちゃんはいつもよりあざとさの少ない笑顔を浮かべた。本当に嬉うれしそうな表情である。

「えへへっ……ありがと。今日のわたし、かわいかった？」

「撮影中にも言ったけど、本当にかわいかったよ」

「ふーん？　どのわたしが、一番いい？」

「そうだなぁ……個人的には、やっぱり制服姿が好きだよ。よく似合ってる」

　過剰な装飾こそないが、だからこそ徳とく田だ院いん学園小等部の制服が一番似合ってると思った。みるくちゃんは何もしなくてもかわいいからだろう。

「そっかぁ。お兄ちゃんに褒められると、やっぱり嬉しいかも……えへへ。あ、お兄ちゃんは知ってる？　この制服、宗そう一いちおじさんの会社で作られてるんだよ？」

「うん、知ってる。『ＳＯＩＣＨＩ』は徳田院に限らず、たくさんの学校制服を作ってるよね。高等部の制服も『ＳＯＩＣＨＩ』だよ」

「そうそう。かわいいデザインだし、人気もあるんだって！　でも、ちょっとだけお高いのです」

「ああ、そうだよね。高校の制服も結構な値段したよ」

　デザイン製や材質などは評価が高いのだが、普通の制服よりも高めなのが『ＳＯＩＣＨＩ』ブランドの特徴だ。高品質志向なんだろうけど……学校制服がそれでいいのかどうかは、ちょっと疑問だ。

「わたしのパパ……実のお父さんの会社も、アパレルメーカーを経営してるんだけど、もう少し値段を抑えるべきだって言ってたなぁ」

　ちなみに、みるくちゃんの実親は『ＭＩＮＡＳＥ』という企業を運営している。『ＳＯＩＣＨＩ』と同業のライバル関係にあたる会社だ。

「水着は『ＭＩＮＡＳＥ』だよね。値段も手ごろで助かってます」

「にゃはっ。ごひいきよろしくおねがいしまーすっ」

　徳とく田だ院いん学園では制服、体操着、ジャージは『ＳＯＩＣＨＩ』だというのに、水着だけはメーカーが『ＭＩＮＡＳＥ』である。きっと複雑な事情が色々あるのだろう。

　社会見学も『ＳＯＩＣＨＩ』じゃなくて『ＭＩＮＡＳＥ』だし……じいさんが宗そう一いちさん嫌いみたいだから、たぶんそのせいかな？

　二日後の金曜日、六年一組は社会見学に行くことになっていた。場所は『ＭＩＮＡＳＥ』が経営しているファッションビルである。

　アパレル関係のショップが集まるビルを貸し切りにしてみんなで見学するらしい。恐らくは『ＳＯＩＣＨＩ』でも同じようなことができたかもしれないが、まぁじいさんが嫌がったのだと思う。あの人はそういう人だ。

「うんっ。あさって、みんなと行くの楽しみ！」

「俺も楽しみにしてる……あと、みるくちゃんのお父さんがいたら挨拶するよ」

「どうだろうなぁ。忙しい人だもん。もしかしたらいないかも？」

　やっぱり大企業なので多忙みたいだ。あまり期待はしないでおこうかな。

「お兄ちゃん、おかしはいつ買うの？　いっしょに行こっ！」

「いいよ。ルナちゃん、梨り恵えちゃん、[image: ]くず葉はちゃんも一緒に行こっか……明日は前日だし準備もたいへんだと思うから、今日の夜はどう？」

「はーい！　にゃははっ、お兄ちゃんとかいものー♪」

　今のみるくちゃんはとても機嫌が良さそうだった。そんな彼女を見ていると、こっちまで幸せな気持ちになってくる。

　穏やかな時間が流れていた。だが、もうその時間も終わりのようだった。

「あ……そろそろ、やえやえが来るかな」

　ここで、みるくちゃんは俺から離れる。

「もっとお兄ちゃんとおしゃべりしたかったけど……今日はやえやえに譲ります。わたしは先に帰るね？」

「え？　一緒に帰ればいいのに」

「どんかーん。そういうところは良くないと思いまーす。やえやえだってお兄ちゃんのこと大好きなんだから、二人きりにしてあげるのっ！　ほら、お兄ちゃんもちゃんとやえやえの相手してあげてね？」

　そう言って彼女はバイバイと手を振った。どうやら本当に一人で帰るみたいだった。決意は固そうである……ここまで言うのなら、引き留めるのは失礼だろう。

「うん。じゃあ、またお家うちで」

「はーい！　今日もゲームしようねっ」

　手を振って後ろ姿を見送る。彼女は何度か振り返ってバイバイしてくれた。こうして見ると子供なんだけど、あの子は時折子供らしくない一面を見せるから本当に小学生かどうか分からなくなる。

　その点、八や重えちゃんに関してはまだ子供らしくない一面を見ていなかった。撮影の時も子供らしくて無邪気だった。現状だと、彼女が合法ロリだとは思いにくい。

　花はな子こちゃん、ありすちゃんと比べても、八重ちゃんは子供に見えたのだ。この子は本当に小学生かもしれないなぁ。

「りこー！　おそくなってごめんねっ」

　考え込んでいたところで八重ちゃんがやって来た。みるくちゃんが先に帰ってから五分くらい経過したタイミングである。

「別に大丈夫だよ……って、ぁ」

　振り向いて、八重ちゃんの顔を見た直後──俺は目を見開いてしまった。

　そこにいたのは、さっきまで幼い無邪気さを振りまいていた子供じゃない。

　目の前に立っていたのは、俺の知らない大人びた八重ちゃんだった。

　恰かつ好こうは先程と変わらずに制服のままである。しかしその顔つきが、まったく異なっていた。薄く化粧がほどこされただけに見えるが、女の子ってこんなにも変わるのか。

「ど、どうしたの？　化粧してるみたいだけど……」

「りこーにきれーなやえもみせてあげよーっておもったの」

　準備が遅れていたのは化粧をしていたからのようだ。

「にひひっ。びっくりしてるし～……りこー、やえのことかんちがいしてるでしょっ？　やえはね、こどもじゃないの」

　そんなことを言いながら八重ちゃんは歩き出す。いったいどこに行くのだろう？　慌ててその後ろを追いかけた。

「子供、じゃないの？」

　先を歩く彼女に問いかける。風下に立っているせいか、八や重えちゃんの匂いが漂ってくる……香水もつけているようで、匂いが色っぽくなっている気がする。

「うん。さっきは『しょーがっこー』のさつえーだから、こどもっぽくしてた。やえは、プロのモデルでしょ？　キャラクターはつかいわけてるし」

「……そうだったんだ。全然、分からなかった」

　てっきり素だと思っていた。だが、彼女はプロのモデルだ……小学校の撮影ということで、小学生らしい表情を作っていたということらしい。

　それを聞いて、内心では戸惑っていた。

　この子も他の許嫁いいなずけ候補たちと同じように、俺の想像を超えているかもしれない。そんな予感を覚えたのである。

「どこに向かってるの？」

「きょーしつ。さいごのさつえー、しよ？」

「え？　撮影、終わってなかったんだ……みるくちゃんは先に帰ったんだけど」

「だいじょーぶ……みるくっち、やっぱりやさしくてちょーすき。りこーとふたりきりにしてくれた」

　どうやら八重ちゃんにもみるくちゃんの意図が伝わっているみたいだ。友達を思って浮かぶ笑顔は少しあどけなくて、そこはいつもの八重ちゃんらしい。

　だが、すぐに表情は引き締まる。

「りこーにはね、やえのセクシーなところもみてほしーの」

　教室に到着すると、八重ちゃんはそう言ってこっちを振り向いた。まさしく、雑誌のモデルのようにポーズをとっている。

「…………っ」

　その姿に、思わず見とれた。普段とのギャップが激しくて困惑してもいた。

　軽く化粧をしただけだ。だというのに、たったそれだけで夜や久く野の八重という少女は激変する。

　今の彼女からは、合法ロリだと言われても納得できる色気が醸し出されているのだ。

「ほら、とって？　カメラじゃなくて、りこーのけーたいで……セクシーなやえのこと、ちゃんとおぼえて」

「うん……」

　言われるがままに携帯電話を取り出してカメラのアプリを起動する。画面越しに見えた今の八重ちゃんは、小学生には見えなかった。

「いまは、りこーのためのさつえー……おとなのやえも、いいでしょっ？」

　先程は学園のＨＰに掲載するようということで、八重ちゃんは子供っぽさを押し出していた。しかし今は、俺だけのために大人っぽいところを強調しているらしい。

「……いいと、思う」

　別に顔は変わっていない。制服だってそのままだ。さっきと違うのは薄化粧と香水くらいである。しかし、雰囲気がさっきとは違うのだ。

　意識一つでこんなにも別人のようになるなんて……すごい。こういうところを見ると、彼女がプロのモデルだといことを実感した。

　キャラクターや表情の使い分けが巧妙で、俺にはどちらが本物か見抜くことはできなかったのだ。

「ねぇねぇ……やえ、きれーでしょ？」

　かわいい、ではない。確かに今の八や重えちゃんは『綺き麗れい』と表現する方が適している。

「綺麗だよ。本当に」

　率直な感想だった。いつもなら口に出すのも照れてしまうような発言だが、今は驚いてしまってポロリと言葉が零こぼれ落ちたのである。

　そんな俺の感想に八重ちゃんは頬ほおを緩める。浮かんだ微笑ほほえみもさっきとはちがってどこか大人びており、ドキッとさせられた。

「ありがと……りこーがきれーってゆってくれるの、ちょーうれしー」

　八重ちゃんは俺をまっすぐに見つめている。その瞳に吸い寄せられるように、俺もまた彼女から目が離せなくなった。

　形の良い唇が、言葉を紡ぎ出す。その仕草一つ一つに心が奪われていた。

「やえね、みんなが『かわいー』とか『きれー』とかゆってくれるんだけど……ほんとーは、そーゆーのにがて。ともだちはいいけど、おとこのひとはとくいじゃない」

「……男性、苦手なんだ」

「うん。りこーいがいは、びみょー……むかし、やえがちっちゃいころ、こわいおとこのひとに『ゆーかい』されたことあるから」

　誘拐。その言葉を聞いて、思わず拳に力が入った。子供が被害にあう事件ほど胸むな糞くそ悪いものはない。しかし、それよりも八重ちゃんに危害が加わったのかどうかの方が今は心配だった。

「……大丈夫、だったんだよね？」

　今は元気みたいなのでもちろん大丈夫だとは思うのだが、聞かずにはいられなかったのである。

　そんな俺の問いかけに対して、八重ちゃんは予想外の言葉を発した。

「もちろんだいじょーぶだったし……だって、りこーがたすけてくれたから」

　これもまた、俺が経験したはずなのに覚えていない記憶の話。

「りこーはきおくそーしつだから、おぼえてないよねっ。だから、またおれーゆっとくね？　ありがと、だいすきっ」

　八や重えちゃんはここで、感極まったように俺に抱きついてきた。

「りこーのおかげで、やえはげんきだよ……りこーがあのときたすけてくれて、『かわいー』ってゆってくれたから、やえはもっとかわいくなりたいっておもったの。りこーはやえの『おーじさま』だよっ」

　この子はたぶん、先天的に人を惹ひき付ける才能みたいなものがあったのだと思う。幼い頃から視線を集めていただろうし、そして事件の被害にもあって、自分自身が嫌になっていたことがあるのかもしれない。

　だけど、俺が事件から助け出したことで、彼女の考えは一変したみたいだ。

「りこーのために、かわいくなった。きれーになった。だから、りこーにはやえのこと、いっぱいみてほしーの」

　思えば、八重ちゃんはとても無防備だった。ガードのゆるい子だと思ったが、実はそうでもないようだ。

　彼女が無防備に見えたのは『俺に見てもらうため』だったみたいである。

「そう、なんだ……」

　そんなことを言われたので余計にドキドキしてしまう。小学生かもしれない子を相手にここまでドキドキさせられるなんて、思ってもみなかった。

　やっぱりこの子も、ただの子供じゃない。そう認識させられたのだ。

「ねぇねぇ、やえ……おっきくなったよ？」

　大きくなった。身も心も成長した彼女は、俺に言い聞かせるようにこんなことを言う。




「こどもあつかいしたら、ダメだからねっ」




　──そんなこと、できない。

　今の八重ちゃんを目の当たりにしてしまったら、子供扱いなんてできるわけがなかった。それくらい今の八重ちゃんからは色気を感じてしまう。

　それは認めざるを得ない事実だった。

「……子供じゃないなら、くっつかれるとドキドキしちゃうんだけど」

「ドキドキさせてるんだしっ。やえのセクシーさで、りこーもいちころなんだから☆」

　最初は……天使みたいに、無む垢くで穢けがれない女の子だと思っていた。子供っぽさが強い、小学生とばかり認識していた。

　しかし、別の一面を見せられて、彼女は天使じゃないことに気付く。

　夜や久く野の八重という少女は、堕天使だ。油断すると堕落してしまいそうな危険さを持っているように感じたのである。

　これでは、彼女が『小学生』だと判断することはできない。今、俺をドキドキさせている彼女が小学生であるなら、それはそれで変な感じがする。

　だが、『合法ロリ』だと断言することはやっぱり難しかった。普段の言動がなぁ……ちょっとどころか、かなり幼いのである。ＩＱ下がりそうな話し方をするこの子が同級生だというのは、それはそれで違和感があった。

　なので──この子もまた、合法ロリかどうかの判断は『保留』にした。

　花はな子こちゃん、ありすちゃんに続いて、この子も分からない。いや、そもそも一カ月程度一緒に過ごしたくらいで分かるような子じゃなかったのだ。

「やえを、りこーのおよめさんにしてね☆　やえはごーほーろりだから♪」

「……それは分かんないなぁ」

　露骨にアピールしてくる八や重えちゃんに、俺は苦笑する。

　ともあれ、彼女もまた分からなかった。第二期組の観察もこれで三人目だが、なおも合法ロリかどうかの判別はついていない。

　まぁ、今回は期限がないので精神的には余裕があった。

「にひひっ☆　じゃあ、やえのことすきにさせるし！　りこー、かくごしてね☆」

「はいはい、その前に俺は八重ちゃんの正体を暴いてみせるよ」

　ゆっくりと、この子たちのことを理解していけばいい。改めて俺は、そんなことを思うのだった──。





[image: ]







　八重ちゃんを観察したその日の夜。

　みるくちゃんと約束していた通り、俺たちは社会見学用の『おかし』を購入しに近所のスーパーにやって来ていた。

　徒歩数分の距離にあるのでよく利用しているお店だ。

「おやつは三百円まで。それ以上のおかしを持ってきた人は一いち之の瀬せ先生に没収されるみたいだから、気を付けてね」

「「「「はーい！」」」」

　おかしコーナーで念のため釘くぎを刺しておく。まぁ、この子たちはそんなズルしないだろう。言うだけ言ってみたがまったく心配はしていなかった。

「ねぇ、[image: ]くず葉はさん……バナナはおやつに入るのかしら？」

「バナナは分類的には野菜じゃからな。セーフじゃろう」

「ん、いちごっ。ルナがだいすきないちごさんは、おやつ？」

「いちごも野菜だよっ。だからセーフだよね、お兄ちゃん！」

「どうだろう……理屈で言えばどちらもセーフかな？　でも、バナナといちごならデザートってことで、お弁当につけてもらえると思う。そうした方がいいんじゃない？」

　当日は屋敷のメイドさんが弁当を作ってくれることになっている。デザートもつけてとお願いしたらたぶん問題ないだろう。

「あら、だったらいいわ。ルナさん、普通におかし選びましょうか」

「んっ。いちごさん、だいすき……たのしみです」

　バナナといちごが好物の二人は満足そうに頷うなずいていた。

「遠足だから、やっぱりチョコレートとか買った方がいいと思う！　ね、くずくずっ」

「そうじゃのう……でも、わしは洋菓子好きじゃない。和菓子を買うのじゃ」

　やっぱり社会見学で食べるおやつが楽しみらしく、四人ともさっきからテンションが上がっているように見える。会話もいつも以上に弾んでいた。

「ルナ、マシュマロたべます。ふわふわしてて、すき」

「マシュマロ……むぅ、洋菓子でありながら白いフォルムがわしをそそるのじゃ」

「……くーちゃんにも、あげるよ？」

「ほう、ではわしもまんじゅうあげるのじゃ。当日は交換じゃぞ？」

　微笑ほほえましい会話を交わすルナちゃんと[image: ]くず葉はちゃん。こっちは平和なのだが、もう一方はそうでもなかった。

「あら……みるくさん、たけのこ派なの？　それはちょっと、理解できないわ」

「りえりえ、きのこ派なんだ。ふーん？　残念だけど、それは認められないな～」

　どうやら二人とも譲れない何かがあるみたいである。お互いに火花をバチバチさせていた。うーん、俺にはよく分からない拘こだわりである。

「ど、どっちでもいいんじゃない？」

「「よくない！」」

　仲裁に入ろうとしたが、二人が声を揃そろえて首を横に振った。俺に詰め寄ってきて、お互いの主張をぶつけてくる。

「きのこの方がチョコレートの分量が多いし、しかもスナック部分にクラッカーを使用しているのよ？　こっちが美お味いしいに決まってるわ」

「たけのこの方がチョコレートが甘いんだよ！　スナック部分はクッキーだし、サクサクしてて美味しいもんっ」

　うん……ごめんね、熱く語っているところ悪いんだけど、どっちもそんなに変わんないと思う。

「まぁ、好きな方を買うということでいいんじゃない？」

「もちろんよ。ふふっ……クラスのみんなもきっと、きのこの方が好きに決まってるわ。当日はみんなにも聞いてみましょう？」

「にゃははっ。いいよ、別に？　どうせたけのこが圧勝しちゃうけどっ」

　どうやらきのことたけのこには深い確執があるみたいだ。あれだな、ここは話を変えておこう。

「クッキーといえば、明日は調理実習でクッキー作るみたいだね」

　明日、木曜日の午後は家庭科の一環で調理実習の時間になっていた。調理するのは『クッキー』である。

　包丁を使わないし、手順も単純。分量通りに調理すればそれなりの味になってくれる上に、形などで独創性を出せるという完璧なお題だ。

「みんなのクッキー、楽しみにしてるよ」

　俺も一応は実習生なので、味見も兼ねてみんなから一枚分けてもらうことになっていた。甘い物は好きなので単純に楽しみである。

「んっ。ルナね、せんせぇにうさぎさんのクッキーをつくりますっ」

「わたしは当日のお楽しみということで、ないしょだよー！」

「私はね、料理は気持ちが大切だと思うの。だから愛情をたくさん込めるわ」

「くくっ……わしのようなニート予備軍がまともな料理を作れるとでも？　笑わせるのう……頑張ってはみるが、期待はしないでおくのじゃな！」

　四人とも金曜日に控える社会見学も楽しみみたいだが、調理実習も同様にわくわくしているみたいである。

　話題を振ると勢いよく食いついてくれた……みるくちゃんと梨り恵えちゃんも言い争いをやめたので、良かった。

「味はあまり気にせず、がんばってくれたら俺としては嬉うれしいかな」

　調理実習で大切なのは味じゃない。取り組む姿勢を評価するものだから、とにかく一生懸命やってくれたらそれで良いと思った。

「わたしも明日は楽しみだなー……だって、さきさきがクラスのみんなにクッキー作ってくれるって言ってたから！」

　さきさき、とは黒くろ川かわ咲さきちゃんのことだろう。どうやらあの子のクッキーをみるくちゃんは楽しみにしているみたいだった。それも、楽しみにしているのは彼女だけじゃないらしい。

「なに!?　それは……胸が高鳴るのう。咲のクッキーなら食べたいのじゃ」

「給食、少し控えておこうかしら」

「ん……ルナも、さっちゃんのクッキーたのしみ」

　四人とも咲ちゃんのクッキーを心待ちにしているようだ。

「咲ちゃんは料理が上手なの？」

「うん！　さきさきのお料理はすごいんだよっ」

　どうやら彼女は料理が得意みたいだ。なるほど……もしかしたらこれが、黒くろ川かわ咲さきちゃんの子供離れしているところかもしれない。

「へぇ。じゃあ、期待しておこうかな」

　第二期組の許嫁いいなずけ候補の観察も既に三人が終わっている。残る一人である咲ちゃんについて調べようと思っていたところなので、調理実習の時間にそれを行おう。

「おかしは選んだ？　じゃあ、そろそろ帰ろっか」

　その後はみんなと帰宅して、昨日と同じように一緒に過ごした。今日は一緒に眠るつもりじゃなかったのにまたしても一緒に眠ることになったが、少し慣れたのか今日はぐっすり眠ることができた。

　そして翌日──調理実習の時間がやってくる。







「くれぐれも怪け我がには気をつけるのだぞっ。では、調理開始！」

「「「「「よーろーしーくーおーねーがーいーしーまーす」」」」」

　一いち之の瀬せ先生の言葉を合図に、調理実習が始まった。

　調理実習。お題は昨日も話した通り『クッキー』だ。本日の午後の授業は全て調理実習になっており、児童たちにはイベントのような感覚みたいである。

　いつもよりもみんな騒がしかった。

「むふふ。児童が楽しそうにしているのはいいなー」

　一之瀬先生は児童たちを慈しむように眺めている。騒がしいからといって特に注意するつもりはないみたいだ。

「そういえば、先生って『静かになるのに五分かかりました』とかやらないんですか？」

　小学校のあるあるだが、一之瀬先生がそんなことをしているのは一度も見たことがなかった。

「あれなー。面倒だし、口で言った方が早いと思うぞ？　子供相手に『察しろ』ってやるのが先生は苦手だ……きちんと言葉に出した方がいいと思う。そもそも、子供たちは自分の気持ちを表現することだってできてないからな。だからこそ、大人が手本を見せてあげる必要があるのだぞっ」

「その通りですね」

　見た目は幼いのにやっぱり先生は大人である。意見がとても参考になるな。

「六ろく浦うらも、伝えたいことはきちんと言葉にするようにっ。ちょっと言いすぎるくらいがちょうどいいくらいだな。特に今日は調理実習ということで危険も多いから、何かあればどんどん声かけするのだぞ？」

「はい、分かりました」

　今日の一いち之の瀬せ先生はいつもより気を張っている。何せ、調理実習を行うので、色々と危険があるのだ。クッキーの調理に包丁は使わないが、家庭科室には危険がいっぱいだ。

「先生がしっかりとみんな見ておくけど、六ろく浦うらもなるべく目を離さないでくれ。まぁ、だからってみんなを見る必要はないぞ？　話しかけた児童だけでいいからなっ」

「了解です」

　教師は児童の安全を守る責任がある。怪け我がや事故がないようにしなければならない。

　そういうわけで、俺も微力ではあるが一之瀬先生の助けになるために、調理を始めた児童たちの様子を眺めてみた。

　まず、調理工程としては『生地作り』が一番最初である。バター、粉糖、塩、薄力粉などを混ぜ合わせなければならない。

「……なるほど」

　少し様子を眺めていると、児童たちが四種類のタイプに分かれていることに気付いた。

「こんな感じでいいかにゃ～？　りすりすはどんなかんじー？」

「問題なく進んでるよ。おかし作りは科学の実験と同じさ……分量さえ間違えなければそれなりの味に仕上がるからね。それと、水み無な瀬せさん……ぼくをりすりすって呼ぶのはやめてくれないかい？　知的なイメージと合わないと思うんだ」

「えー、かわいいからだいじょーぶだよ！」

　タイプ一──『優等生タイプ』。手際が良い子は教科書通りスムーズに作業を進めている。こちらに関してはあまり心配要らないだろう。俺の許嫁いいなずけ候補ではみるくちゃんとありすちゃんがそのタイプに分類される。

　この子たちの作るクッキーはとても美お味いしくなりそうだ。

「ふっ……黒が足りぬな。我が闇を表現するには普通では足りぬ。ブラックペッパーを投入するとしようか……下僕に施しをやるのも主あるじであるわらわの役目。たまには甘やかしてやるとしよう」

「そうね……手順通りにやるよりも、独創性を出すのもいいと思うの。なんかクッキーって赤が足りないじゃない？　だから私も唐辛子の粉末を入れておいたわ。大丈夫、料理に必要なのは気持ちよ……愛情さえ込めれば、どんな料理だって美味しくなるもの」

　タイプ二──『独創性タイプ』。普通にやるよりもオリジナリティを出すことが大切だと思っている子たちだ。許嫁候補の中では梨り恵えちゃんと花はな子こちゃんがそれにあたる。

　……まぁ、調理実習だし、これも経験である。別に必ずしも手順通りにやれとは言わないのだけど、あれを食べさせられるのが俺かと思うとちょっと気後れした。胡こ椒しようと唐辛子……果たして大丈夫なのだろうか。

「くくっ……分からん。まったく分からん！　材料を混ぜ合わせるだけなのに、意味不明じゃ。『いい感じに混ざってきたら粉糖を投入』じゃと？　その『いい感じ』が素人に分かるわけなかろう！」

「くずっちげきおこでウケるーｗ」

「八や重え……お主もわしと大差ないじゃろうが。卵を割るのに失敗しておいて、よくわしを笑えるものじゃなっ」

「ち、ちがうしっ。これはれんしゅー……いまからほんきだすんだし！」

　タイプ三──『あたふたタイプ』。こちらは料理そのものにてこずっている子たちだ。恐らくは今まで料理経験が皆無で要領が分からないのだろう。許嫁いいなずけ候補の中では[image: ]くず葉はちゃんと八重ちゃんがそれに分類された。

　頑張ってる姿はとても微笑ほほえましい。ふざけているわけじゃないし、味の良し悪あしについてはあまり気にしてほしくなかった。一生懸命やればそれでいいと思う……このことは後で彼女たちにしっかり伝えようかな。

「ん……さっちゃん、みてっ。たまご、じょーずにわれました」

「お上手ですね。綺き麗れいに割れております」

「……つかれたので、ルナはちょっときゅーけーです」

「はい、ゆっくり進めていきましょう。わたくしもお手伝いしますので」

　タイプ四──『マイペースタイプ』。周囲のペースに惑わされず、自分の速度で調理を進める子たちだ。許嫁候補の中ではルナちゃんと咲さきちゃんがマイペースタイプだった。

　時間内に終わるかは分からないのだが、とても穏やかである。ルナちゃんなんて卵が綺麗に割れただけで満足そうだ。額を拭ってひとしごと終えたと言わんばかりに息をついている……かわいい。でも、居残りは許可されてないので、大丈夫かな？　中途半端に終わるのは、それはそれでいいんだけど。

「休憩が終わりましたら、次はバターを混ぜましょう。ゆっくりでいいので」

「わかりました。ルナ、がんばります」

　……いや、ルナちゃんの心配は必要なさそうだ。隣にいる咲ちゃんが彼女をサポートしているため、ペースはゆっくりだが着実に工程が進みそうである。

「こんなかんじ？」

「大丈夫ですよ。綺麗に混ざっております」

　しかし、逆に心配なのが、咲ちゃんが調理にまったく手を付けていないということだ。さっきからルナちゃんのサポートをしていて、彼女は自分の調理を進めていない。

　あれ？　昨日、みるくちゃんたちは咲ちゃんが料理上手だと言っていた。俺も楽しみにしていたのだが、今のところ料理そのものをする気配がないので戸惑っていた。

　どうかしたんだろうか。気になったので、咲ちゃんとルナちゃんのいるテーブルに向かってみることに。

「あ、せんせぇ……みて、ルナはこねこねしてます」

　歩み寄るとすぐにルナちゃんが俺に気付いた。自分がかき混ぜている生地を見せてくる。

「うん、上手だね」

　褒めてあげると、彼女はふにゃっとした笑顔を浮かべた。力のない笑顔はこっちまで気が抜けてしまうような魔力がある。

「んっ。せんせぇにほめられました」

「さすがはルナ様ですね。この調子でがんばりましょう」

「ルナ、いっぱいがんばる」

　それからルナちゃんは生地作りに夢中になった。こねこねするのが思いのほか楽しかったようで、泡立て器をくるくるまわしている。ボウルごと回っているのであまり混ざっていないように見えるんだけど、楽しそうなのでいっか。

　なんだかルナちゃんには評価が甘くなっている気がする……まぁ、それはさておき。

「咲さきちゃんは、進みそう？」

　問題は咲ちゃんがまったく手をつけていないことである。さりげなさを装って彼女の調子を聞いてみた。

　すると、咲ちゃんは無表情で小さく頷うなずく。

「問題はありません。すぐに終わりますので」












　淡々とした口調でそう言ってから、彼女もようやく生地作りに着手する。その手つきは明らかに素人ではなかった。

　泡立て器でカチャカチャと音を立てながらバターをかき混ぜて、クリーム状になったところで粉糖、塩、卵を少しずつ投入する。次に薄力粉を加えて更に混ぜ合わせると、やがて粉が固形の生地へと変化していた。よどみない動作で行われるそれは、まるで魔法のようにさえ感じるほどだ。

「すごいね……料理は得意なの？」

「いえ、得意ではありませんので、たくさん練習して少しはできるようになりました。まだまだですが」

　感心の声にも彼女は表情を変えない。この程度はできて当たり前とでも言わんばかりである。言葉にも起伏がなく、何を考えているのか分かりづらいところがあった。

　正直なところ、この子が俺の許嫁いいなずけ候補であることに対して何を思っているのか、俺にはよく分かっていない。他の子からは好意を感じるのだが、咲さきちゃんからはそういった感情を読み取れていないのだ。

　事務的、とでも表現すれば良いのだろうか。とにかくその無感動なところは、子供っぽいとは思えなかった。

　第二期組の四人の中だと、一番『合法ロリ』っぽいともいえるかもしれない。

　そんなことを考えていたところで、咲ちゃんは生地作りを終えたみたいだ。

　誰よりも遅かったはずなのに、誰よりも早く終了した彼女の腕前はかなりのものだと思う。素人目に見ても手つきが明らかに違っていた。

「あ、もう終わったんだ」

　完成した生地をラップで包んでいる彼女に、もう一度声をかける。咲ちゃんはこちらに目線を向けることなく、平へい坦たんな言葉を返した。

「はい、この生地は終わりです。今から冷蔵庫で寝かせたいと思います……ですが、生地作りはまだ終わっておりません。クラスの皆さまの分をお作りしないといけませんので」

　そういえば昨日の夜、みるくちゃんが『さきさきのクッキー楽しみ！』とか言ってた記憶がある。どうやら咲ちゃんは全員分作るつもりみたいだ。

「たいへんじゃない？　何か手伝おうか？」

「結構です。これくらいなら、大したことありませんので」

　言葉数は相変わらず少ない。会話もすぐに途切れるので、彼女は俺と話すのを嫌がっているのだろうかと変に考えてしまうくらいだ。

　あまり邪魔しない方がいいかもしれない。

「…………」

　それから、咲ちゃんは無言で生地作りを進めていく。慣れた手つきで作業を行う彼女にはどこか熟練された技を感じた。この調子ならクラス全員分だろうと、授業の時間内に作り終わりそうだ。

　これ、やっぱり素人じゃない気がする。少し離れた場所で彼女を眺めながらそう思った。

「あ、さきさきが作ってる！　わーい、楽しみっ」

「おや、もう始めたんだね。彼女の手作りクッキーには期待せざるを得ないよ」

　と、ここでみるくちゃんとありすちゃんが様子を見に来た。

「あれ？　二人は生地作り終わったの？」

「終わったよ！　今は冷蔵庫で寝かしてるところなのっ」

「十分くらいでいいかな？　本当はもっと寝かせた方がいいらしいけれど、まぁ授業だしそこまで時間を置く必要はないだろうさ」

　どうやら二人は作業を終えて暇しているみたいだった。俺の隣に来て、一緒に咲さきちゃんの作業を眺めている。

「黒くろ川かわさん、さすがの手つきだよ。ぼくはおかし作りの知識はあるけど、ああいう技術がないからどうしても彼女には及ばないんだよね。家でも毎日、楽しく食事をさせてもらっているよ」

「りすりすのおうちはさきさきが料理当番だもんね～」

「宗そう一いちおじさんが彼女の料理を気に入ってるのさ。あの人は味にうるさいけど、黒川さんの料理には文句がつけられないみたいだよ」

　二人の会話を聞いていると、有用な情報が耳に入ってきた。咲ちゃんは宗一さんの家で料理当番らしい。

「宗一さんに認められてるって、相当な腕前ってことか」

　あの実利主義の宗一さんが養子にした理由はそこにあるみたいである。黒川咲ちゃんの子供離れしているところは、態度や雰囲気だけじゃない。料理の腕前も大人顔負けのようだ。

「あの人も黒川さんをかなり評価しているみたいだね。自分が経営している料理店のいくつかを彼女に仕切らせているくらいさ」

「……それは、本当にすごい」

　お金にうるさい宗一さんが儲もうけに関わる部分を任せるなんて……やっぱり咲ちゃんは普通じゃなかった。

「彼女の料理を食べたその場で養子にスカウトしたとかなんとか。黒川さんは養われたくないと主張してたみたいだから、戸籍上は養子でも家ではメイドさんのようなことをしているよ。ぼくたちの日常生活をお世話してくれてるんだ」

　その意識も子供らしくないところである。立派だ……うん、小学生とは思えないくらいに、自立している。

　やっぱりこの子が合法ロリっぽい。第二期組の中で一番その疑いが強かった。何事にも動じないところが成熟しているように思える。

「さっちゃん……？　くるくる、おわっていい？」

「そろそろいいと思いますよ。綺き麗れいな生地ですので、きっと美お味いしいクッキーができあがるかと」

「ん。さっちゃんにも、あげるね？」

「ありがとうございます。わたくしのも、どうぞ食べてくださいませ」

　……ありすちゃんの話を聞いた後だと、咲さきちゃんの面倒見が良い理由が分かる気がした。

　普段からメイドとして周囲の手助けをしているから、それが癖になっているのかもしれない。ルナちゃんは特にお世話したくなる雰囲気を醸し出しているので、咲ちゃんはつきっきりなのだと思った。

「……利り孝こう様？　どうかされましたか？」

　おっと。彼女が俺の視線に気づいたのか、不思議そうに首を傾かしげていた。

「なんでもないよ。クッキー作り、がんばってね」

「はぁ……わかりました」

　小さく頷うなずいてから彼女はそのまま作業に戻る。やっぱり邪魔しては悪いので、俺もこの場を離れることにした。

「あ、そろそろ生地がいい感じかもー♪」

「ここから型抜きか……ぼくが芸術でも秀でているところを証明するいい機会だね」

　みるくちゃんとありすちゃんも離れて行ったので、俺は後ろの方で一いち之の瀬せ先生とみんなを見守ることにする。

　先生はみんなを見ているかと思ったが、その視線は咲ちゃんにのみ注がれていた。

「うへへ……喜べ、六ろく浦うら。黒くろ川かわのクッキーが食べられるぞっ」

「……先生、よだれは拭いてください」

　咲ちゃんのクッキーを誰よりも楽しみにしていたのは、お子様舌の一之瀬先生かもしれない。

　仕方ないなぁ……何かあってもすぐに気付けるよう、ここからは俺が気を張ってみんなの無事を確認した。

　そして、特に大きな問題はなく、調理実習は無事終了となる。

　結果、咲ちゃんはクラス全員分のクッキーを余裕で作り終えた。他のみんなもどうにか完成できたことだし、調理実習は成功したと言ってもいいだろう。

　調理を終えたなら、次に始まるのは──実食の時間だった。

「りこー！　これたべてっ☆　くずっちのおかげでおもったよりじょーずにできた！」

「うむ、利孝……わしもやればできるのじゃな。八や重えとがんばってたら、想像以上に美味なクッキーができたのじゃ」

「くずっち、イェーイ！」

「うむ。いぇーい、じゃ」

　ハイタッチを[image: ]くず葉はちゃんと八や重えちゃん。あたふたタイプの二人は協力してクッキーを作り上げたらしい。なんか仲良くなっていた。

「ありがとう。うん、美お味いしいよ」

　形は少し不ふ揃ぞろいだったけど、食べてみると普通に美味しかった。

「じゃーん！　お兄ちゃんのための特大クッキーだよーん……はぁ。大きすぎて割れちゃったけど」

「おかしい……全て手順通りに作ったはずなのに、どうして焦げてるのさっ」

　意外なことに、優等生タイプのみるくちゃんとありすちゃんは若干失敗していた。全然食べられる味だったのだが、二人とも納得いかないようで唇を尖とがらせていた。

　これもいい経験だと思う。失敗もまた彼女たちにとっては財産だろう。

「りっくん。聞いて……料理はね、作るものじゃないわ。食べるものよ」

「夜の支配者たるわらわが、料理？　フハハ！　笑わせてくれるわ！」

　一方、梨り恵えちゃんと花はな子こちゃんは開き直ってむしろ堂々としていた。独創性を出そうとした結果、案の定失敗したようである。ちょっと涙目なのは、味見したからだろう。

　花子ちゃんは胡こ椒しよう、梨恵ちゃんは唐辛子の粉末を投入していたはずだ。辛からかったんだろうなぁ。

「……あれ？　意外に美味しいよ？」

　食べてみると俺は美味しく感じた。おかしという感じはしないけど、スパイシーさがクセになる味で、おそらく大人ならお酒のおつまみにも合うような味だ。しかし子供向けの味ではなかったので、二人は失敗したと思い込んでいたみたいだ。

「そ、そうかしら？　良かった……本当はちょっと落ち込んでたから、そう言ってくれると嬉うれしいわ。りっくんは優しくて好きよ」

「……うぅ、ごめんなさい、変なもの食べさせちゃって」

　開き直っていたがそれは虚勢だったみたいである。梨恵ちゃんは見るからに安あん堵どしていて、花子ちゃんは素に戻っていた。

「せんせぇ、どーぞ……ルナのじしんさく」

　ルナちゃんもゆっくりではあったがしっかり完成させている。手渡されたクッキーはうさぎの形をしていた……あと、一つ一つがかなり小さかった。

「ルナちゃんは小さいクッキーが好きなの？」

「んー……ルナ、おっきいクッキーはにがて。おくちがちいさいので」

　それから彼女は『あー』と口を開けて見せてきた。歯も舌も全部小さいことがよく分かる……でも、見せる必要はあったのだろうか。

　それはさておき。

「みんな、美お味いしかったよ。今日はありがとう」

　クラスのみんなからたくさんのクッキーをもらえた。こうやって児童たちにわちゃわちゃされるのも、教師になった者の特権だろう。素直に嬉うれしかった。

　そして、実食も終わったら今日は授業が終わりとなる。帰りの会を行ってみんなとバイバイした後、俺は一いち之の瀬せ先生の教員室に来ていた。

　明日、社会見学があるので、その打ち合わせのためである。

「けほっ、けほっ……うにゃぁ、くちびるがひりひりするぅ」

　一之瀬先生も俺と同じようにみんなからクッキーをもらっていたのだが、梨り恵えちゃんと花はな子こちゃんのクッキーを食べて涙目になっていた。相変わらずのお子様舌みたいである。唇が痛いのか、今は冷たいミルクをゴクゴク飲んでいた。

「うへへ。でも、黒くろ川かわのクッキーをもらえて良かった」

　ミルクのそばには数枚ほどクッキーが置かれてある。綺き麗れいな丸や四角でとても美味しそうだった。形も色も小学生が作ったとは思えないような完成度である。

「いいですね……俺はもらえなかったので羨ましいです」

　そう。実は俺、咲さきちゃんからクッキーをもらえなかった。他の児童たちからはもらえたというのに、彼女は俺に渡してくれなかったのである。

　どうやら俺が教室から出ていた時に配っていたらしい……ポジティブに考えるなら、運が悪かっただけだろう。ただ、もしかしたら咲ちゃんが俺にあげたくなかっただけかもしれないと、ネガティブに考えてしまう自分もいる。

　やっぱり調理実習の時、俺が邪魔だったのだろうか。だとしたら申し訳ない気持ちになってくる。

「俺、咲ちゃんに嫌われちゃったのでしょうか」

　つい口に出してしまった悩みに、一之瀬先生はきょとんとした表情を浮かべた。

「ふぇ？　おかしいな……黒川はそんな子じゃないと思うぞ？　ただ単純に忘れているだけだと思うのだっ。あまり気にするな」

「……だとしたら、いいんですけど」

「じゃ、じゃあ……六ろく浦うらにも、一枚……あ、あげる」

「いえ、無理しないで大丈夫ですよ。一之瀬先生がもらったものですから」

　名残惜しそうにではあるが分けようとしてくれたので、気持ちだけを受け取っておいた。

「そ、そうか？　ごめんな……先生、黒川のおかし大好きなんだ。あの子、スイーツショップもやってるだろう？　そこでよくスイーツ買ってるくらいだから」

　優しい先生だけど、食い意地がにじみ出ている部分がなんだか微笑ほほえましい。気を遣ってもらう方が俺としては苦しくなる。

「うひゃぁ……これ、しあわせのあじがするっ」

　クッキーをかじって先生は幸せそうな顔をしていた。その笑顔だけで落ち込んでいた心が癒いやされていく。悩んでいても仕方ないことなので、一いち之の瀬せ先生の言う通りだ。あまり考えすぎないようにしておこう。

「では、明日について色々と確認しておくぞっ」

　それから三十分ほど、明日の社会見学について説明を受けた。俺も引率者の一員として、彼女たちの安全を守る義務がある。色々と先生から教えていただいて、終わった後に帰宅となった。

「今日はありがとうございました。明日もよろしくお願いします」

「うん！　六ろく浦うらも、帰り道は気を付けるようにっ」

　先生とさようならの挨拶を交わして、学校を出て行く。徳とく田だ院いん学園の小等部は原則的に居残りを禁じているため、児童の姿はとても少ない。

　なので、校門付近でぽつんと立っていた彼女は、とても目立っていた。

「あれは……咲さきちゃん？」

　メイドさんが着用しているプリムのような髪飾りは、この学校で咲ちゃん以外がつけているところを見たことがない。

　彼女は後ろに手を組んだ体勢で校門によりかかっていた。誰かを待っているようにも見えるのだが、だいたいの児童はもう帰宅しているのでその可能性は低い。

　何かあったのだろうか。気になったので、早速声をかけてみることに。

「咲ちゃん？　どうしたの？」

　呼びかけたことで彼女も俺に気付いたらしく、こちらに視線を向けてくれた。

「利り孝こう様……用事が、ありまして」

「そうなんだ。でも、学校にはもう誰もいないよ？　あ、一之瀬先生に何かあるとか？　それだったら、すぐに教員室に行けば会えると思うけど」

「……違います。あの、利孝様に……用事が、あります」

「え？　俺？」

　彼女の言葉に、俺はぽかんとしてしまった。まさか彼女の待ち人が俺だとは思っていなかったのである。

「俺に、何かあるの？」

「いえ……大した用事ではないのですが」

　彼女はやはり表情を変えることなく、淡々とした言葉を発していた。俺をジッと見つめたまま、後ろで組んでいた手をほどく。

　そして、差し出してきたのは──包装紙に包まれたクッキーだった。

「良ければ、受け取ってくださると嬉うれしいです」

「……く、くれるの？　本当に？」

「はい。もし、嫌いでなければ」

「いや、もらうよ！　ありがとう……もらえると思ってなかったから、びっくりした」

　驚いた。もらえなかったことを残念に思っていただけに、こうして渡してもらえて本当に嬉しかったのだ。

「教室では渡してもらえなかったから……てっきり、嫌われたのかなって」

「そんなこと、ありませんっ」

　咲さきちゃんはいつもよりやや強い口調で俺の言葉を否定する。

「クッキー……渡せなくて、申し訳ありません。勇気が出ませんでした」

「勇気？」

「はい。実は、利り孝こう様のクッキーだけ……ハートマーク、なので」

「え!?　あ、本当だ！」

　慌てて確認してみると、言われた通り俺のクッキーはハートマークだった。一いち之の瀬せ先生やクラスメイトに配られていたのは丸とか四角だったのに。

「利孝様の分だけ、こんな形にしてしまって……教室では出せませんでした。渡したいとは、思っていたのですが」

「……そうなんだ」

　ハート形のクッキーを作ってくれるとは……もしかして、俺は嫌われていないのでは？

　普通に考えたら、嫌いな相手にハートマークなんて渡さない。

「ですから、嫌いなわけではありません。勘違いはおやめください」

　微かすかにではあるが、彼女は怒っているように見えた。大きな表情の変化はないが、なんとなくそんな気がしたのである。

「ごめんね」

「いえ……ご理解いただけたなら、問題ありません。どうぞお食べください」

　素直に謝ると、彼女は安あん堵どしたように小さく頷うなずいた。あれ？　無表情な女の子だと思ってたけど、少しずつ感じ取れるようになってきた。

　言葉の抑揚も薄く、表情の変化もほとんどない女の子だが、実際はそうでもなかったりするのだろうか……？

「いただきます」

　ともあれ、食べるように促されたのでクッキーを口に入れる。一口サイズのハートマークのクッキーは、サクッとしていて美お味いしかった。あまり甘すぎるというわけでもなく、俺の一番好きな甘さである。

「うん、美味しい……俺が好きな味だ」

　率直な感想が零こぼれ出た。まぁ、褒めても彼女は大して反応しないだろう。

　調理実習の時、家庭科室でもそうだったのだから、今も俺の言葉は聞き流されると思っていた。しかし、咲さきちゃんは──

「良かった、です……」

　──嬉うれしそうに、微笑ほほえんでいた。

「給食の時、利り孝こう様の食べる様子を観察して、好みそうな味を調べておりました。利孝様のお口にあって、良かったです」

　あ、あれ？　さっきと反応が違くない？

　なんというか、彼女についてよく分からなくなってきている。

　家庭科室では落ち着いた雰囲気の子供離れした女の子だと認識したのだが、それは間違っているような感じがした。

「わざわざ、俺のために調べてくれてたの？」

「はい……勝手なことをして、申し訳ありません」

「いや、別に迷惑ってわけじゃないから！　なんていうかさ……さっきも言ったけど、咲ちゃんからあんまり好かれていないと思ってたから。勘違いしてたみたいだよ」

　俺の言葉に、彼女はやっぱり表情を変えない。でも、彼女は少しだけ申し訳なさそうに瞳を揺らした。

「いえ……わたくしは、自分の気持ちや感情を表現するのが、苦手です。利孝様にも、冷たい印象を持たせてしまっていたようで……申し訳ありません」

　そして彼女は、俺の手を握ってくる。強めに握られた手からは、彼女の体温が伝わってきた。




「わたくしは、利孝様のことが大好きです。そこは、勘違いしないでください」




　伝えられた温かい思い。それを受けて、俺は自分の間違いに気づく。

　黒くろ川かわ咲という少女は、何事にも動じない成熟した少女などではなかった。ただ、自分の感情や気持ちを表現するのが苦手な、不器用な女の子だったのである。

「…………うん、分かった」

　今なら分かる。彼女がどうして、ハートマークのクッキーを作ったのか。

　彼女は自分の思いをどうにか俺に伝えようとして、こんな形にしたのではないだろうか。『好き』だという思いが、クッキーには込められている気がした。

　今もそうだ。手を握っているのは、言葉にできない気持ちを俺に伝えようとしているからなのだろう。

　咲ちゃんは無表情ではあっても、無感動な子ではない──そう認識させられた。

「利り孝こう様のためになりたくて、今まで生きてきました。お料理も苦手でしたが、がんばって覚えました。まだまだなので、今でも努力は継続しております。お洗濯とお掃除は、一通りこなせるようになりました……いつか、利孝様のお役に立てると思います」

　俺なりに、彼女の真意を推測してみる。

　咲さきちゃんが宗そう一いちさんの家でメイドさんのようなことをしている理由は、俺の役に立つため？　宗一さんの経営している店を仕切っているのは、料理の修業のため？

　言葉足らずではあるが、たぶんそうなんだろうなと思えた。今の咲ちゃんからは、それくらいの愛情を感じたのである。

「花嫁修業は、十分にこなしております……あとは、利孝様の気が向けば、いつでも準備は整ってますので」

　咲ちゃんは俺を嫌いになったかもしれない。その前提が崩れたことで、俺は彼女に対する分析が全て間違っていたことを理解した。

「いつか、わたくしの『ご主人様』になってくれることを……楽しみにしております」

　──黒くろ川かわ咲という少女は、『子供』だ。

　自分の思いを表現するのが苦手なだけの子供である。

　メイドのようなことをしていたのも、宗一さんの経営しているお店を手伝っているのも、彼女が自立しているからではない。これらは花嫁修業の一環だったのだ。

　そう考えると、咲ちゃんの『合法ロリ』っぽさが薄れていく。成熟しているように見えたが、それは外側だけだ。中身はまだまだ、子供だった。

　そういえば一いち之の瀬せ先生も、調理実習が始まる前に『子供は自分の気持ちを表現するのが苦手』と言っていた。まさしくその通りなんだと、咲ちゃんを見て強く実感した。

　これは……分からないぞ。

　咲ちゃんが合法ロリか否か。第二期組の中では一番合法ロリっぽく思えたのだが、彼女のことを知った上で考えると、本物ロリのようにも思えた。

　うん、分からない。ここで判断を下すのは早計だろう。

　だから俺は、咲ちゃんが合法ロリかどうか、その判断を『保留』することにしたのだ。

　これで第二期組の全員を観察したが、結局簡単に見つけることはできなかった。それは仕方ないことである……まだ出会って日も浅いのだから、まだまだ時間が必要だろう。

　今回は制限時間もないので、試練についてはゆっくり進めていこうと考えている。第一期組の許嫁いいなずけ候補も含めて、みんなことをもっと知っていく必要を感じた。

　ともあれ、咲ちゃんには俺の思いも伝えておこう。言葉にして、きちんと彼女に理解してもらおうと思った。

「ありがとう。咲ちゃんの気持ち、とっても嬉うれしいよ」

　そう言ってみると、彼女は俺の手を更に強く握りしめる。表情に変化こそないが、明らかに喜んでいるのが伝わってきた。

「はい……大好きです」

　彼女の純粋な思いにも、いつか応えてあげたい。でも、彼女が合法ロリか本物ロリか分からない今、それをすることは難しい。

　というわけで、彼女のことをもっと知るためにも、今日は一緒に帰ることにする。

「一緒に帰ろっか。送っていくよ」

「……よろしくお願いします」

　そのまま歩き出すと、彼女は俺の少し後ろをついてきた。

　手は離さないまま、俺たちは無言で足を進める──。
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　金曜日。今日は社会見学の日だ。行先は『ＭＩＮＡＳＥビル』と呼ばれるファッションビルである。主にアパレル関係のショップが集まる商業施設だ。

　経営者は水み無な瀬せみるくちゃんの実親である。一応、みるくちゃんは俺の許嫁いいなずけ候補なので、可能であるなら挨拶をしておきたいと思っていた。

　まぁ、多忙らしいので会えるかどうかは分からないけど。

「六ろく浦うら、担当者に挨拶しに行くぞっ。失礼のないように」

　徳とく田だ院いん学園からバスで一時間くらいだろうか。ＭＩＮＡＳＥビルに到着すると、俺は一いち之の瀬せ先生と一緒に施設の案内をしてくれる方に挨拶を行った。

　応接室と思わしき場所で、俺と一之瀬先生は頭を下げる。

「徳田院学園、小等部教員の一之瀬苺いちごです。見学させていただけることになって、子供たちも喜んでいました。今日はよろしくお願いします」

　俺と話す時は少し幼いところも垣かい間ま見みせる先生だが、こうした場ではきちんと大人っぽくなるみたいだ。こういうところを見ると、先生が子供じゃないのだと認識させられる。

「実習生の六ろく浦うら利り孝こうです。よろしくお願いします」

　先生に続いて挨拶をした後、俺は気になっていたことを担当者に問いかけた。

「あの……水み無な瀬せさんは、今日はご不在なのでしょうか」

　みるくちゃんの実のお父さんがいるのかどうか聞いたのである。

「社長の水無瀬ですね？　水無瀬はこれから商談がありまして、こちらには伺えないと聞いております」

「そうですか……ありがとうございます」

　いるにはいるが、会うことはできないらしい。そのことを残念に思っていた時だった。

　コンコンコン、と応接室のドアがノックされる。視線を向けると同時に扉は開き、姿を現したのは──スーツ姿のビジネスマンだった。

　髪の毛をオールバックにしており、フレームが細い眼鏡を着用している男性である。見た目はなんというか、インテリヤクザのような感じだった。

「失礼。徳とく田だ院いん学園の方がいらっしゃると聞いたのだが」

　その人の登場に、見学の担当者は慌てて立ち上がった。

「社長！　商談があったのでは……」

　なんと。この方がＭＩＮＡＳＥの社長──つまり、水無瀬みるくちゃんの実の父親みたいだ。

「少し時間ができたので挨拶に伺った……こちらがそうだな？」

「はい。徳田院学園の小等部からいらっしゃった、一いち之の瀬せ様と六浦様です」

　紹介されたので、俺と一之瀬先生も立ち上がって頭を下げる。

「教員の一之瀬です。今日はありがとうございます」

「いえ……先生にはみるくがお世話になっているようで、こちらこそありがとうございます。私は水無瀬充みつると申します」

　みるくちゃんのお父さん──充さんは、初めに一之瀬先生と挨拶を交わす。しっかりと名刺を渡した後に、今度は俺にも名刺を差し出してきた。

「初めまして、実習生の六浦利孝です」

「ほう……君が例の六浦利孝君か。初めまして」

　実親なのだから、許嫁いいなずけ候補の話も聞いているのだろう。俺の名前を聞いて、充さんは目を細くする。何かを見定めるような目つきだった。

「君にも、うちのみるくがお世話になっているそうじゃないか」

　その視線を真正面から受け止めて、悪印象を持たれないように言葉を返す。

「みるくちゃんには、こちらこそお世話になっています」

「そうかね？　では、みるくのことは君に任せても良いということかな？」

「ええ、もちろんです。彼女のことはお任せください」

　揺るぎない思いを言葉に込める。あの子たちとは生活を共にしているのだ……責任は持つつもりである。みるくちゃんのことはもちろん、任せてほしかった。

「なるほど。いい目をしている……大だい五ご郎ろうさんが後継に選んだ理由も分かるな」

　俺の目を見ていた充みつるさんは、何かを理解したように小さく頷うなずいた。見定められていたと思うのだが、たったこれだけのやり取りでこの人は俺の人格を把握したみたいである。

　さすがはみるくちゃんの父親だと思った。この人も、俺の理解できる範はん疇ちゆうを超えている。

　あまり失態は見せないためにも、余計なことは言わないでおこう。そう考えて口をつぐんでいると、再びドアがノックされた。

　顔を出したのは、見た目は爽やかなサラリーマン風の男性である。ただ、実際はまったく爽やかなどではなく、徹底的な実利主義を掲げている人間だった。

「入るよ。水み無な瀬せ、商談の時間はすぎているようだけど？」

「徳とく田だ院いん宗そう一いち……今は客人に挨拶をしているところだ。邪魔をするな」

　そう。現れたのは、徳田院大五郎の実子である徳田院宗一だった。第二期組の義父でもあるこの人が、水無瀬充さんの商談相手だったらしい。

　二人はアパレル業界で競り合う企業の社長同士である。ライバル関係ではあるものの、ビジネスを行う機会もあるみたいだ。それにしてはお互いにくだけた間柄みたいだけど。

「時間は厳守してくれよ。僕は暇じゃないんだぜ？」

「……すぐに行く。先生、申し訳ありません。私はこれで失礼します……六ろく浦うら利り孝こう君、何かあればいつでも連絡してくれ」

　充さんはそう言ってから応接室を出て行く。それに続いて、宗一さんも部屋から出て行った。

「六浦君、後で時間があったら話そうじゃないか」

　去り際にそんなことを言って、爽やかな笑顔を向けてくる。だが相変わらず目は笑っていなかった。

「……時間があれば」

　本当は嫌だが、仕方ない。頷くと、宗一さんはひらひらと手を振って出て行った。

「そういえばみるく君の件は考えてくれたかい？　悪くない話だと思うけど」

「その話はまた後にしろ」

　去り際、ふとこんな会話が聞こえてきた。聞き覚えのある名前が耳に入って、俺は首を傾かしげてしまう。

　どうして宗一さんの口からみるくちゃんの名前が出てくるのだろうか。この前はみるくちゃんのことを『最も価値がない』と断言していたのに、あの人が気にかける理由が分からなかった。

　まぁ……もう二人はいなくなったので、考えたところでしょうがない。

　ともあれ、これで挨拶は終わりである。

「では、施設の案内をさせていただきます。子供たちと一緒に、御お二ふた方かたもどうぞお楽しみください」

　そして、社会見学が始まった。







　ＭＩＮＡＳＥビルは、衣類や雑貨などアパレル関係のショップが集まった施設である。おしゃれに興味の出てくる年頃な小学六年生の女子にとって、ここは楽しい場所みたいだった。

　みんなわいわいと騒いでいる。もちろん、俺の許嫁いいなずけ候補の八人も楽しそうだった。

「すっごーい☆　セクシーなおよーふくいっぱいあるし♪」

「は、白衣専門ショップだって……!?　この世にそんな場所が存在してたとは、知らなかったよっ」

「ええ……あちらに、メイド服のお店もありました。後日、また来ようと思います」

「ふっ……わらわの第三形態に相応ふさわしい衣装がありそうだっ」

　八や重えちゃん、ありすちゃん、咲さきちゃん、花はな子こちゃんが楽しそうにお話している。その隣では、第一期組の四人が言葉を交わしていた。

「べ、別世界じゃな……わしのような引きこもり予備軍には眩まぶしすぎる場所じゃ」

「でも、くずくずだって楽しいくせに～っ。さっき、はしゃいでたの見たもんっ」

「ルナも……たのしかったです。でも、いっぱいありすぎて、えらべない」

「そうね。こんなにあると目移りしちゃうわ……りっくんを悩殺できる洋服はどれかしら」

　こちらの四人も賑にぎやかである。やっぱり女の子だ……おしゃれは好きなのだろう。

　そんな八人を見ていると、頬ほおが緩んだ。相変わらずかわいくて癒いやされる。

　午前中は各ショップの見学とか、店員さんの話などを聞いた。その後は飲食できるスペースでお昼休憩をとった後、午後に自由時間となる。

　この間だったらどのお店に行っても良いとのことだった。児童たちは大はしゃぎでビル内を巡っている。

　普段と違って他のお客さんがいないので、児童たちものびのびしていた。平日の昼間を丸ごと貸し切りにしてくれた水み無な瀬せ充みつるさんはとても懐が大きい人なのだろう。

　さて、俺はどうしよう？　一いち之の瀬せ先生などの教員は集合場所で待機するようで、俺は自由にしていいと言われていた。

　自由にしていいと言われてもなぁ……ここはファッションビルだけど、ターゲット層は女性に絞っているみたいで、男性の俺には異次元の空間である。

　店員さんも女性ばかりだ。ここで会った男性と言えば、水み無な瀬せ充みつるさんと徳とく田だ院いん宗そう一いちさんくらいである。

「あれっ？　お兄ちゃん、もしかしてひま？　わたしに付き合ってくれたりするのっ？」

　休憩スペースでぼんやりしていると、水無瀬みるくちゃんに見つかってしまった。

「暇ってわけじゃないけど……付き合うのはぜんぜんオッケーだよ」

　ありのままに現状を伝えると、彼女はキラキラと目を輝かせた。

「にゃはっ！　だったら、いっしょにあそぼっ？」

「いいの？　邪魔にならないなら、喜んで」

　これは嬉うれしい誘いである。頷うなずくと、彼女は無邪気に笑った。

「やったー！　じゃあ、何しよっかな～……ちょっと待っててねっ。みんなも呼んで相談してくる！」

　そして今度は勢いよく走り出してしまった。はしゃいでるなぁ……みるくちゃんにとって、ここは実の親が経営している会社だから、きっと何度も来た場所だろう。だが、みんなと一緒に来れたことを彼女は喜んでいるみたいだ。

　子供たちが嬉しそうにしているのを見るのは好きだ。ああいうところを見ると、微笑ほほえましくて胸が温かくなる。

　ただ、ああいうところが合法ロリに見えないので厄介でもあった。大人っぽさを感じる時とギャップが激しい。そのせいで余計に分からなくなるのだ。

「……って、長いな」

　だいたい十分くらいだろうか。みるくちゃんはまだ来ない……ずっと待ちぼうけをくらっていた。

　いつまで待てばいいんだろう？　時間はまだあるので待たされることは構わないのだが、なんだかそわそわしてしまう。

「お兄ちゃんっ。ごめんね、待たせちゃった！」

　そこでようやく、みるくちゃんが戻ってきてくれた。走ったせいか息も切れている。結構な距離を移動してたみたいだ。

「遅かったね。みんなとは相談した？」

「うん！　相談して、やることも決まったよ！　その準備で時間かかっちゃったのっ」

　みるくちゃんは元気よく頷いた後、俺の手をぐいっと引っ張ってきた。

「お兄ちゃん、行こっ。みんな待ってるから！」

「ちょっ、待って……どこ行くの？　あと、何をやるのか聞いてもいい？」

「ないしょだよーん。着いてからのお楽しみ！」

　俺の質問は一蹴されて、彼女はぐいぐいと歩みを進める。手を引っ張られているので、俺も彼女の後ろを追いかけることになった。

　フロアを歩き、エレベーターに乗って、ビルの上あたりの階層に到着する。

　そこに設置されていたのは『撮影スタジオ』だった。

　ＭＩＮＡＳＥビルでは自社の製品をこのスタジオで撮影しているとさっき聞いた。ここで彼女たちは何かをやるみたいだ。

「あのねあのねっ、こっち座っててよ？　絶対だよっ？　動いたらダメだからね！」

　そう言ってみるくちゃんは、スタジオの前に用意されたベンチに俺を座らせた。

「な、何やるの？　意味不明なんだけど……」

「いいから！　お兄ちゃん、絶対に動いたらダメだよっ。もうちょっと待ってて！」

　やっぱり俺の質問は許可されず、彼女はまたしても姿を消す。今度はスタジオの裏に消えていった。

「……どういうことなんだろう」

　少しでも情報を探るべく、周囲の様子を観察してみる。撮影スタジオというだけあって、カメラや照明などの機材は多い。その他に目立っているのは──スタジオに設置された備品だろうか。

「どうぶつえん？」

　スタジオには『どうぶつえん』と書かれたパネルがある。背景も自然っぽい感じのもので、スタジオ内には草や木の模型があった。

　たとえるなら『お遊戯会の舞台』だろうか……こんなスタジオで撮影する製品があるのだろうか。それはそれで、少し気になるところである。

　さて、みんなはいったい何をやっているのだろう？　周囲を観察しても特に何も分からなかったので、みるくちゃんに言われた通り大人しく待っていた。

　それから更に数分くらいだろうか。ようやく、みるくちゃんがスタジオの裏から戻ってきてくれた。

「にゃんにゃん♪　ようこそ、ここは『ＪＳどーぶつえん』だにゃん！」

「えぇ……どういうこと!?」

　まず、その恰かつ好こうに驚いた。猫耳、猫尻尾……服装も猫みたいになっており、今の彼女はまさしく『にゃんこ』である。

　次に彼女の発言に驚いた。『ＪＳどーぶつえん』って何!?

「にゃははっ。スタジオの衣装借りていいって言われたから、せっかくだしお兄ちゃんにお披ひ露ろ目めしてあげることにしたんだにゃん♪　コンセプトは『動物園』でーす！　では、お次のどーぶつですにゃん！」

　猫のようなかわいいポーズをあざとくとった後、みるくちゃんが声を上げる。ここから続々と彼女たちが登場していった。

　二人目は夜や久く野の八や重えちゃん。

「ガオー☆　りこーのこと、たべちゃうしっ」

　……彼女はライオン？　いや、豹ひようか？　そっち系の動物らしくて、あと露出が多かった。セクシーな感じで、目線のやり場に困る。

「んっ。せんせぇ、みて……うさぎさん！　ルナ、うさぎさんですっ。ぴょんぴょん」

　三人面は鳴なる海みルナちゃん。彼女はうさぎさんになってぴょんぴょん跳ねていた。うさぎっていうか……それ、バニーガールでは？　まぁ、本人は満足しているようで、興奮しているのかいつもより動きが機敏である。

「ふっ、わ、わらわの色香に惑われるいいぃ……って、やっぱり無理です！　この恰かつ好こう、ほとんどパンツ見えちゃってますよっ」

　四人目は田た中なか花はな子こちゃん。こうもりだ……けど、こっちもセクシー路線である。最初こそカミラちゃん状態を維持していた彼女だが、やっぱり恥ずかしいらしく顔を真っ赤にしていた。

「……ねぇ、りっくん。たぬきの鳴き声って何かしら？　たぬたぬ？」

　五人目は入いり江え梨り恵えちゃん。たぬきの恰好が褐色の肌とマッチしていて似合っている……だが、白いおへそも出ていて、そのギャップがなんだかセクシーだった。この子も目のやり場に困るなぁ。

「わんわん……利り孝こう様、どうでしょうか？　似合っておりますか？」

　六人目は黒くろ川かわ咲さきちゃん。こっちは犬の恰好をしていた。首輪とリードまでついている……ねぇ、咲ちゃん？　どうしてそのリードを無言で俺に渡すの？　困ります。

「うっきー！　なんでわしは猿なんじゃ……ネタ枠か!?　こんな引きこもり予備軍に肌色の多い恰好をさせるとか、もはやいじめじゃろっ」

　七人目は[image: ]つじ[image: ]くず葉はちゃん。猿みたいに顔を真っ赤にしてウッキッキーしている。恥ずかしそうだけど、本心では楽しんでそうだった。

「ぼくは鳥！　新たな可能性という卵を産む鳥さっ。どうだい、利孝くん？　天才発明家のぼくにはふさわしい動物だよね！　さっき水み無な瀬せさんにそう言われたんだよっ」

　最後はあやのありすちゃん。彼女は鳥みたいな恰好で羽根をバサバサしていた。みるくちゃんに乗せられてるなぁ……鳥とはいっても、鶏は散歩歩いたら全部忘れると言われていたはず。あんまり知的なイメージはないんだけど、まぁかわいいのでいっか。

　これで八人全員が登場したわけである。様々な動物がいるこの場は、まさしく女子小学生の動物園だった。

　なるほど、これを準備していたから時間がかっていたようだ。長い時間待たされたけど、それくらいの価値はある光景である。

「みんな、かわいいよ」

　お世辞や身内びいきを抜きにしてもかわいい。そう断言できるくらい、今の彼女たちはかわいくてしょうがなかった。

「『ＪＳどーぶつえん』へようこそ！　誰をもふもふしますかっ？」

　みんな揃そろったところで、みるくちゃんがそんなことを口にする。それに便乗するように、みんながにじり寄ってきた。

「りこー、やえをもふもふしていーよ☆」

「んっ。せんせぇ、ルナもおねがいします」

「利り孝こうくん、この金の卵を産む鳥に触ったら御利益あるよ！」

「じゃあ、今度は私がりっくんのことをもふもふしてあげるわ」

「下僕っ。せめてわらわを触れ！　じゃないと、恥ずかしい思いをした甲か斐いがないですっ」

「利孝……触りたいなら、触っても良いのじゃ。猿の毛並みもなかなかじゃぞ？」

「……利孝様、どうぞご自由にわたくしの体を使ってくださいませ」

　積極的な彼女たちに対して、俺の方はたじたじだった。

「『ＪＳどーぶつえん』って……み、みんなはそもそも、合法ロリだって言ってなかったっけ？」

　合法ロリであるなら女子小学生ではなくなると思う。

「にゃん？　今日は小学生になりたい気分だったんだにゃん♪」

「ガオー☆　りこー、はずかしがっててかわいー！」

　一歩後退しても、逆に彼女たちの方から一歩詰め寄ってくる。逃げ場など最初からなかったのだ……。

「せんせぇ、ルナたちのこと……いっぱい、なでなでして？」

　それからしばらくの間、動物のコスプレをした小学生にわちゃわちゃされた。恥ずかしかったのだが、彼女たちに囲まれたこの時間はなんだかんだ楽しかった。

　癒いやされるなぁ……こうやってみんなと笑い合えるようになれて良かった。俺と一緒にいることを楽しんでくれてるみたいで、それが俺にとっても嬉うれしかった。

　これからもこんな毎日が待っているはず。そう考えると、徳とく田だ院いんの試練を受けたことを良かったと思えた──。







　しばらく撮影会などを行ってから、ＪＳどーぶつえんは閉園となった。そろそろ自由時間も終わるので、みんなは着替えに行っている。

　とはいえ、時間的にそこまで慌てる必要はないので、俺はのんびりとみんなのことを待っていた。着替えに利用している控室の近くで行き交う人を眺めていた時である。

「利孝様……少し、よろしいですか？」

　着替え終わった咲さきちゃんが俺に呼びかけてきた。

「よければ、控室に来ていただけませんか？　皆さま、お待ちしておりますので」

「え？　何か用事でもあるの？」

「はい。聞きたいことがありまして」

「そうなんだ。うん、分かった」

　俺に何かあるみたいだ。少しだが時間もまだあるので、咲さきちゃんについていく。控室の中に入って、まず気付いたのは第一期組の許嫁いいなずけ候補がいないことだった。

「あれ？　ルナちゃんたちは？」

「先に戻るって言ってたよ。まぁ、ぼくたちに気を遣ってくれたのだろうけど」

　第二期組の彼女たちの邪魔にならないように、ということなのだろうか。だとしたら、いったいどんな話をされるのだろう。

　着替え終わった第二期組の四人は、心なしかさっきより元気がないようにも見えた。

「みんな、どうしたの？」

　問いかけると、口を開いたのは夜や久く野の八や重えちゃんだった。

「りこー……あのね、やえたちのことおよめさんにしてくれる？」

　その質問自体は、今まで何度もされたものである。だが、いつもだったらもっと明るいというか、無邪気に発言する八重ちゃんが、しんみりした表情をしていた。

　ふざけた回答はできない雰囲気である。なんとなく俺も姿勢を正してから、真面目な言葉を彼女に伝えた。

「みんなの気持ちは、理解してる。好きって言ってくれてとっても嬉うれしいよ……でも、誰が小学生なのか分からないから、俺には誰も選びようがないんだ」

　かわいくても、やっぱり小学生と結婚することはできない。四人の中に合法ロリはいるのだろうが、誰が合法ロリかはっきりするまで、許嫁を選ぶつもりはなかった。

「だから、まだみんなの気持ちに応えることはできなくて……ごめんね」

　こればっかりは謝ることしかできない。申し訳ない気持ちでいっぱいである。

「下僕……選んでくれたら、わらわは何でもしてやるぞ。そなたが望むことなら何でもやる……それでも、ダメか？」

　花はな子こちゃんもなんだか神妙な様子で、まるで懇願するようにそんなことを言っていた。

　更には、他の子まで似たようなことを言い始める。

「ぼくも、利り孝こうくんのためならなんだって犠牲にできる。それくらい、君のことが好きなんだ。この思いを証明することはできないけど、本当に……大好きなんだよ」

「やえね、りこーのためだったら、えっち？なこともしていいよっ。おとこのひとって、そういうことすきなんでしょっ」

「わたくしの気持ちは、上う手まく言葉にできないのですが……ただ、隣にいさせてくれると、嬉しいです。それだけで幸せになれますし、幸せにしてみせます」

　痛いほどに、彼女たちの『大好き』という思いが伝わってくる言葉だった。気持ちはものすごく嬉うれしい。それは本当だ。

　でも、やっぱり──まだみんなのことを理解していないのに、誰かを許嫁いいなずけにすることなんてできない。みんなの思いを理解しているからこそ、中途半端な気持ちで許嫁を選びたくなどなかったのだ。

「ごめん……今はまだ、選ぶことはできないよ」

　せめて、誠実でありたい。そう思って俺は、彼女たちの目を見ながら言葉を返した。はぐらかしたり、とぼけたりはしない。みんなの気持ちは理解しているのだから。

　そんな俺の思いは、彼女たちにも伝わっているようだった。

「……そうなんだ。だったら、仕方ないね……うん、こればっかりはどうしようもない」

　ありすちゃんが苦笑しながら息をつく。

　次いで、八や重えちゃんが俺の腰元にしがみついてきた。

「りこーのきもち、わかった！　ごめんねっ……だいすきだよ、りこー」

　……やっぱり、さっきと様子が違う。明らかに元気がない。そんな寂さみしそうに言われると、胸が痛くなった。

「ふっ。これもまた、宿命か……六ろく浦うらさん、困らせるようなことを言ってしまって、ごめんなさい」

「利り孝こう様は……悪くありません。こちらこそ、申し訳ありません」

　花はな子こちゃんと咲さきちゃんには謝られてしまった。様子がおかしい……さっきまであんなに楽しそうだったのに、いったいどんな心境の変化があったのだろう。

　そのことが気になったが、質問することを彼女たちが許さなかった。

「にひひっ☆　りこー、そろそろもどろっ。しゅーごーじかんだし！」

　空元気にも見えるくらい急にテンションの上がった八重ちゃんが、俺を引っ張って控室の外に連れ出した。

「遅刻したら入いり江えさんに何か言われちゃうし、早く行こうか。ぼくは彼女に口くち喧げん嘩かで勝てないんだよ……なんでだろう」

「今日は少しはしゃいでしまいましたね……ですが、楽しかったです」

「ふっ。わらわの趣向に合った衣装を見つけることもできた……後日また来るとしよう」

　みんなも先程までの神妙な様子は消して、俺の後ろからついてくる。すっかりいつも通りに戻っていたけど、俺にはみんながどこか無理をしているように感じた。

「あ、利孝くん？　明日、少し時間あるかな？　話したいことがあって……休日だけど、学校に来てほしい」

「それはいいけど、用事でもあるの？」

「それは秘密さ。明日になってからの、お楽しみということで」

　ありすちゃんはそう言って笑おうとしていたが、頬ほおが引きつってうまく笑えていなかった。やっぱり何か変である。

　……これは、俺の知らない何かがありそうだ。先程の寂さみしそうな表情がいつまで経たっても忘れられそうになかった。

　こういう表情は好きじゃない。彼女たちには笑っていてほしい。だから、その原因について探る必要性がある。

　ちょうどこの後、宗そう一いちさんが話をしようと言っていた。第二期組の事情についてはあの人に聞けばいいだろう。







「やぁやぁ、待たせてすまないね。商談が長引いてしまったよ」

　社会見学を終えた後のこと。俺はみんなと一緒に学校には帰らず、近くの喫茶店で宗一さんの到着を待っていた。

　宗一さんは水み無な瀬せ充みつるさんとずっと話し込んでいたみたいで、ようやく会えたのは夕方になってからである。

「ふぅ、疲れたよ。水無瀬には悪くない話を持ちかけてやってるのに、首を縦に振らなくてね……ああいう思い通りにならない人間は嫌いだよ。やれやれ」

「そうですか」

　愚痴のように呟つぶやいているが、興味はないので適当に聞き流す。宗一さんも返答は求めていなかったようで、店員さんにコーヒーを注文していた。

「君の分も僕が払っておこう。こう見えてケチではないんだ。君への出費は投資とも考えられるし、遠慮はしないでくれ」

「……ありがとうございます」

　このままだと雑談が始まってしまいそうな雰囲気だったので、俺の方から本題について切り出すことにした。

「宗一さん、聞きたいことがあります……あなたの娘さんたちについてです」

「なんだい？　もしかして、誰を許嫁いいなずけにするのか決定したとか？　それなら僕にとっても嬉うれしい話だねぇ……君と親子になれるわけか」

「違います」

　相変わらず、人の話を聞いているようでまったく聞いていない人である。多少強引にではあるが、俺は彼女たちの様子がおかしかったことを報告した。

「先程、『明日学校で話がある』と言われました。どんな話かは教えてくれなかったのですが……その様子が、寂しそうだったので気になっているんです」

　脳裏に浮かぶのは、彼女たちの無理をした笑顔。あれでは、まるで──

「お別れを言うかのような、そんな様子でした」

　そう。まるで、もう二度と会えなくなるかのような雰囲気を彼女たちから感じたのである。

「何か、俺に隠している事情などありませんか？」

　俺の問いかけに、宗そう一いちさんは飄ひよう々ひようと笑いながらこんなことを言った。

「隠していることはないよ。ただ、伝えていない情報ならあるね」

「っ……それは、なんですか」

「別に、君には関係ないことだけどねぇ……まぁ、伝えておこうか。実は、彼女たちには君の許嫁いいなずけ候補になる代わりに、ある条件を課してるんだ」

　条件。その言葉を聞いて悪い予感を覚えた。無意識に拳を握り込むくらいに、何か気持ち悪い感覚を抱いたのである。

「条件とは、なんですか？　もったいぶらないで、教えてください」

　苛いら立だちを言葉に込めても、宗一さんは態度を変えない。俺を焦らすようにコーヒーをゆっくりと飲んでから、ようやく条件について口にした。

「大した話でもないさ。ただ、君の許嫁候補になる代わりに──一週間で選ばれなかった子には、転校してもらうことになっている」

「転校!?」

　やっぱり……悪い予感は、残念なことに的中してしまったようだ。

「なんで、転校なんてっ」

「一週間あればある程度の人となりが理解できるだろ？　その上で許嫁に選ばれなかったってことは、それは許嫁になれる見込みがないってことになるからね」

　転校する。その情報を知った上で考えると、先程彼女たちが寂さみしそうにしていた理由も理解できた。

　本当にお別れになるから、みんなは落ち込んでいたのである。今日も楽しい一日だったし、なおさらお別れになることが心細くなったのだろう。

「……いや、それはおかしいです。一週間で彼女たちの全てを理解できるわけがないでしょう？　あの子たちはそんなに浅い人間じゃない……転校はやめてください」

「え？　なんで？」

　俺の訴えを、宗一さんは肩をすくめて一蹴する。

「君の許嫁になれないのなら、あの子たちを学園に留とどめておく理由がない。そもそも、僕は彼女たちが学園に通うこと自体反対だったんだ。あの子たちは天才だ……その才能は、学校という狭い世界では発揮できない。彼女たちには、世界に羽ばたいてもらわなければならないのだよ」

　そして語られるのは、宗一さんの自分勝手な未来設計図だった。

「八や重え君は日本ではなく、海外でモデル活動をしてもらうつもりさ。彼女の容姿なら素晴らしい評価を得られるだろう。ありす君は言わずもがな、発明に時間を割いてもらいたいものだね。花はな子こ君にはもっとたくさんの小説を書いてもらわなければならない。あの子なら直木賞だけではなく、芥あくた川がわ賞だって……いや、ノーベル文学賞だって狙えるのに、勿もつ体たいないよ。咲さき君には僕の会社の料理部門を統括してもらいたい。あの子の料理は、世界でもトップレベルだっ」

　聞いてもないのに、耳を塞ぎたくなるような説明が更に続く。

「そういうわけで、八重君とありす君には海外に飛んでもらわないといけないね。花子君は感性を磨いてもらうために文学に強い学校に通ってもらうのもいいかもしれない。咲君には料理系の学校で、更に専門の分野を学んでもらおうかな」

　興奮したように早口で語られるその言葉に、俺は表情を歪ゆがめる。

「……宗そう一いちさんの勝手で、あの子たちの人生を決めるのは間違いでしょう」

　それは、俺が一番に忌避する思想だからだ。立場が弱い子供を言いなりにすることに何よりも嫌悪感を抱いてしまう。

　子供たちは物じゃない。子供たちだって、一人の人間だ。その人生は他人に決められていいはずがない……たとえ親であっても、だ。

「あはは。面白いことを言うねぇ、君は。笑っちゃうよ」

　だが、俺の言葉を宗一さんは嘲あざ笑わらう。

「前にも言っただろう？　子供を育てるのにはコストがかかる……リターンがなければ、子育てはただの損失じゃないか。残念ながら、君の言葉は受け入れられないねぇ」

　この人には俺の言葉がまったく通じていなかった。

「君の思考は相変わらず理解できなくて興味深いなぁ……だからこそ、君には魅力を感じるよ。父さんが次期当主候補に選ぶ理由も分かるというものだ。君には、僕や父さんにはない『人徳』があるね」

「……そんなこと、今はどうでもいいです」

「おっと。冷たいことを言うのはやめてくれよ。君には嫌われたくないんだ……六ろく浦うら君、もし君が望むなら、彼女たちの転校を取り止やめにしてやってもいいよ？」

　転校を取り止めにする……か。もちろん俺にとっては嬉うれしい言葉だが、宗一さんがそんな優しいことを言う人間じゃないことは理解している。

　きっと、何か条件があるはずだ。ぬか喜びせずにその言葉を待った。

「その代わり──君がほしい。君という人間を、僕の手元に置いておきたい」

　……ほら。やっぱり、そうだ。

「悪いことは言わない。僕の娘の中から許嫁いいなずけを選んで、僕の物になれ……悪い扱いはしないぜ？　この世の蜜を君に与えるよ」

「…………」

　あまりの言葉に何も言えなくなる。胸むな糞くそ悪い感情に、思考が真っ白になりかけていた。

　しかし宗そう一いちさんは止まらない。

「あ、そういえば君は徳とく田だ院いんの当主になりたいんだったね。それならなおさら、僕の物になれ。父さんには秘密で、誰が合法ロリか教えてあげよう。そうすれば君は試練を突破して、晴れて徳田院の当主だ。当主になるのが面倒なら、合法ロリじゃない子を選べばいいね。誰でもいいよ？　どれも大差ないし、外見で選ぶといい」

　──もう、我慢の限界だった。

「やめろ」

　子供たちの前では絶対に発することができない声が出る。視線は無意識のうちに鋭くなり、いつの間にか宗一さんを睨にらみつけていた。

「これ以上、あの子たちの気持ちを侮辱するな」

　唾棄するように言葉をぶつける。それくらい、感情が荒れている。

　みんな、俺なんていう人間を大好きと言ってくれた。その気持ちは本物である……だというのに、そんな気持ちを無視して、まるで自身の所有物であるかのように語る宗一さんが、俺には許せなかった。

　子供をなんだと思っている？　この人はまるで『消費物』のようにあの子たちを扱っていた。

「おやおや、怖いねぇ……残念ながら、話は平行線みたいだ」

　それでもやっぱり、宗一さんはまともに取り合ってくれない。俺の感情は無視して、爽やかに笑うのみだった。

「気が変わったらいつでも連絡してくれよ。そうでないなら、君はあの子たちとお別れさ……やれやれ、ようやくお遊戯会が終わるよ。君をダシに養子にできたはいいものの、十分なリターンがなくてもやもやしてたんだ。彼女たちには、これからしっかり僕の役に立ってもらわないと」

「──っ！」

　息が詰まる。目の前の人物が発する邪悪さに、吐き気がこみあげるほどだ。

　この人は嫌いだ。じいさんより何倍も胸糞悪い……『徳田院の成れの果て』とは、よく言ったものだ。

　こんな人間は、教育者になんてなれないだろう。

「では、忙しいのでそろそろ失礼するよ。お代は僕が出しておくから、君は気が済むまでここにいてくれ。それでは、またいつか……機会があったら、会おうじゃないか」

　怒りに何も言えなくなっていたところで、宗一さんは席を立つ。伝票をひらひらと振って去り行く背中を、俺は睨みつけることしかできなかった。

　認識が甘かった……今回、試練では許嫁いいなずけ候補が増えたものの、制限時間がないので気が緩んでいた。あの徳とく田だ院いんの人間が、生ぬるい試練を用意するはずがないのだ。

　今回、制限時間が課されていたのは俺じゃない。第二期組の許嫁候補である四人に制限時間があったのである。

　……思えば、彼女たちのアピールは少し過激だった。第二期組の許嫁候補になったその日にはいきなりパンツを見せようとしてきたくらいである……。

　俺を誘惑するような言動は、一週間しかなかったからだろう。今考えると、彼女たちも焦っていたようにも見える。

　さっきは特にそうだった。『何でもするから、お嫁さんにしてください』なんて懇願するような言葉は、彼女たちの『別れたくない』という思いの表れだろう。

　でも、それに対して俺は何ができる？　宗そう一いちさんの決定を覆すためには、宗一さんの言う通り第二期組の中から許嫁を選ぶしかない。

　だが、そうすると第一期組を裏切ることになる……それは、ダメだ。

「くそっ」

　八方ふさがりだった。突然の事態に、俺自身困惑しているようにも思える。

　今はダメだ……いくら考えたところで、いい案が思いつきそうにない。

　落ち着け。時間はまだある……大丈夫だ、第二期組に課せられた制限時間は『一週間』と言っていた。

　まだ、土曜日と日曜日がある。その間に何か思いつけばいい……いや、思いつかなければならない。なんとしてでも彼女たちの転校を阻止する。それも、誰もが納得できて、幸せになるような案が必要だった。

　だから、まずは落ち着こう。家に帰って、みんなといつも通りの時間を過ごそう。それで冷静になってから、ゆっくり対策を考えればいい。

　今日は楽しかった。みんなも楽しそうだった。こんな毎日を守りたい。

「あの子たちの幸せを……守るんだっ」

　そう自分自身に言い聞かせて、俺は重い腰を上げるのだった──。
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「……ただいまー」

　何事もなかったように、いつも通りを意識していたつもりだった。

「……？　りっくん、どうしたの？　元気がないようだけれど」

　しかし一瞬でばれた。帰ってすぐ、顔を合わせた梨り恵えちゃんに心配そうな顔をされてしまう。それは他の子たちも同じだった。

「お兄ちゃん、何かあったよね？　顔見たら、分かるもん」

「利り孝こう……わしらじゃ頼りないかもしれんが、できる限り力になるのじゃ話してほしい」

「ん……せんせぇ？　ルナが、ぎゅーってする？」

　すぐに駆けよってくれた四人に、俺は弱々しく笑い返すことしかできなかった。

　彼女たちには隠しごとなんてできないみたいだ。一緒に住んでいるのだから、様子がおかしいことくらい察知しちゃうか。

　ただでさえ感受性の高い年頃なのである……隠せると思っていたことがそもそも間違いだったのだろう。

「実は──」

　だから俺は、素直に事情を話した。

　第二期組の子たちに実は制限時間があったこと。このまま転校してしまうかもしれないこと。宗そう一いちさんが考えを曲げないこと──それらを、しっかりと告げたのである。

　仕方なく、というわけではない……もしかしたら俺は、彼女たちに聞いてもらいたかったのかもしれない。

　それくらい、今は追い込まれていたのだから。

「ダメ！　そんなの、イヤだよっ」

　俺の言葉を聞いて、まっさきに声を上げたのは水み無な瀬せみるくちゃんだった。

「辛つらいよ……こんな形で、終わりになるなんてダメだもんっ。このままお別れになったら……イヤだよ」

　泣きそうな顔で彼女は首を振っていた。もしかしたら、第二期組の子たちに自分を重ね合わせているのかもしれない。

　もし彼女が第二期組の立場だったら……こういう形でお別れになるのは、辛くて苦しい。だからダメだと、彼女は言っているのだろう。

「せんせぇ？　ルナね……さっちゃんたちと、もっとあそびたいです」

　ルナちゃんも、拙いながらに一生懸命言葉を発する。彼女なりに、第二期組の転校について思うところがあるらしい。俺の袖を掴つかんで、ジッとこちらを見上げていた。

「うん……そうだね」

　でも、その瞳から俺は視線をそらしてしまう。ルナちゃんの気持ちは分かってる……しかし、彼女たちの転校を防ぐ手段が俺には思いつかない。

　どうすればいいのか、分からないのだ。

「りっくん。こっちを見て」

　そんな俺の迷いに気付いたのか、梨り恵えちゃんが柔らかい言葉を紡ぐ。言われるままにそちらを振り向くと、彼女が優しく微笑ほほえみかけてきた。

「私は、あなたを信じてるわ……りっくんなら、大丈夫よ」

　ただ、それだけを彼女は口にする。詳細は何も言っていないけど、なんとなく言いたいことが伝わってくる言葉だった。

　俺が不安を抱いていることも彼女は察知している。だからこの子は大丈夫と口にしているのだろう。思わず、目頭が熱くなった。

「……そう、かな」

　なんというか、今のセリフは少し効いた。自己評価が低い俺の代わりに、彼女が俺を肯定してくれているみたいだった……とても、勇気が出てくる言葉である。

「利り孝こうっ。わしにとってあやつらはライバルじゃ。でも、利孝を……す、好きな気持ちは、変わらないじゃろう。こんな形で、勝負が決着するのは不本意じゃからなっ」

　そして、[image: ]くず葉はちゃんがダメ押しで俺を励ましてくれた。とてもうぶなくせに、面と向かって『好き』って言うなんて……俺のためにがんばってくれたのだろう。

　それを思うと、胸が温かくなった。

　どうやら俺は弱気になっていたみたいだ。彼女たちの言葉で、どうにか持ち直すことができそうである。

「みんな……ありがとう」

　俺が弱気になってどうする！　しっかりしろっ。

　自分より年下にしか見えない子たちに気を遣われるなんて、不ふ甲が斐いないばかりである。俺もまだまだ未熟ということだろう。

　彼女たちの思いは俺の心を軽くしてくれた。迷っている暇はない。不安に思う意味もない。弱気になっている場合ではない。

　前向きに、ポジティブに、この優しい子たちを笑顔にできるように。

「俺が、あの子たちを助けてみせるよ……心配しないでいいから」

　助ける。その覚悟を決めて、俺は無理にでも笑ってみせた。我ながらブサイクな笑顔だったと思う……でも、みんなはかわいい笑顔を返してくれた。

「「「「うん！」」」」

　そして彼女たちは、俺に抱きついてくる。

「にゃはっ。お兄ちゃん、今日はずっとそばにいてあげるよっ」

「ルナも……せんせぇと、いっしょ」

「何か手伝ってほしいことがあれば、素直に言うのじゃぞっ」

「私たちにできることなら、なんでもしてあげるから……いっぱい甘えていいわよ？」

　四人とも、それぞれの言葉で俺を癒いやしてくれる。

　正直、彼女たちのおかげでとても助かっていた。あのまま一人で思い詰めていたら、何もかもがダメになっていたかもしれない。

「嬉うれしいよ……せっかくだし、今日はみんなに甘えようかな」

　優しいこの子たちの思いに応えるためにも……彼女たちを助けてみせる──。







　それから時間はあっという間に過ぎて、土曜日になった。

　昨日はルナちゃんたちにたくさん癒してもらった。あの時よりは気分も切り替わっており、今はなんだか高揚さえしていた。

　第二期組の許嫁いいなずけ候補と待ち合わせている時間は午後二時である。その時に彼女たちは俺にお別れの言葉を言うつもりなのだろう。

　今は正午を少し過ぎたくらいである。待ち合わせ時間までまだあるが、俺は既に学校に来ていた。

　家にいても落ち着かなかったのである。一応、第二期組の転校を阻止する方法も考えてはみたのだが、良い案は結局思い浮かばなかった。

　それでもやるしかない。あと、落ち込んでいる第二期組の彼女たちを元気づけてあげる必要もあるだろう。

「さて……どうするかな」

　なんだかとてもそわそわしていた。思考が落ち着いていないというか、地に足がついていない感覚である。

　このままではまずい気もするが、勢いに任せたいと思う自分がいた。

　第一期組の許嫁候補──ルナちゃん、みるくちゃん、梨り恵えちゃん、[image: ]くず葉はちゃんと約束したのである。

　第二期組の許嫁候補──八や重えちゃん、花はな子こちゃん、ありすちゃん、咲さきちゃんを助ける。絶対に転校を阻止すると、彼女たちに宣言した。

「よしっ」

　気合は十分。ただ、あまり考えがまとまらないのが困ったところだが……そのことについては深く考えなかった。

　休日だが学校には関係者入口から入ることが可能だ。警備員さんも俺の顔は覚えているので、問題なく通り抜けることができた。

　このまま教室に向かおうとして──

「おい……六ろく浦うら？　どうして休日なのに学校に来ている？」

　玄関の方で、ばったりと一いち之の瀬せ先生と出会った。まさか一之瀬先生と顔を合わせることになるとは思ってなかったので、びっくりした。

「用事があって……一之瀬先生こそ、どうして？」

「先生は社会見学の資料を片付けに……」

　そう言いながら、先生は俺の顔を不思議そうに見つめる。首を傾かしげながら俺を凝視していた。

「何か、あったのか？」

　そして先生は一目で俺を看破する。第一期組の許嫁いいなずけ候補たちと同じように、出会った瞬間に異変を察知したみたいだ。

「……分かるんですか？」

「もちろんだ。先生は、六浦の『先生』だからなっ。うーん……そうだ、時間はあるか？　あるなら、教員室に行くぞっ」

「え、でも……」

「いいから、来い。先生の言うことはきちんと聞くのだっ」

「は、はいっ」

　たしなめられるように言われては、反抗することなんてできなかった。不思議と叱られている気分になって、何も言えなくなってしまった。

「時間はあまりかからないから心配するな」

　それだけを言ってこれ以上は何も説明せずに先生は歩き出す。俺もその後ろを無言でついていった。

「座ってちょっと待っていろ」

　教員室に到着すると、備え付けのソファに座るよう促される。言われるままに座ると、先生は教員室に設置されてある電気ケトルに水を注いでいた。

「沸くまで待て。飲み物を出してやる」

「……そこまで気を遣ってもらわなくても結構ですよ？」

「うるさい。余計なことを言うなっ。六浦は先生にもてなされればいいのだ」

　なんというか……先生はいつもよりツンツンしているように感じた。

　何を怒っているのだろう？　よく分からなかったのだが、とりあえず何も言わずに大人しくしておいた。

「…………」

　少しだけ、無言の時間が流れる。その間、先生はマグカップに粉末を注いだりして俺に話しかけてこなかった。

　次に響いた音は、電気ケトルのアラーム音。

「沸いたか……ほら、飲め、ミルクだ」

　そして差し出されたのは、ホットミルクだった。いつもは砂糖たっぷりのコーヒーなのに、珍しいな。

「あの……」

「いいから飲め」

　うーん、何も言わせてくれない。唇を尖とがらせながら俺をジトっと見る先生には逆らえなかった。正直、今は飲み物を飲む気分ではないのだが……仕方なく、ミルクを口に含む。

　人肌程度に温められたミルクはとても飲みやすくて一気に飲み干せた。

「ふぅ」

　無意識に吐息がこぼれた。それを見て、先生は満足そうに頷うなずく。

「よし、飲んだな？　じゃあ、隣に座るぞ」

　ミルクを飲み干したことを確認してから、先生は俺の隣に座ってきた。さっきから行動の意味が分からない……いったい何がしたいのだろう？

　そうやって頭に疑問符を浮かべていた、その時だ。

「おわっ」

　不意に頭を掴つかまれて体勢が崩れた。そのまま体を横に倒すと耳の下に柔らかい感触を覚える。これは……一いち之の瀬せ先生のふともも？

「……せ、先生？」

　戸惑った。一之瀬先生は俺の頭を手で押さえ込んでおり、体を起こすことができなかったのである。そもそも、俺の体を倒したのも一之瀬先生だ。

「何をしてるんですか？」

「六ろく浦うらに膝枕をしてやっているのだ」

「いえ……その理由を、知りたいのですが」

　本気で意味が分からなかったので問いかけると、先生はようやく答えてくれる気になったみたいである。

　ゆっくりと、まるで赤ちゃんをあやすように……先生は、優しい言葉を発した。




「だって、六浦が無理してるから……先生が、なだめてあげてるんだ」




　横向きになっているので先生の表情は見えない。でも、声の様子から、優しい顔をしていることは分かった。

「俺が……無理、してるんですか？」

「うん。明らかに無理してる……いつもより挙動不審だ。表情も硬いし、体も強こわ張ばってる。こんな状態で、無理してないわけがないぞ？」

　指摘されて、ようやく気付いた。

　体に余計な力が入っており、いつもよりぎこちなくなっている。そのあたりを先生は見抜いていたようだ。

　昨日……みるくちゃんたちと第二期組を助ける約束をしてから、俺はもしかしたら緊張していたのだろうか。気合が入っているつもりだったが、それが少し空回りしていたのかもしれない。

　俺が何とかする。何とかしないといけない。そのプレッシャーが俺をおかしくしていたのだろう。

「無理をするのはダメだ。どうせ、六ろく浦うらのことだから徳とく田だ院いんの試練がらみで何かあるんだろう？　その様子から、辛つらい事情に巻き込まれてるのはなんとなく分かる……だけど、そうやって空回りするのが一番危険なんだぞっ」

　説明なんてしていないのに、先生は俺の事情を察しているみたいだ。

「そんな顔を、子供たちに見せたらいけない。六浦が苦しんでいる顔を見ると、子供たちだって辛つらくなる。それは、先生もおんなじだから」












　だから先生は怒っていたらしい。俺が無理をしてまで空元気を見せても意味がないと、そう伝えてくれた。

「とりあえず落ち着け。温かいミルクは気分を安らげてくれるのだ……先生も、緊張してたら飲むようにしてる」

　普段とは違ってコーヒーではなくミルクを出したのは、俺を落ち着かせるためか。

　確かにミルクを飲んで少し力が抜けた。効果はあったと思う。

　しかしながら、膝枕をされている理由の説明にはなっていなかった。

「それで、膝枕はどんな意味が……？」

「落ち着くだろ？」

　一いち之の瀬せ先生は俺の頭をゆっくりと撫なでる。その手つきからは、一之瀬苺いちご先生の優しさが伝わってきた。

「先生もな、辛いことがあった時にママ……じゃなかった。母親にこうしてもらうのだ。膝枕されながらよしよしされると、元気になるだろ？　あ、でもみんなには内緒にしておくのだぞ……ただでさえ子供っぽいのに、これ以上子供に思われたくないからなっ」

　先生は自分がされて嬉うれしかったことを、俺にもしてくれている。そう考えると、なんだか力が抜けてしまった。

「……確かに、少し子供っぽくて恥ずかしいです」

　だけど、落ち着くのは事実だった。さっきまで浮足立っていた感情が、徐々に落ち着いていることを感じていた。

　あと、元気になるのも……本当だったようだ。

「何を言ってるんだ？　六ろく浦うらは恥ずかしがる必要ないぞ……まだ十六歳だろ？　六浦はまだまだ子供だ」

　俺の髪の毛を梳すくように撫でる先生。小さな指がこそばゆくて、俺は体を震わせてしまう。

　すると、自分の体がいかに緊張していたのかを実感した。こんなに、俺の体は強こわ張ばっていたのか……。

　どうやら、自分が思っていた以上に俺はプレッシャーを感じていたようだ。ルナちゃんたちの前では大丈夫と見み栄えを張っていたが、彼女たちから離れたことで気持ちがおかしくなっていたのだろう。そんな時に一之瀬先生は声をかけて、なだめてくれたのだ。

　その気持ちが……とても、嬉しかった。

「ありがとう、ございます」

　微かすかに震えた自分の声に、俺自身が驚いてしまう。そっか……やっぱり俺は、緊張してたんだ。かなり無理をして『元気』だと思い込もうとしていたのか。

　気合が入っているとばかり思っていたが、これはただの空元気である。そんな状態で第二期組の彼女たちと顔を合わせていたら……それを考えると、とても怖くなる。

　ただでさえ落ち込んでいるはずのあの子たちを、余計に傷つける結果になっていたかもしれない。みんな、優しくていい子なのだ……自分のせいで俺が追い込まれていると知ったら、きっと罪悪感を抱いてしまうだろう。

　それはダメだ。彼女たちを傷つけないために動こうとしているのに、俺自身が傷つけては意味がない。

　それを気付かせてくれた一いち之の瀬せ先生には、とても感謝していた。

「お礼を言う必要はない。さっきも言ったのだ……先生は、永遠に六ろく浦うらの『先生』なんだぞ？　何かあれば遠慮なく頼っていい、いつでも助けるっ！　恋愛事だけはダメだけど……お金の問題だって解決できる。だって、先生は大人だから！」

「……お金の問題は、解決しないでください」

　いつかもやったやり取りである。先生も冗談のつもりだったのか、体を左右に揺らしていた。自おのずと俺の頭も揺れることになる。

「よしよし。落ち着いたか？　いや、まだダメだな……まだこのままでいろ。先生、そういえば男の子を膝枕するの初めてだから、せっかくだし堪能させてくれ」

「俺で、良ければ……どうぞ、喜んで」

　うん、先生の言う通り膝枕されると元気が出てきた。彼女たちを助けなければならないというプレッシャーは残っているが、無理をしているような状態ではなくなった。

　体もいつの間にか軽くなっている……さっきよりは、動かしやすくなっていた。

　だけど、もう少しだけ……このままでいたいと、そう思った。

「なぁ、六浦？　もし何もかもがダメになって、失敗しちゃったら……先生が六浦の面倒を見てやってもいいぞ？　ほら、先生ってこんな見た目だから、恋愛できないし……結婚なんて夢のまた夢だ。六浦を養ってやるのも、悪くないな」

「……そんなことないですよ。先生は、俺にはもったいないくらいの人ですから」

「そうだったらとっくに結婚してるに決まってるだろっ！　先生、もう二十八だぞ!?　平均結婚年齢に達してるのに、恋愛すらしたことないんだ……うぅ、自分で言っててなんか悲しくなってきたぞ」

「それは、周囲の見る目がないだけですよ。先生は、やっぱり素敵な人だと思います」

　心から、そう思う。結婚くらいしようと思えば、先生なら絶対にできるはずだ。

　だけど先生は本当だと受け取ってくれずに、ぶーぶーと愚痴を呟つぶやくのみである。

「からかうなっ。まったく……そんなこと言われたら舞い上がっちゃうだろうが。先生はとてもちょろいからな、勘違いしちゃうのだ。六浦はそんなんだから『幼女たらし』って言われるんだぞ？」

「き、聞いてたんですかっ？　いや、別にそんなつもりないんですけど！」

　この前、花はな子こちゃんの書いた小説である『小しよう恋れん歌か』の読書感想文を国語の時間に書いているとき、[image: ]くず葉はちゃんから『幼女たらし』と言われた。その時の会話を先生も耳にしていたらしい。

「とにかく、全部ダメになっても先生が助けてやる。だから、六ろく浦うらは大丈夫だ……自信を持て。六浦が思うように、がんばればいい。結果はしっかり出るから」

　……どうやら、俺は先生にも励まされてしまったみたいだ。

　昨日、ルナちゃんたちからも励まされたというのに、まだ足りなかったようである。こんな俺はまだまだ未熟だと思うのだが、あの子たちや先生にまで『大丈夫』と言われるのなら、それを信じるべきだ。

　俺なら大丈夫。空元気でも思い込みでもなく、今なら純粋にそう思えた。

「はい。がんばって、みんなを笑顔にします」

「ああ、そうしろ。六浦ならできる」

　こんなにも俺のために色々やってくれたのである。今はもう、無理をした表情を浮かべることもないだろう。完璧に立ち直っていた。

　でも、時間がくるまでは……先生から、元気を分けてもらおう。なんとなくこの体勢を崩すことができなかった。

　そんなことを考えて、俺は待ち合わせの時間がくるまで先生に膝枕をしてもらう。先生は不満を言わずに、俺に膝枕をし続けてくれた──。







『がんばれ』

　午後二時になる少し前。待ち合わせの時間に間に合うよう、俺は教員室から出て行った。去り際に先生がかけてくれた応援の言葉は、俺の背中を力強く押してくれた。

　残念ながら、問題を解決するための手段は思いついてないのだが、だからって不安を覚えているわけじゃない。

　もう大丈夫。心から本気でそう思えた。

「……あ、りこーがきた」

「時間ぴったりだね」

「……そうですね」

「こんにちは」

　教室に入ると、既に彼女たちはいた。みんなやっぱり元気がなく、声もいつもより小さかった。

「わざわざ来てくれてありがとう。昨日も言った通り、利り孝こうくんに話があるんだ」

　四人の中で比較的落ち着きを見せているありすちゃんが、みんなを代表するように言葉を発する。ただ、ありすちゃんもまた、いつもより余裕がないように見えた。

「急だけど、ぼくたちは転校することになったよ……来週にはもういなくなる。だから最後に、お別れを言いたかったんだ」

「もともと、宗そう一いちおじさんとそういうお話をしてて……だから六ろく浦うらさんのせいではありません。私たちの、都合なんです」

　今日はカミラちゃんの恰かつ好こうをしていない花はな子こちゃんが、ありすちゃんに続くように言葉を発する。黒髪三つ編みもいいけれど、金髪赤眼のカミラちゃんに慣れてしまったので、どこか物足りなさを感じてしまった。

「……今まで、ありがとうございました。利り孝こう様が実習で来てからの一カ月間と、わたくしたちが許嫁いいなずけ候補になってからの一週間……とても幸せな時間を、過ごすことができたと思います」

　咲さきちゃんは相変わらず淡々としているが、やはり雰囲気が暗い。微かすかな変化だけど読み取れるようになっている。少しずつだけど、この子のことも理解できるようになった。

「りこーっ……ありがと。だいすきだよっ」

　そして八や重えちゃんはこの時点でもう泣きそうになっていた。感情に素直な女の子だから、寂さみしいという思いが痛いほどに伝わってくる。それでも無理をして普通を装っているのは、俺に気を遣っているからだろう。

「…………」

　ふと、思った。さっき、俺は彼女たちと同じようになっていたのだろう──と。

　見るからに胸が痛くなるような状態である……彼女たちだってそうなのに、俺も同じようになっていたら、どうなっていたか分からない。

　だから、一いち之の瀬せ先生がやってくれたみたいに──みんなを元気づけよう。

　今度は俺がそれをする番だ。

「──大丈夫だよ」

　優しく語りかけながら、泣きそうになっている八重ちゃんの頭を撫なでてあげる。

「……りこー？」

　きょとんとする八重ちゃんの目線に合わせてしゃがみこみ、彼女の顔をまっすぐに見つめながら言葉を発した。

「聞いてるよ。宗一さんに、『俺の許嫁に慣れなかったら転校させる』って条件をつけられたんだよね？」

「……しってたの？」

「うん。昨日聞いた……あと、これは聞いたわけじゃないんだけど、みんなが本当は転校したくないっていうのも、なんとなく分かる」

　その言葉に、四人は目線を下げる。否定できないのは、やっぱり俺の言った通りだからだろう。

　そんな表情は彼女たちに似合わない。

「大丈夫。みんなのことは俺が守る……転校なんて、させない」

　だから、力強くそう宣言した。

　第一期組のみんなや一いち之の瀬せ先生が俺にやってくれたように……今度は、俺がみんなを励ましたのだ。

「でもっ……やえたちのこと、およめさんにしてくれないんでしょっ」

　しかし八や重えちゃんは俺の言葉に首を振った。彼女だけじゃなく、四人とも現状をどうにもできないと諦めてしまっているみたいだ。

　彼女たちを助ける方法は、彼女たちの中から許嫁いいなずけを選ぶことである。しかしそれはできないと、昨日はっきり言っていた。

　それなら、もう助ける方法はない──そう八重ちゃんは思っているのだ。

「お嫁さんを選ぶのは、まだできない」

　許嫁を選ぶことに関しては何も言えない。だが、仮に彼女たちの中から許嫁を選んだとしても、選ばれなかった子の転校は免れないのである……それを考慮すると、やっぱり許嫁を選ぶという行為はまだしたくなかった。












　俺は守りたいのは、みんなの幸せなのだから。

「でも、助けるよ。俺が宗そう一いちさんを説得する。だから、大丈夫だよ」

「うそっ。りこーはうそつき……そんなの、むりだし」

　確かにあの宗一さんを説得するのは至難である。彼女たちは養子だからこそ、それをより強く理解しているはずだ。

　加えて、宗一さんを説得する具体的な方法もまだない状態である。それを伝えることができたら、もう少し彼女たちも安心してくれたかもしれないけど……ないものはないので、それはできない。

　俺にできるのは、一つだけだ。




「信じてほしい」




　根拠などない。でも、信じてほしいと訴えかけた。それしか俺にはできない。

　それでも、みんなを助ける自信はある。だって──

「みんなが好きになってくれた俺なら、これくらいどうってことないよ。みんなみたいな、素敵な女の子が好きになってくれる人間だったら……大丈夫」

　六ろく浦うら利り孝こうという男は、とても素敵な彼女たちが好きになるくらいの人間なのである。それなら、宗一さん程度なら説得できないわけがないのだ。

「信じて」

　記憶はない。この子たちと出会った時の思い出は消えている……そのため、俺は自分自身が好かれる理由がまだよく理解できていなかった。未いまだに、俺なんていう人間が彼女たちに好かれる魅力などないと思っている。

　だが、彼女たちの好きという気持ちは本物だ。だったら俺は認めなければならない。六浦利孝は、こんなにもかわいい女の子に好かれるくらいの能力がある人間なのだ、と。

「みんなが好きになるくらいの人間だから……きっと、どうにかなるよ。大丈夫だから」

　第一期組のみんなや一いち之の瀬せ先生にやってもらったように、何度も何度も『大丈夫』と口にしてあげた。

　これを実際にされたから、分かる。『大丈夫』って言ってくれると、不思議と大丈夫だって思えてくるのだ。

「……ほんとーに？」

　ここで少しだけ、八や重えちゃんの視線が少しだけ上がった。彼女は俺の目を見ながら、震える声を発する。

「やえたち、てんこーしないでいいの？」

　それに対して、俺もまたしっかりと目を合わせて首を縦に振った。

「もちろん。それとも、八や重えちゃんは……転校しても、いいの？」

「いや！　ほんとは、てんこーなんてしたくない！」

　俺の問いかけに、八重ちゃんはようやく本音を口に出した。我慢していた感情が爆発してしまったようで、八重ちゃんは大粒の涙を浮かべながら俺の体にしがみついてきた。

「りこーと、いっしょがいい」

　その思いは八重ちゃんだけじゃない。

「当たり前だろう……せっかく、好きになった人と一緒にいられるようになったんだよ？　もっともっと、利り孝こうくんのそばにいたいに決まってるっ」

　ありすちゃんも。

「……もし、お嫁さんになれる可能性があるのなら。一週間でもいいから、異性として意識してもらえるなら……それだけでいいと、思ってました。でも、この幸せを体験しちゃったら……余計に、寂さみしくなっちゃいます」

　花はな子こちゃんも。

「まだ、してあげたいことが、たくさんあります。お料理、がんばって美お味いしく作れるようになりました。利孝様に、食べてもらいたい料理、たくさんあります……まだまだ、いっぱいあります」

　咲さきちゃんも。

　みんな俺にしがみつきながら、『離れたくない』という気持ちを教えてくれた。

「うん、俺もまだみんなと離れたくない……だから、助けるよ。俺のこと、信じてくれる？」

　絶対に助けてみせる。だから信じてほしい──そんな思いを言葉に込めた。そうしてあげると、みんなは少しだけ考えを変えてくれる。

「ほんとーだよねっ？　りこー、うそつきじゃないよねっ？」

「信じて……いいのかい？」

「私たちを、助けてくれるんですか？」

「……大丈夫、なのですか？」

　確認するように問いかけてくる彼女たちに、俺はもう一度頷うなずくのだった。

「任せてくれ……大丈夫だから、もう心配しないで」

　ここまでやって、ようやく彼女たちは俺を信じてくれたみたいだ。

「しんじる！　だから、りこー……たすけて」

　みんなを代表するように発言した八重ちゃんを、俺は優しく抱きしめた。

「うん、助ける」

　そして──彼女たちは、そのまま何も言わなくなってしまった。

　ただただ、俺にしがみつくばかりで顔も見せてくれなくなる……すすり泣いているような声は、最も早はや誰のものか分からない。

　とても不安だったのだろう。その緊張が解けて、彼女たちは安あん堵どの涙を流しているのだ……その涙を、俺はしっかりと受け止めてあげた。

　しばらくは無言で、彼女たちをあやし続ける。みんなはしばらく離れようとせずに、そのまま泣き続けた──。







「お家うちで待ってて。話をつけてくるから」

　しばらくしてみんなが泣き止やんだ後、ひとまず帰っておくよう促した。本当は彼女たちのそばにいてあげたかったのだが、俺にはまだやることがある。

「わかった！　りこー、おねがいねっ」

「利り孝こうくん、任せたよ」

「六ろく浦うらさん、どうかよろしくお願いします」

「……がんばってくださいませ」

　最初よりも表情が明るくなった四人を見送ってから、すぐに向かった先は──徳とく田だ院いん学園の学園長室だ。

「失礼します。じいさん、ちょっといいですか？」

　ノックをして扉を開けると、予想通りじいさん──徳田院大だい五ご郎ろうがいた。仕事をしていたらしく、机の上には書類が散乱している。

「利孝か。どうした、今日は学校は休みのはずだが」

　学校は休みでもじいさんが休んでいるところを俺は見たことがない。だから、じいさんがいることも確信してここに来ていた。

「話があります……第二期組の許嫁いいなずけ候補についてです」

　余計な話は不要だろう。早速、本題に入ることにした。

「彼女たち、どうも転校させられることになったようで……」

「宗そう一いちの養子たちだな？　転校とは、初耳だが……そうだな。あの男ならそうするのも理解できる。今回の試練を利用したのだろう」

　じいさんは俺の少ない説明で事情を把握したようだ。やはりこの人は宗一さんの親である……息子のことを、よく理解していた。

「そういえば、養子をどう利用するか悩んでいるという話を聞いたことがある。なるほど、利孝を餌に釣っておきながら、このような手段で強引に娘の気持ちを踏みにじるのか……儂わしに似て利己的だが、儂とは違って相変わらず腐っているな」

　忌いま々いましそうに口を開くじいさん。宗一さんのことは相変わらず嫌いなのだろう。

　この様子なら、いけるか？

「俺は、この転校を阻止したいと考えています。彼女たちは転校を嫌がってますから……しかし、俺が宗そう一いちさんにいくら訴えかけても意味はなかったです。だから──じいさんも、協力してくれませんか？」

　そう。俺がここに来たのは、じいさんに協力を求めるためだった。

　宗一さんを説得する具体的な手段はまだない。だが、誰を味方に引き入れればいいのかは分かっていた。

　宗一さんに対抗するためには、じいさんの協力が必要不可欠になる。

　幸いにしてじいさんも宗一さんを嫌悪しているので、もしかしたらすんなり頷うなずいてくれるかもしれないと期待したのだが。

「ならん。協力はできん」

　じいさんは一瞬も迷うことなく首を横に振った。

「確かに感情的には胸むな糞くそ悪い話だがな。理屈は理解できる上に、そもそも第二期組の許嫁いいなずけ候補は宗一の子供だ。儂わしにはどうすることもできん」

　取り付く島もないとはまさに今の状況を意味するのだろう。明らかな拒絶だった。

「そもそも、儂には宗一をどうこうする権限もない。奴やつは教育者としての才能はないものの、経営者としては優秀であることは間違いないのだ……徳とく田だ院いんに多額の金を出資しており、一族の中でも大きな力を持っている。あれに反抗されては、当主である儂の立場も悪くなるだろう」

　俺の想像以上に宗一さんという人間は手て強ごわいみたいだ。まさかじいさんが躊ちゆう躇ちよするほどの人間とは……いや、それは関係ないか。

　どんなに難しい敵だとしても、八や重えちゃんたちと約束したのだ……絶対に、宗一さんの意見を覆してみせる。

　その決意はなおも揺らいでいなかった。

「……どうにか、協力してくれませんか？」

「諦めろ。貴様は第一期組の許嫁候補から、合法ロリを探し出すことだけを考えれば良い……宗一の養子たちはもともといなかったと考えておけ」

　そんなことできるわけがない。記憶喪失なのであの子たちとの『過去』はないけど、この学校に来てからの『今』がある。それをなかったことになんてしたくないし、まだまだ『未来』だって残っているのだ。

　試練のことを抜きにしても、あの子たちの成長を見届けたい。

　あんなにも魅力的な子がどのように育っていくのか楽しみだし、微力ながら俺もそばで成長の手伝いをしてあげたい。

　どんなことをしてでも、俺は彼女たちの幸せを守りたかった。

　たとえ──俺の人生を、かけてでも。

「もし、協力してくれたら……試練に失敗した時、じいさんの手駒になります。あなたの言いなりになって、どんなことでも言うことを聞きます。俺の身と引き換えに──協力をお願いできませんか？」

　今の俺には何もない。だから、捧ささげられるのはこの身だけ。

　俺なんていう人間を捧げられても価値がないと、今までなら思っていた。だけど、みんなが肯定してくれたのだ……じいさんだって、俺を過大評価している節がある。

　だから、もしかしたら考えを改めてくれるかもしれない。そんな淡い期待を抱いて発した一言だった。

　その言葉に対して、じいさんは──笑う。




「…………いいのか？」




　この時、俺は初めてじいさんが喜ぶ顔を見たかもしれない。

　いつもの嘲ちよう笑しようではなく、純粋に嬉うれしそうな笑顔を見せたじいさんに、俺は困惑した。

　まさかここまで食いつきがいいとは思っていなかったのだ。ニヤけるように相好を崩している。

「本当に、いいのだな？　貴様に協力すれば、試練に失敗した時に貴様は儂わしの言いなりになるのだな？　儂の傀かい儡らいとして生きてくれるのだな？」

「……はい。じいさんに従って生きていきます。その代わり、俺は宗そう一いちさんに真っ向から対たい峙じすることになりますよ？　あなたの立場が危うくなると思いますけど、それでいいんですか？」

　さっきまで躊躇ためらっていたくせに、俺の身を引き換えにするというだけでこんなに乗り気になるとは思っていなかった。

　利己的なじいさんにしては、なんというか……拍子抜けだったのである。てっきりもっと手こずると思っていたくらいだ。

「その通りだ。確かに儂は宗一と対峙することになって、徳とく田だ院いんの中で立場が危うくなるだろう。何人もの一族が儂を批判するはずだ……色々と不都合が出てくるかもしれない。儂にとってその不都合は、かなり困ったものになるだろうな」

　だけど、それを踏まえた上で──じいさんは俺の提案を受け入れた。

「とはいえ……その『程度』のコストで貴様を手に入れられるのなら、安いものだ。貴様にはそれくらいの価値があるのだぞ？　フハハハ！　良い……実に気分が良い！　あの愚息もたまには役に立つものだ」

　不思議なことに、じいさんの中で俺という存在はかなり重要みたいだ。自身の立場が危うくなろうと構わないくらいに、じいさんは俺を欲しがっていたのか。

「協力、お願いします。俺は宗そう一いちさんを潰しにかかりますから……教育界を先導する立場にある徳とく田だ院いんに、あんな人間がいることは相応ふさわしくありませんので」

　ともあれ、じいさんという強力な味方が手に入った。これで勝率が零ゼロから一気に跳ね上がる。

　後は状況さえ整えればいい。宗一さんの決定を覆すための材料が必要だろう。

　夜や久く野の八や重えちゃん。あやのありすちゃん。田た中なか花はな子こちゃん。黒くろ川かわ咲さきちゃん。四人の転校を阻止するためには、宗一さんを脅すくらいのことをしなければならない。

　だが、そのための手段がまだなかった。

「それで、宗一を潰すための考えはあるのか？」

「……申し訳ありません」

　首を横に振ると、じいさんは顎に手を置いて小さく頷うなずいた。

「そうだな……徳田院宗一という人間について貴様に教えてやる。その上で、奴やつを潰すための策を考えろ」

　早速、協力的になったじいさんは宗一さんについて説明してくれた。

「宗一の経営している『ＳＯＩＣＨＩ』という企業は、学校制服の定番メーカーとして全国でも知られている」

「……そうみたいですね。かなり全国的に普及しているとか」

「うむ。では、どうしてここまで全国的に売れたのか、その理由は分かるか？」

　理由？　デザインが良かったとか、そういうことではないのだろうか。

「質素ながら上品なデザイン性も評判が良い……が、それは売れた理由ではない。『ＳＯＩＣＨＩ』がここまで売れたのは──徳田院学園の制服を製作しているからだ」

　徳田院学園お抱えのメーカーであること。それが、『ＳＯＩＣＨＩ』の強みだったとじいさんは言う。

「我が徳田院学園は国からも高い評判を得ている。教育界でも一目置かれているくらいだ。そんな徳田院のお抱えメーカーである『ＳＯＩＣＨＩ』は、きっと素晴らしいメーカーなのだろう──そう周囲から思われているのだ」

　そんな経緯があって、全国の学校で『ＳＯＩＣＨＩ』が制服のメーカーとして採用されたようだ。

「デザインや品質については多くの学校が満足しているようだな。ただ──不満点が一つだけあるらしい」

　そう言ってじいさんは、机の上に散乱している書類の中から一枚を俺に渡してきた。

「……意見書？」

　内容を確認すると、どうやらこれは徳田院に通う子供たちの保護者から寄せられた『意見書』のようだ。

『そちらの制服は高すぎるのでは？』

『子供は成長が早いからすぐに制服を買い替えることになるので出費が大きい』

『強制的に購入させられる制服がこんなに高くて良いのか』

　そういった文言がずらりと並んでいた。

「我が学園の制服関係に対する意見を集めた書類だ。他学校でも似たような意見が多数寄せられている。儂わしもこの件については、どうにかしたいと考えていたところだ」

　なるほど……高すぎる価格が、『ＳＯＩＣＨＩ』というブランドの強みと売上げの要因であり、弱点でもあるということか。宗そう一いちさんを潰すための突破口にもなり得る重要な情報でもある。

「儂が貴様に与えられるヒントはこのくらいだな。これ以上は貴様の力で切り拓ひらけ……儂がしてやるのは『協力』だけだ。あくまで実行するのは、貴様だからな」

「はい、もちろんです……ありがとうございます」

　じいさんに全てを任せるつもりなど最初からなかった。これだけヒントが与えられて、何も思いつかないようでは、あの子たちに相応ふさわしい男とは言えないのだから。

「…………」

　少し目を閉じて、爺じいさんの言葉を反復する。

　宗一さんの経営する『ＳＯＩＣＨＩ』は、値段が高すぎる……って、あれ？　そんな話をつい最近した覚えがあった。

　確か、八や重えちゃんとみるくちゃんと一緒に、学校内で撮影を行っている時に。

「水み無な瀬せ、みるく」

　みるくちゃんという言葉で、更に記憶が巡る。連想するように思い出したのは──一枚の名刺だった。

「じいさん。たとえば、ですけど──」

　そして口に出した思い付きの言葉に、じいさんはニタリと意地の悪い笑顔を浮かべる。いつもなら腹が立つその笑顔が、今は頼もしく見えた。

「悪くない案だ。やはり貴様は、面白い……話をつけてこい。それが成功したら、今夜にでも宗一を呼び出してやろう」

　俺の案はどうやら及第点だったらしい。じいさんのお墨付きをもらって、俺は力強く頷うなずいた。

「はい。よろしくお願いします」

　──みんなの笑顔を守るために。

　必死で足あ掻がいた結果、活路が切り拓けた。

　あと少し……もう少しでみんなを守ることができる。

　そのために俺は、宗一さんを潰すためのピースを入手しに走った──。
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『ＳＯＩＣＨＩ』

　宗そう一いちさんの経営するこの企業は、日本でも有数の大企業である。特にアパレルメーカーとしての知名度は高く、他のほとんどの企業では名が霞むくらいには有名だ。

　しかし、そんな『ＳＯＩＳＨＩ』を脅かすくらいのアパレルメーカーが、日本にはもう一つだけあった。

　その企業の名は──『ＭＩＮＡＳＥ』という。

「……そういうわけで、協力をお願いしに来たんです。充みつるさん」

　じいさんとの交渉を終えて、すぐに俺は水み無な瀬せ充さんに連絡を入れた。以前もらった名刺の番号にかけたのである。

　大切な話があると伝えたら、充さんはわざわざ自分の都合をキャンセルしてまで俺に会う時間を確保してくれたらしい。

　そして、持ち掛けた話は『宗一さんを失脚させたい』という内容のものだった。

「ふむ……なるほど。だいたいの事情は分かった」

　充さんは俺の話を聞いてニヤリと相好を崩す。その悪戯いたずらっぽい表情は、実の娘であるみるくちゃんにどこかそっくりだった。

「徳とく田だ院いん宗一を失脚させたら、我らが『ＭＩＮＡＳＥ』が徳田院学園の制服製作を担当してもいいのだな？　それなら、『ＭＩＮＡＳＥ』は君に協力しよう」

　そう。俺がここに来た理由は、宗一さんを失脚させるために充さんと交渉しに来たのである。『ＭＩＮＡＳＥ』を味方につけようと考えていたのだ。

　この件についてはじいさんからも賛同を得ている。『ＭＩＮＡＳＥ』なら宗一さんを潰すために最も強力な味方となってくれるはずだ。

「あいつは徳田院学園の制服事業を独占していることにあぐらをかいている……いくら何でも値段が高すぎだと前々から思っていたんだ。『ＭＩＮＡＳＥ』はそれを是正できるよう尽力する」

「ありがとうございます。そうしくれると、じいさんも喜びますよ」

　よし、充さんも乗り気だ。これでまた一つ、宗一さんを潰すためのピースが揃そろった。

　でも、まだ足りない。宗一さんを脅迫するにはまだまだ情報が不足している。

「あの、充さん……もう一つだけ、お願いがあります。宗一さんを失脚させるために、何か情報はないでしょうか。あの人を脅せるような交渉材料がほしいんです」

　俺の目的は『第二期組許嫁いいなずけ候補の転校阻止』である。それを達成するには宗そう一いちさんの立場を脅かすくらいの情報を入手して、それで脅迫するしかないだろう。

　その情報を、同業者の水み無な瀬せ充みつるさんなら持ってるかもしれないと考えていた。

　だが、充さんは難しそうな顔をして首を横に振る。

「すまない……あの男はそう簡単に弱みを見せない。私には分からないな」

　どうやら決定的な情報などは持っていないみたいだ。

「何か、ありませんか？　些細なことでいいんです。それがヒントになるかもしれませんから、話を聞かせてください」

　とはいえ、簡単には諦めない。ここで脅迫材料を入手しておかないと交渉が思い通りに進まない可能性がある。

「そういえば昨日は商談があったみたいですね。どんなお話だったんですか？」

　あの子たちを助けるために、食い下がるように充さんに話を促した。

「ヒントになるかは分からないが……昨日は、徳とく田だ院いん学園の制服事業についての商談を交わしたよ。提示された条件が難しかったので断ったが」

「条件、とは？」

「……みるくを、養子として引き取りたいと言ってたんだ。もしみるくを徳田院宗一の養子として引き渡したら、徳田院学園の制服事業に参加させてやるという内容だった」

　言われて、ふと昨日のことを思い出す。そういえば社会見学でＭＩＮＡＳＥビルを訪れてすぐ、挨拶をしている時に宗一さんがみるくちゃんのことを口にしていた覚えがあった。

　どうも宗一さんはみるくちゃんをほしがっているみたいである。

「みるくはもう大だい五ご郎ろうさんに預けてある。その上、私はあの子に指図できるような立派な人間ではない……あの子のことは私にはどうもできないと言って、話を一蹴したよ」

　充さんは断ってくれたようだ。良かった……良識がある人で、好感が持てる。

　とはいえ、今の話には気になる点があった。

「そうですか……でも、それって、本当ですか？　宗一さんは、その……みるくちゃんのことを、価値がないとまで断言してましたが」

　これは先週の日曜日、学園長室で第二期組の許嫁候補がいると聞かされたときに宗一さんが口にしていたことだ。なんだか矛盾している。

「あの男ならそう言いそうだ。私にも奴やつの意図は分からない……みるくは徳田院宗一にとって何か利用価値があるのかもしれないな」

　彼女には何かあるのだろうか？　少し考えてみたが確信を持てるようなことは思い浮かばなかった。

　まぁ、彼女はプロゲーマーである一方、とても多才な子でもある。宗一さんはそのあたりに目を付けて、価値があると考えを改めたのかもしれない。

「ああ、そういえばその時に資料をもらった。みるくがどんなに優秀か、大だい五ご郎ろうさんの養子たちと比較して熱弁されたよ……なんと言われようとも、みるくのことは私にはどうもできないのだが」

　困ったようにそう言いながら、宗そう一いちさんはファイリングされていた資料を取り出してくれた。

「これは……みんなの、情報？」

　目を通して内容を確認してみる。そこには第一期組の許嫁いいなずけ候補であるルナちゃん、みるくちゃん、梨り恵えちゃん、[image: ]くず葉はちゃんの細かい情報が載っていた。

　身長や体重はもちろん、住所、職業、趣味まで書かれている……年齢はないが、その細かい情報に俺は目を大きくしてしまった。

　徳とく田だ院いんの制服は全て『ＳＯＩＣＨＩ』で製作している。だから制服を注文する際、身長や体重、住所などのデータは『ＳＯＩＣＨＩ』に提出する必要があるだろう。もちろん第一期組のみんなもデータは提出しているはずだ。

　これを『ＳＯＩＣＨＩ』の社長である宗一さんが見ることは可能だろう……職業や趣味はじいさんから聞き出したのかもしれない。そのことを宗一さんが知ることは容易である。

　だがしかし、こういった情報を他者に見せても良いのだろうか？　彼女たちのパーソナルな情報を、商談に利用して良いのだろうか？

　そこまで疑問に思ったところで、俺はとうとう気付くことができたのだ。

「これってもしかして──」

　そして俺は、宗一さんを潰すための最後のピースを入手した。充みつるさんとの会話で掴つかみ取った脅迫材料は、とても強力なものだ。

　これでみんなを助けることができる。そう確信した俺は、充さんとの会話を終えてすぐにまた徳田院学園の学園長室へと戻るのだった──。







　深夜。夜の十一時を過ぎた頃に、宗一さんはやって来た。

「父さん、こんな時間になんだい？　前から言ってるけど僕はこう見えて忙しい……って、六ろく浦うら君じゃないかっ」

　愚痴をブツブツ呟つぶやきながら学園長室に入ってきた宗一さんは、俺を見て爽やかに笑う。

「ふむふむ、なるほどね。そうかそうか……呼び出したのは君の方か」

「……ええ、そうです」

「わざわざこんな時間に呼び出すということは──試練について、答えが出たということだね！　六浦君、考え直してくれたのかっ！」

　何やら勝手に解釈して嬉うれしそうに手を広げていた。

「僕の娘たちから誰かを許嫁いいなずけにすると決めたんだろう？　だからこんな時間に僕を呼び出したんだね！　そういえば今日、荷物整理のために娘たちを学校に行かせたのに、何も持って帰ってこなかったんだよ。不思議に思っていたんだけど、君の仕業だったのか。許嫁を選ぶ決断をしたから、彼女たちを帰したんだよね！」

　この状況を宗そう一いちさんは自分の都合が良いように考えている。

　もちろんそういうわけではないのでしっかりと首を横に振っておいた。

「違います。あなたの娘さんたちについて話があるのは本当ですが、許嫁を決定したわけではありません」

「……はぁ。なんだ、つまんないな」

　すると、宗一さんはこれ見よがしにため息をついた。

　時間の無駄だと、そう言わんばかりに。

「じゃあ、言ってみてくれ。だいたい予想はつくけどね……さっさとしてくれよ？　僕は忙しいんだから」

　そういうことなので、早速俺は本題に入った。

「あの子たちの転校を、取り消してくれませんか？」

「断る」

　速攻で拒絶して、宗一さんは踵きびすを返した。

「その話なら終わっただろう？　やれやれ……父さんも、こんなことのために僕を呼び出さないでくれよ。いくら六ろく浦うら君を気に入ってるからって、甘すぎじゃないかな？」

「……どうしても、考え直すことはできませんか？」

「しつこいよ。僕の娘をどう扱おうと君には関係ない」

「そうですか」

　学園長室から出て行こうとする宗一さんの背中に、なおも言葉をかける。

　このまま懇願したところで話は平行線のままだろう。最後のチャンスを与えてあげたつもりなのだが……これなら、仕方ない。

　そこで俺は、決断を下した。




「じゃあ、宗一さんはクビです。徳とく田だ院いんには不要ですので」




　──一瞬、場に静寂が生まれる。

　俺も、宗一さんも、じいさんも、何も言わないまま数秒が過ぎた。

　そして、宗一さんがゆっくりと振り向いてから、その静寂を破る。

「ははっ。何を、言ってるんだい？　六浦君、そこそこ面白い冗談を言わないでくれよ。君にそんな権限があるとでも？」

　いつもの爽やかな笑顔で俺の発言を一蹴しようとするが、宗そう一いちさんの台詞せりふを遮るようにじいさんが言葉を挟んだ。

「いいだろう。宗一よ、貴様はクビだ。二度と儂わしの前に姿を現すな」

　酷ひどい……じいさんは実の息子に嬉き々きとしてこんなことを言う。たぶん、普段から宗一さんには苦い思いをさせられていたのだろう……とても気持ちよさそうだった。

「……はい？　父さん、とうとうボケたのかい？」

　最初こそ俺の言葉を信じていなかったものの、じいさんが同意してから宗一さんは顔色を変えた。

　雲行きが怪しくなっていることを感じ取っているみたいだ。

「儂は元気だが？　貴様が儂をぶち込もうとしている老人ホームに入るつもりはない。儂が引退して入るのは墓の穴だ」

「さっさとくたばれと言いたいところなんだけど、少し悪ノリしすぎだね。僕がクビだなんて……父さん、本気で言ってるのかい？」

「無論だ。儂が嘘うそをつかないことは、息子である貴様がよく知っているはずだがな」

　少しずつ、爽やかな笑みが曇っていく。じいさんの様子から危機感のようなものを感じ取っているらしい。

「僕をクビにしたら、どうなるか分かってるのか？　いくら父さんといえども、多くの一族の者に敵視される。それがどれくらい危険なことか、父さんなら分かっているはずだ。そもそも理由も示さずにクビだなんて、不当解雇も甚だしいじゃないかっ」

　自らの立場を誇示するも、じいさんは鼻で笑うのみだ。

「ああ、分かっている。分かっている上で、言っているのだ。貴様はクビだ」

「ふざけるな！」

　いよいよ宗一さんも笑えなくなったみたいで、苛いら立だちの宿った声をぶつけてきた。

「いったいどういう風の吹き回しだ!?　父さん、いいかげんにしろ……僕をクビにするデメリットがどれくらいのものか、本当に分かっているのか!?」

「うむ。だがな、貴様をクビにするデメリットより、メリットの方が今回は大きい。何せ、儂がずっと欲しかった物が手に入る。利り孝こうが、儂の言いなりになってくれるのだ！」

　対するじいさんは、興奮したように声を弾ませていた。ニヤけた笑みを隠すことなく、じいさんは語る。

「儂にない『人望』を持つ者がようやく手に入る……これで、我が徳とく田だ院いんにかつてないほどの繁栄がもたらされる！　人徳のある利孝に徳田院の当主として一族を仕切らせ、儂はその裏で指示を出す。これこそが、儂の夢見ていた徳田院の理想形だ！」

　熱を帯びたように言葉を続けるじいさんは止まらない。

「確かに貴様をクビにした当初こそ、苦しくなるだろう。儂に反抗する者も増え、徳田院という家も傾くかもしれない……だが、それも少しの間だけだ。利り孝こうが当主となれば、自然と優秀な人物が集まってくる。貴様とは違って、心と能力を兼ね備える素晴らしい人材が、多く集まって来るだろう！　その者たちを、儂わしは裏で操るのだ……その時、徳とく田だ院いんに大いなる利益が生じるだろう。フハハハ！」

　……あまり乗り気にならない未来設計図だった。しかも、俺が言いなりになることがもう確定しているかのような口ぶりである。

　試練に失敗したら言いなりになるとの約束だが、今は関係ないので余計なことは言わないでおこう。

　とにかく、じいさんが本気で宗そう一いちさんをクビにしようとしていることを、本人は理解したみたいである。

「そ、そんなこと……あってはならないっ。僕をクビにしたら制服をどうする！　他の企業に任せるつもりか？　自分で言うのもなんだが、この格式高い徳田院学園に相応ふさわしい制服を作れるメーカーはそうそうないぞ！」

「あ、そのことに関しては俺が話をつけました」

　ようやく俺が口を挟める話題になった。

「君が、かい？　戯たわ言ごとはよせ……君にそんな人脈ないだろう」

「あまり舐なめないでくださいよ。ほら、これが証拠です」

　そこで懐から取り出したのは、一枚の名刺である。

「──っ!?　『ＭＩＮＡＳＥ』か！」

「はい。『ＭＩＮＡＳＥ』は喜んで制服を一任されてくれるそうですよ？」

　先程、この件について話はつけてきた。なので『ＳＯＩＣＨＩ』の後任については何も問題ない。

「『ＳＯＩＣＨＩ』は評価も高いですけど、保護者からは『値段が高すぎる』という意見が多数あります。きっと、『ＭＩＮＡＳＥ』の参入は喜んでくれると思います」

「っ……！」

　宗一さん自身、そのクレームについては把握していたのだろう。言葉を詰まらせて、今は俺を睨にらむことしかできていなかった。

　この人は頭がいいから理解しているはずだ。

　このままだと、徳田院をクビになった『ＳＯＩＣＨＩ』が落ちぶれてしまうだろう。代わりに新たな徳田院のお抱えメーカーとなる『ＭＩＮＡＳＥ』が、爆発的に売れていく。それが分かっているからこそ、宗一さんは次の言葉に悩んでいるのだと思った。

「僕を……本当に、クビにするつもりか？　これは不当解雇だぞ！　そう簡単に僕をクビにできると思うなよ!?」

　今の宗一さんは明らかに追い詰められていた。この人にとって、じいさんが俺の味方をすることは予想外だったのだろう。打つ手がないように見える。

　余裕の笑みも消えて、苦渋の色を浮かべる宗そう一いちさんに対して、今度は俺が爽やかに笑ってやった。

「ええ。彼女たちを転校させるのなら、クビにします」

「だから、不当解雇だと……っ」

　今度は正攻法に不当解雇を理由としてクビは無理だと主張してくる。その言い分に対しては、しっかりと用意していた情報があった。

「不当解雇？　そんなことはないです」

　そう言いながら、俺は宗一さんと距離を詰める。じいさんには声が届かないくらいの距離まで近寄って、小さく囁ささやいた。

「知ってますよ？　あなたが個人情報を漏ろう洩えいさせていることを……第一期組の子供たちの情報を、許可なく商談に利用しましたよね？」

「っ！」

　俺の言葉に、宗一さんは目を見開く。どうやら思い当たることがあるみたいだ。

「昨日、水み無な瀬せ充みつるさんとの商談で渡した資料、今は俺が保管しています……あの資料はれっきとした個人情報の不正利用ですよ。これをじいさんに伝えたら、正当な理由で宗一さんを解雇できると思いますが？」

　そう。これこそが、宗一さんを失脚させるための最後のピースだ。

　充さんとの会話で資料の存在に気付けて良かった……充さんはこの資料をじいさんが許可して作ったと勘違いしていたらしいが、それは絶対にないと断言できる。じいさんは宗一さんが嫌いなので資料の作成など許可するわけがないのだ。

　この資料は宗一さんが顧客データなどから抽出して勝手に作成したものである。

　つまり『個人情報の漏洩』にあたるだろう。法律違反なのだから、解雇理由になり得ることだ。

　その情報をじいさんは知らない。だが、じいさんに伝えたら即座に解雇するだろう。だから不当解雇にはならないのだ。

「くっ……！」

　宗一さんは歯を食いしばって俺を睨にらんでいる。反論も言い訳もできないようだ。

「怖い顔しないでくださいよ。じいさんにすぐ伝えるというわけではありませんから」

　そう白々しく言いながら、俺は再び宗一さんと距離を離す。今度はじいさんにも聞こえるように、声を大きくした。

「ですが、宗一さんの態度次第です。そこのところはご理解ください」

　よし……ようやく、俺が望んでいた会話の流れを引き寄せることができた。なんだかんだ色々と言ってはいるが、宗一さんをクビにするというのはただの交渉材料でしかない。

　俺の本来の目的は第二期組の許嫁いいなずけ候補を守ることだ。

「ただ──彼女たちの転校を考え直すのなら、こちらも譲歩してあげますよ？」

「……譲歩とは？」

「もし彼女たちを転校させずに……いや、彼女たちの身を俺に預けてくれたら、徳とく田だ院いんをクビにはしません。制服についても『ＭＩＮＡＳＥ』には参入してもらいますけど、『ＳＯＩＣＨＩ』もそのまま継続します。子供たちには好きな方の制服を選んでもらう、ということにしてもいいかなと考えています」

　転校させないだけでは足りないと思った。この人が子供を管理するのは危険である……それなら、俺のそばにいてもらった方がより安心できた。

「君に身柄を引き渡せと？　そんなこと認められるわけないだろう!?　あの子たちにどれだけの価値が詰まっていると思っている……しかも『ＭＩＮＡＳＥ』の参入？　それだけでも我が社が不利益を被るじゃないか！」

　俺の譲歩案では納得できないと宗そう一いちさんは怒鳴っているが、そんなことはどうでも良かった。

「別にいいですよ？　この譲歩が受け入れられないなら、あなたはクビだ。徳田院から追放します。そうなると、あの子たちを引き取ることができなくなりますけど……それはそれで、また何か別の手段を考えたいと思います。みんなを守るためなら、俺は何だってやりますから」

　今回の件ほど、腹立たしいことはなかった。

　子供たちの気持ちを踏みにじる宗一さんに対して、俺は激しい怒りを覚えていたのだ。

「……俺を甘く見るなよ？　こう見えて徳田院の次期当主候補だ。あなたの好きなようにできると思うな」

　最後に漏れた声は自分でも驚くほどに冷たかった。こんなところ、子供たちにはこんな俺を見せられないな……落ち着かないと。

「し、しかしだねっ……君が次期当主になるかどうかは、まだ未確定じゃないかっ。ほら、許嫁に選んだのも抱き枕だったんだろう!?　そんなの、認められていいものかっ」

　宗一さんもいよいよ後がなくなったのか、しどろもどろになっていた。ごにょごにょと言い訳するように何やら言っているが、その指摘に対する答えも用意してある。

　準備は抜かりない。ソファにはきちんと、俺が嫁と言い張った『カミラちゃん』の抱き枕が鎮座している。宗一さんが来る前に持って来ておいたのだ。

　俺はその抱き枕を指さして、飄ひよう々ひようと肩をすくめた。

「え？　俺のお嫁さんなら、そこにいるじゃないですか。千歳を超える合法ロリですし、許嫁候補として何が不満なんですか？」

「それは、抱き枕で……っ」

「おかしいなぁ。じいさん、カミラちゃんは俺のお嫁さんですよね？　宗そう一いちさんが認めてくれないので、何とか言ってくれません？」

「その通りだ。宗一よ、あの者は利り孝こうの嫁だ。貴様にはそう見えないのか？」

　今の立場は明らかに俺の方が上である。宗一さんの命運は俺が握っていると言っても過言ではない……故に、こうやってとぼけたのだ。

「そう見えないのなら、俺の言葉が受け入れられないと認識します。あなたはクビなので、もう帰っていいですよ？」

「……待ってくれ」

　宗一さんもいよいよ観念したようだ。

「認める……その抱き枕は、君の許嫁いいなずけだ」

「え？　声が小さいのでよく聞こえないのですが？」

「抱き枕は、君の嫁だ！　六ろく浦うら君は次期当主となる人間だからね……そんな君に拒絶されるのは、色々と困る」

　苦々しく俺を睨にらみながらも、その唇から発せられた声は全面降伏も同じ内容の言葉である。

　宗一さんは利益を一番に考慮する人間である。だからこそ、意地になったりすることはない。分が悪いとみれば降伏できる『ビジネスマン』なのだ。

　だから、嫌いな相手だろうとこの人は頭を下げることができる。宗一さんなら、リスク、リターンを考慮した上で引いてくれると信じていた。

　ここでムキになられて第二期組のみんなを危険に晒さらすことだけが一番の不安だったので、降伏してくれてほっとした。

「全て、君の言う通りにしよう……徳とく田だ院いんの名がなくなった後のことなんて、考えられないからね。負けだよ、六浦君。完敗だ……覚えていろよ、クソガキ」

　最後の最期で本性を現した宗一さん。その視線を真向から受けて、俺もまた睨み返してやるのだった。

「ええ、歯向かってきたいのならいつでもどうぞ。子供たちを守るためなら、何度だってあなたを潰してやりますので」

「……楽しみにしている。では、僕はこれで」

　そうして、宗一さんは学園長室から出て行った。

　いなくなったことをしっかり確認してから、俺は息をついて脱力する。

「良かった」

　これでみんなを守ることができた。それが、とても嬉うれしかった。

「……よくやった。まさか貴様がここまでやるとは思っていなかった」

　じいさんも珍しく俺を手放しで褒めてくれる。俺自身、今回は頑張ったと思った。

「俺も、帰ります……みんなが待っているので」

「うむ。第二期組の引っ越しなどについては、儂わしが話をつけておこう……貴様は、あの子たちを出迎える準備でもしているがいい」

「はい、よろしくお願いします」

　頭を下げてから、俺もまた帰路につく。

　明日、第二期組の許嫁いいなずけ候補──八や重えちゃん、ありすちゃん、花はな子こちゃん、咲さきちゃんの四人が俺の屋敷に来る。

　どうやって出迎えてあげよう？　やっぱりパーティーみたいなことをしたら、みんな喜んでくれるかもしれない。

「……よし」

　あの子たちが笑っている姿を思うと、胸が温かくなった──。
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　宗そう一いちさんと話をつけた後。

　家に帰ると、深夜にも関わらず第一期組の許嫁候補──ルナちゃん、みるくちゃん、梨り恵えちゃん、[image: ]くず葉はちゃんの四人が待っていた。

　俺の部屋で不安そうにしていた彼女たちに『大丈夫』と伝えたら、みんなはとても喜んでくれた。

　更に、第二期組のみんながこの屋敷に来ることになったことを伝えたら、歓迎パーティーをしたいとも言ってくれた。

　とはいえ、その直後にみんな寝てしまったので準備は今日──日曜日にやっている。俺も昨日は疲れてすぐに眠ってしまったし、その上みんな夜更かしをしてしまったので起きるのも遅かった。

「お兄ちゃん、飾り付けは終わりましたっ」

「りっくん、おかしとジュースは用意できてるわ」

「んっ……ルナも、きちんとおきてます」

「わしは昨日の分のアニメ見終わったのじゃ！　これで心置きなく歓迎できるのう」

　まぁ、準備は基本的に俺とみるくちゃんと梨り恵えちゃんの三人で行った。ルナちゃんは眠そうだったけど頑張って起きていた。[image: ]くず葉はちゃんはアニメを見ないと死ぬらしいので、こればっかりは仕方ない。

「お疲れ。そろそろみんな来るよ」

　先程じいさんから電話があって、第二期組のみんながここに向かっていると報告してくれた。少し慌ただしかったけど、どうにか準備を終えることができて良かった。

　あとやるべきことは、みんなを歓迎するだけである。

「えへへっ……おにーちゃん、ありがとね」

　扉の近くで待機していると、不意にみるくちゃんが口を開いた。そちらを見ると、彼女の嬉うれしそうな笑顔が見えた。

　そして、笑っているのはみるくちゃんだけじゃない。

「りっくん。こうなってくれて、嬉しいわ……よくがんばったわね。よしよし」

「や、やっぱり利り孝こうはイケメンじゃなっ。ドキドキするのじゃ……」

「ん……せんせぇ、すごい。そんけーする……だいすきです」

　梨恵ちゃんも、[image: ]葉ちゃんも、ルナちゃんも、みんなが笑ってくれていた。

　この笑顔だけで、頑張った甲か斐いがあったというものである。もし第二期組のみんなが転校することになっていたら、みんなこうして笑ってくれることもなかっただろう。

　そう考えると、彼女たちを助けることができて良かったと改めて思った。

「こちらこそ、ありがとう。みんなが励ましてくれたおかげで頑張れたよ……ほら、そろそろ八や重えちゃんたちが来るから、しっかり歓迎してあげよう」

「「「「うん！」」」」

　嬉しかったけど、照れくさかった。みんなも少し恥ずかしかったのか、素直に俺の言葉に頷うなずいた。

　そして──いよいよ、彼女たちがやって来る。

「……失礼します」

　控え目なノックの後、扉が開いて──緊張した表情の四人が顔を見せるや否や、俺たちは持っていたクラッカーを鳴らした。

「「「「「ようこそ！」」」」」

　歓迎の言葉を唱えたら、四人は少し驚いたように目を大きくする。しかし、それは一瞬のことで……すぐに、緊張の面持ちから、笑顔に変わった。

「すっごーい！　パーティーするの!?」

「手厚い歓迎、嬉しいね。ありがとう」












「はわわ……びっくりしました」

「……失礼します」

　俺たちの歓迎を喜ぶみんなを見て、俺はなんだか嬉うれしくなる。

　うん、やっぱり……こうやって無邪気に笑ってくれる方が彼女たちには似合っていた。

「どうぞ、遠慮しないでいいよ。これからは、みんなのお家うちになるんだから」

　そう言葉をかけると、四人は俺を見て大きく頷うなずく。

「本当に、ありがとう。利り孝こうくんは、本当に素敵な人だよ……この好きという気持ちを数値で表せないのが、もどかしいなぁ」

「利孝様……これから、お世話になります。あと、できるだけお世話させてくれると、わたくしは嬉しいです」

「うぅ……お別れせずにすんで、とっても嬉しいです。そして今日は地味な恰かつ好こうでごめんなさい。明日からまた、カミラちゃんのコスプレしたいと思いますっ」

「にひひ☆　りこー、やくそくまもってくれた！　ありがとっ！」

　ありすちゃん、咲さきちゃん、花はな子こちゃん、八や重えちゃんが順番に思いを紡ぐ。その気持ちをしっかり受け止めておいた。

「うん。俺の方こそ、よろしくお願いします。みんなが幸せになるように、がんばるよ」

　そう言ってあげると、四人は我慢できなくなったように──抱きついてきた。

「利り孝こうくん、大好きだよっ」

「……利孝様を好きになれて、本当に良かったです」

「六ろく浦うらさん……いや、下僕！　そなたに、わらわを愛する権利を与えよう」

「りこー！　ふちゅちゅかものですけど、よろしくおねがいします！」

　大好きという思いの詰まった抱擁に、俺は思わずドキドキしてしまうのだった。

　彼女たちの笑顔は嬉うれしいんだけど、これからは更に振り回される生活になるだろう……今でさえ、第一期組の四人に大分振り回されているのに、たいへんだ。

　でも、まぁ……そういう生活は嫌いじゃない。むしろ、賑にぎやかな毎日は大好きである。幸せだな、と感じられるのだ。

　今日から更に騒がしくなるだろうけど、それは『幸せ』が増えたことと同じである。

　これからはみんなと幸せを分かち合おう。そしていつか、合法ロリを見つけ出して……みんなの『大好き』という気持ちに応える。

　そんなことを改めて決意して、俺は第二期組の四人を優しく抱きしめ返した。

　すると彼女たちは、やっぱり俺を困らせるようにこんなことを言う。その言葉に、俺はやっぱりたじたじになってしまうのだった──。




「「「「せんせーのおよめさんにしてくださいっ！」」」」





（了）







あとがき




　この本を手に取っていただき、誠にありがとうございます。作者のさくらいたろうと申します。

　皆さまのおかげで二巻を発売することができました！　こうして再びあとがきが書けて、本当に嬉うれしいです。

　今回のお話で更にヒロインが増えました。より小学生にまみれた話になって、私としても書いてて楽しかったです。皆さまにも楽しんでいただけるよう願っております。

　話は変わりますが、Ｔｗｉｔｔｅｒを始めました。いつも絡んでくださる方、ありがとうございます。初めてＳＮＳに触れたのですが、とても楽しいですね。

　内容は自分の趣味や性癖など他た愛あいのないものばかりで、作家らしい感じはしないかもしれませんが、もしよければぜひぜひ遊びに来てください！

　以下、謝辞となります。

　担当編集様、スケジュールの件など、度々ご迷惑をおかけしてしまいました。色々と本当にありがとうございました。

　イラストのもきゅ様。相変わらずの素晴らしいイラスト、いつもありがとうございます。イラストを見て元気をもらった後に作業を頑張っていました。幼女かわいいです。

　その他、本作の製作に携わった全ての方々にも、厚く御礼申し上げます。

　そして最後に、この本を読んでくださった読者様へ深く感謝をお伝えさせていただきます。

　本当にありがとうございました！
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